
				
						
								[image: 表紙画像]
						

				
		
				
						
								[image: 文字ナシ表紙画像]
						

				
		
        
            もくじ

            
                	第一章「趣味、男装」

                	第二章「王弟公爵との初対面」

                	第三章「パストレーア公爵邸にて」

                	第四章「レイシアの噂と公爵の怒り」

                	第五章「友人邸へのお泊まり」

                	第六章「港町と完璧な男装」

                	間章「エルヴァンダーの苦悩」

                	第七章「求婚は受けられません」

                	第八章「再会、そして」

                	間章「エルヴァンダーの運命の人」

                	終章「王弟公爵の婚約者」

                	後日談「男装姿で……」

            

                
     
    
				
						
								[image: 大扉画像]
						

				
		
	
			第一章「趣味、男装」

　楽師たちが奏でる朗々とした旋律が広いダンスホールに流れる。高い天井にはきらびやかなシャンデリアが沢山つるされ、今が夜中であることを忘れそうになるくらい明るい。

　多くの人が曲に合わせて踊りを楽しんでいたが、ダンスホールの中央に陣取っている男女が一番注目を集めていた。しかも、高価な宝石と流行りのドレスで着飾った令嬢より、銀髪の男性のほうが目立っている。

　背の高さは一般的な成人男性くらいだろうか？　すらりと伸びた手足は男性にしては華奢すぎるが、どこか中性的で美麗な雰囲気をまとう彼には似合っている。

　ステップを踏むたびさらりと揺れる銀髪が、シャンデリアの灯りを受けてプラチナのように輝いた。雪のように白い肌はなめらかで、しみひとつない。切れ長で緑色の瞳は角度によって鮮やかなエメラルドにも見えたり、黒みがかったビリジアンに見えたりと様子を変え、その不思議な色味は人々を魅了していた。

　一緒に踊っている令嬢は男性の麗しき顔に見惚れてしまい、先ほどから何度もステップを間違っている。至近距離で彼の顔を見たならば、それも仕方ないだろう。ふわりと漂うエキゾチックな匂いさえ、彼女を惑わす一因となる。

「ありがとう。素敵な夜を」

　踊り終えた後、男性は令嬢の手を取って手袋越しにキスをする。それだけで令嬢の顔は真っ赤になった。

　遠巻きに見ていた令嬢たちが次こそは自分と踊ってもらおうと銀髪の男性に声をかけようとする。しかし、それよりも先に別の男性が話しかけた。彼もまた銀髪である。

「今日はそろそろ帰ろうか」

「わかったよ、レイモンド」

　声をかけてきた男──レイモンドに促され、注目を集めていた男性は帰ることを決めた。まだ夜会は続くけれど、夜更かしは肌に悪い。

「じゃあ、また今度踊ろうね」

　令嬢たちに手を振れば、きゃあっと黄色い悲鳴が上がった。

　お揃いの銀の髪をきらめかせながら、二人は肩を並べて歩く。会場を出ると、オデーロ男爵家の馬車に一緒に乗りこんだ。

　二人は髪の色だけではなく、顔立ちもどこか似ている。同じ家の馬車に乗ったので、端からは兄弟に見えるだろう。

　──だが、実際は違った。血のつながりはあるものの、彼らは「兄と弟」ではなく「兄と妹」なのだ。

　兄の名がレイモンド。そして、ダンスホールで注目を集めていた人物がレイシアという。男性の格好をしているが、性別はれっきとした女性だ。

「今日もレイシアのダンスは一番輝いていたよ」

　レイモンドが褒め称えると、後ろで縛った銀髪を解きながらレイシアは満面の笑みを浮かべる。

「ありがとう、レイモンドお兄様。こんな風に踊れるなんて、本当に夢みたい。……数年前は考えられなかったわ」

　先ほどとは打って変わって女性らしい口調で呟くと、レイシアは宝石のような瞳を細めた。

　──レイシア・オデーロ。オデーロ男爵家の令嬢である。

　この国の民はそれほど背が高くないが、オデーロ男爵家は先祖に異国の血が混じっており、すくすくと成長したレイシアはかなりの長身になってしまった。ヒールのある靴を履くと、男性よりも背が高くなってしまう。

　レイシアが初めて社交会にデビューした時、背の高さで男性陣を圧倒してしまい、踊ってくれるパートナーが見つからなかった。

　貴族男性は見栄えを気にする者が多い。自分をよく見せるために、小柄な女性と踊りたいのだ。

　とはいえ、レイシアは周囲を圧倒するような美貌の持ち主だった。背が高くても顔が美しければ、簡単にダンスのパートナーが見つかるはずである。美女と踊れば男性も目立てるのだ。

　だが、レイシアはダンスを申しこまれることがなかった。迫力のある美人なので、踊ったところで人目を引くのはレイシアだけなのである。背が高く、逸脱した美貌を持つレイシアと踊ることは男性にとってメリットがない。

　レイシアはダンスが好きだったが、社交の場に顔を出したところで踊ってくれるのは兄のレイモンドだけだった。壁の花になることもしばしばで、男性からは疎ましがられる。

　かといって、同性の友人もできなかった。レイシアの側にいたら容姿を比べられてしまうと、令嬢たちから避けられてしまったのである。

　性格を知ってもらう前に、その見た目で男性からも女性からも避けられ、社交の場ではいつも一人ぼっち。気を遣って話しかけてくれるのは兄だけ。

　そんな状況に嫌気が差し、レイシアは夜会や舞踏会から遠のいた。招待状が届いても行く気にはなれない。すっかり引きこもりになったレイシアには、「オデーロ男爵家の令嬢は醜女だから社交の場に出られない」というひどい噂まで立つ始末だ。

　発端は、レイシアに勝手にコンプレックスを抱いた者が流した噂だ。醜女だなんて、レイシアとは対極的な言葉である。レイシアの顔を見たことがあるなら、それは嘘だとすぐにわかるだろう。

　そのひどい噂を訂正しようと、レイシアが社交会に出ることもなかった。長く顔を出さなければ顔立ちも徐々に忘れられていき、次第に、「厚化粧をしていたから綺麗に見えた。素顔はひどい」という話まで出る始末である。

　不名誉な噂に憤慨した兄のレイモンドが噂を訂正して回ったが、必死な様子がかえって噂に信憑性を持たせてしまった。結局、レイシアは長身の醜女という噂が貴族の間で定着してしまう。

　噂に怒る兄とは対照的に、レイシアは平気だった。どんな噂が流れたとしても、鏡に映る自分の姿がレイシアを肯定してくれたのである。

　整った顔立ちはまさに芸術的だし、女性にしては高い身長だってよく似合っていると思う。だから、他者にどう思われようと傷つくことはなかった。美しく生まれたレイシアを家族が惜しみなく褒めてくれたので、自己肯定感が高く育ったのである。

　……もっとも、ナルシスト気味なのは欠点かもしれないけれど。

　そんなわけで、自分が大好きなレイシアは自分が悪く言われるよりも、周囲の者が勝手に後ろ向きな感情を抱き、不快感を露わにすることのほうが嫌だった。みっともないし、自尊心のために他者を攻撃する心はまったく美しくない。

　壁の花になるのも飽きたし、劣等感に溺れた人間を見るのもうんざりして、レイシアが夜会や舞踏会に顔を出すことはなくなった。

　それでも、ダンスは好きなので誰かと踊りたい。老いる前にこの美しい姿を大勢に見てもらいたい──レイシアはそう思いつつ、悶々とした日々を過ごしていた。

　そして、社交の場より遠のいてから三年ほど経ったある日のこと、兄のレイモンドがこんな提案をしてきたのである。

「お前の顔立ちは綺麗だが、どこか中性的な雰囲気がある。ダンスホールで踊りたいんだろう？　いっそ、男装して参加してみるか？」

　それは名案だと思った。

　男性の服を着たいと思ったことはないけれど、言われてみればタキシードも似合いそうである。長身の自分は男性の装いも様になるだろうし、ぜひ着てみたいと思った。

　レイモンドの提案に両親は協力的で、あっという間に男装用の服が仕立てられる。袖を通してみれば、どこかの国の王子様のように見えた。だが、いくら中性的とはいえ、隠しきれない女性らしさが微かに顔に残っている。

　より完璧な男装を目指したレイシアは、化粧を工夫することにした。男性らしく見えるように桜色の唇は白粉おしろいで色を抑え、薄く見えるように整える。さらに眉墨を使って眉を凜々しく仕上げた。

　胸はもともと小さかったけれど、シャツの下に防刃ベストを着れば女性らしい膨らみが押さえられ、むしろベストのおかげで男らしい胸筋が表現できる。

　こうして、やや中性的な雰囲気を持つ麗しい男性ができあがった。どこからどう見ても、女性には見えない。

　社交の場に出る前にダンスを練習する必要があったが、もともとダンスが好きだったレイシアは、男性のステップもすぐに覚えられた。満を持して、いよいよ三年ぶりの舞踏会へと向かう。

　しかし、男装姿でレイシアと名乗るわけにはいかない。

　そして、レイシアの生まれたオデーロ男爵家は、先祖代々貿易を商っていた。数代前に当時の王妃が欲していた希有な宝石を献上し、その功績を称えられて男爵位が与えられたのだ。

　とはいえ、与えられた領地は小さく、領地収入は微々たるもの。もともとの生業なりわいである貿易商を続け、家督を継いだ父親の兄弟は港町や海外で仕事をしている。

　そんなわけで、男装したレイシアは「レイモンドの従兄弟いとこであり、外国からこの国に遊びに来ている」という設定になった。「レイと呼んで欲しい」と言って、兄と共に社交会に参加する。

　突如、社交の場に現れた麗人に周囲は騒然となった。身体つきがいささか華奢であることを除けば男装は完璧で、令嬢たちはたちまちレイシア……もといレイの虜になったのである。

　もともとレイシアの声は女性にしては低く、男性にしては高めのものだ。男爵令嬢として社交会に出ていた頃はほとんど言葉を話さなかったので、誰もレイシアの声を覚えておらず、言葉遣いさえ気をつければ普通に話しても正体がばれることがない。結局、レイの社交会デビューは大成功に終わった。

　その後も社交会に男装して参加したが、レイの側にいれば女性が寄ってくると、最初は遠巻きにしていた男性陣も話しかけてくるようになった。令嬢たちはひっきりなしにダンスの誘いをしてくる。

　男装したレイシアはたちまち人気者になった。

　酒を飲みながらくだらない会話をして、笑って、踊って──そんなくだらない時間を過ごすのが、とてつもなく楽しい。性別を偽っているものの、それでも現状に満足していた。

　レイシアはレイモンドの従兄弟のレイとして人生を謳歌し、今日も今日とてご機嫌だ。兄と一緒に馬車に揺られながら微笑みを浮かべる。

「そういえば、王弟殿下の話は聞いたか？」

　レイシアが余韻に浸っていると、対面に座ったレイモンドがふと話題を切り出してきた。

「王弟殿下？　最近臣籍に降りたエルヴァンダー様のこと？」

「ああ、そうだ。エルヴァンダー・パストレーア公爵」

　この国の隣には経済大国がある。第四王子・エルヴァンダーは見聞を広めてより深い知識を得るという名目で隣国に留学していた。隣国と交友を深めたい国は多いが、この国は他国を出し抜くためにわざわざ第四王子を留学させたのである。

　隣国に直系の王子を留学させたのは、レイシアの国だけだった。いくら王族といえど、国外では手厚い警護はできないので、長期の滞在はなかなか踏み切れないものである。

　しかしエルヴァンダーは第四王子であり、王位継承権は低い。最悪の場合、死んでも問題ないと判断されたのだろう。それに、死んだら死んだで取り引き材料に使うつもりだったのかもしれない。

　ともあれ、王子でありながらエルヴァンダーは十年以上もの時を隣国で過ごし、その甲斐があってか、この国は隣国の一番の友好国となった。隣国にしても、「他国の王子がわざわざ留学に来ている」というのは、ある種のステータスになったのである。

　──そんな折、国王が体調を崩した。命に別状はないものの、王としての激務をこなすのは無理であると、第一王子の王位継承が決まる。

　隣国との友好関係は築けたと、エルヴァンダーは留学から戻ることになり、戴冠式の後に彼は臣籍に降りてパストレーア公爵となった。これはつい最近の話で、臣籍降下のことは新聞に載ったばかりだ。

　とはいえ、男爵令嬢にしてみれば公爵なんて雲の上の存在である。ずっと国内にいなかったわけだし、レイシアはエルヴァンダーの名前を知っていても、顔は知らない。

「そのエルヴァンダー様がどうかしたの？　もうご結婚なさるのかしら？」

　エルヴァンダーは二十二歳。国に戻ってまだ間もないが、王族ならば政略結婚もありえるだろうと兄に訊ねる。

　すると、レイモンドが興奮したように声を上げた。

「違う、そんなことじゃない。なんと、エルヴァンダー様が男爵家主催の社交会に顔を出したいそうだ」

「ええっ？」

　予想外のことを告げられ、レイシアは驚いて声を上げる。

　今の男爵階級はほとんどが平民出身の成り上がりだ。騎士として功績を挙げたり、文官として優秀に務めたり、レイシアの先祖のように王族に対して功績を挙げたり──そのような経緯で男爵位を授けられた。他国はわからないが、この国ではそれなりの理由があれば、王族の気分一つで男爵位がもらえるのである。

　ただし、与えられる領地は雀の涙ほどだ。上流貴族のように領地収入だけではとても暮らしていけない。だから、男爵位を授かった家は皆仕事を続けていた。レイシアの家も貿易を商っており、領地収入よりも圧倒的に儲かっている。

　男爵位を授けられるには秀でた能力が必要だ。優秀な男爵階級はそれぞれの仕事で稼いでおり、かなり裕福である。爵位こそ低いものの、上流貴族に引けをとらないくらいの財産があった。むしろ、領地経営だけで暮らしている貴族には、男爵階級よりお金がないところも沢山あるくらいだ。

　そんな男爵階級であるが、由緒正しき貴族たちからは嫌われていた。成り上がりの貴族ゆえに王族主催の舞踏会に呼ばれることはもちろんないが、他の貴族主催の社交会にも招待されないのである。

　とはいえ、男爵階級にしてみれば、そんなことは大した問題ではなかった。なにせ、お金なら潤沢にある。

　だから男爵階級は自分たちだけで集まり、頻繁に社交会を開催するようになった。

　会場となる場所も、どこかの男爵家が持っている建物だ。社交会にふさわしい厳かな建物を作り、貸し出している者が沢山いる。それだけではなく、豪華な給仕や料理人、さらに楽師まで男爵位の息がかかった者たちで、社交会をするだけでも男爵階級の間でかなりの金が回るのだ。

　由緒正しき貴族たちから「成り上がりの男爵階級は、貴族らしくなく、みっともない」だの陰口をたたかれるけれど、男爵階級たちは現状を楽しんでいる。

　そんな男爵階級主催の社交会に、上流貴族が来たことは今までに一度もなかった。

　それなのに、元王子である公爵が来るというのだ。驚かずにはいられない。

「元王子様が男爵階級の社交会に？　嘘でしょう？」

　レイシアは耳を疑う。

「それが本当なんだ。エルヴァンダー様は留学されていたから、考えかたが外国的というか、少し違っていてね。男爵階級主催の社交会に興味を持ったらしく、ぜひ一度参加してみたいらしい。来週いらっしゃるようで、主催は大騒ぎで、今日の社交会にも顔を出していなかったよ」

「まあ……」

　毎週、どこかの男爵家が主催で社交会を行っている。持ち回りというわけではないが、己の財力を誇示するように順を追って開催していた。つい先月、レイシアの家も社交会の主催をしたばかりである。

「公爵と繋がりを持てたら僥倖ぎょうこうだとばかりに、目をぎらつかせている者も多いよ」

「そうね。見初められようと、令嬢たちもいつも以上に着飾りそうだわ」

　金があるので、ただでさえ男爵令嬢の衣装は華やかだ。来週はもっとすごいことになるのかと思うと、浮き足立ってしまう。

　レイシアは劣等感を抱く者を見るのは嫌だったが、自信を持って立ち振る舞う者を見るのは好きだった。来週はいい光景が楽しめそうである。

「レイシア。お前はどうする？」

「どうするって？」

「せっかくエルヴァンダー様がいらっしゃるんだ。男性としてではなく、女性として出会いたいとは思わないのか？」

　兄が真剣な眼差しで聞いてきた。レイシアは思わず吹き出してしまう。

「ふふっ、もちろん男装するわよ。ドレスを着たところで、長身の女性が公爵様に見初められるはずなんてないわ。いつもより豪華な社交会になりそうだし、男性として普通に楽しむつもりよ」

「そうか……。……まあ、お前が楽しければそれでいいさ」

　レイモンドが微笑む。

　男爵階級の者が王族の顔を近くで見られる機会などそうそうない。遠くからご尊顔を拝めるだけでも十分だとその時のレイシアは思った。



	
			第二章「王弟公爵との初対面」

　王弟公爵が来るという社交会の日がやってきた。

　男爵階級主催の社交会に王族が本当に来るのだろうか……と疑う気持ちもあったが、会場についた途端にレイシアは考えを改める。

　会場の入り口には物々しいほどの警備兵がいた。王族を護衛するためなのだろうか、かなりの数だ。警備兵のつけている腕章には王族警備専用の紋章が記されており、ここに王族が来ることは間違いない。

　会場内に入れば、いつもの倍以上は豪華だった。

　もともと、男爵階級主催の社交会は己の財力を見せつけようとどの家も躍起になるのだから、かなり華美である。王族主催の舞踏会と比べても引けはとらないだろう。

　しかし今日ばかりは、飾られている生花の量からして倍だ。どうやって入手したのか、季節外れの花もふんだんにあしらわれている。国内では珍しい青い薔薇もあった。

　男爵階級の社交会は基本的に立食形式であり、長机に様々な料理が並べられていた。最高級の食材で作られたものばかりだが、それが盛られている皿には珍しい文様が刻まれている。実は、今回のためにレイシアの家が特別に提供したもので輸入品だ。海の向こうにある工芸が有名な国の品で、独特の深い藍色と繊細で麗しい模様が特徴である。

　これは貴重な食器であり、国内ではあまり出回っていない。それを大皿だけでなく、小皿やグラスに至るまで一式揃えた。料理もさることながら、その珍しい食器にも注目が集まっている。

　オデーロ男爵家が提供したと聞きつけ、レイモンドに「あの食器が欲しい」と声をかける者も少なくはなかった。

　もちろん、会場だけでなく参加者もとびきり高価な服を着ている。令嬢たちは入手困難な最先端のドレスを身に纏い、男性たちは華美ではないものの、品がいいとわかる最高級の布で作らせたタキシードを着ていた。財力を誇示するように希少な宝石で作らせたカフスをつけ、時間を確認するふりをして純金製の懐中時計をちらちらと見せつけている。あからさまな成金たちの集まりだ。

　しかし、レイシアはこの空間を大変好ましく思っていた。

　領地収入だけで暮らしている高位貴族は、これほどまでの金遣いはできないだろう。血税を無駄遣いしたと、民草から反感を買うのを恐れ、社交会も品位を落とさない程度の慎ましいものだと聞いている。

　しかし、領地収入の少ない男爵階級は己の実力で金を稼ぎ、こうして使っているのだ。誰に文句を言われる筋合いもないし経済を回している。高額品を扱う店など、侯爵や伯爵より男爵階級が来たほうが喜ぶところもあるくらいだ。

「今日は一段と人が多いな」

　会場を見渡し、レイモンドが感心したように呟く。王族が来るとあって、どの家もこの日のために都合をつけたのか、なかなか社交会に顔を出さない人物まで勢揃いしていた。

　こんなに人が多くては、肝心の公爵を見つけるのも大変かと思われたが、そんなことはない。

　レイシアは人波の中にひときわ輝く男性を見つけた。

「……！　あれがエルヴァンダー様……！」

　多くの人に囲まれて、彼は立っていた。

　髪はきらきらと美しい光彩を放つ金。シャンデリアの灯りで輝く様も綺麗だが、燦々と降り注ぐ太陽の下で見たらさぞかし映えるだろう。

　冬の空のようなセレストブルーの瞳は宝石のようで、それをふちどる睫まつげも人形のように長い。鼻筋はすっと通り、唇の形もよく、顔にはしみや黒子などなかった。化粧をしていなくても肌が綺麗なのだと、美容にうるさいレイシアは一目でわかる。

　背筋もぴんと伸び、佇まいも美しい。指先の角度まで計算されているのではないかと思えるほどだ。

　まさに完璧。神が作りし芸術品……と言いたいところだが、かの公爵にもひとつだけ欠点がありそうだ。

　エルヴァンダーは身長が低い。おそらく、レイシアと比べてリンゴ一つぶんは低いのではないだろうか？　平均的な男性の身長には届いていないだろう。

　それでも、彼にはオーラがあった。背が低くても小さくは見えない。さすがは王族である。その威光は輝かんばかりで、彼の周囲にいる長身の男爵のほうが小さく見えた。

　王族を目にしたレイシアは感嘆の声を上げる。

「なるほど、あれが王族……。さすがだ」

　会場に入ればレイシアは「レイ」となり、男のような口調になる。

「レイもあの輪に加わって話してくるかい？」

　兄の誘いに首を横に振った。

「いや、わたしは遠慮しておく。どうせわたしは国外の者で、公爵様と繋がりを持っても意味がないからね。レイモンドが行くといいさ」

　運よく王族に名前を覚えてもらったところで、レイは外国人という設定である。どうせなら、兄のレイモンドがエルヴァンダーに接触したほうがオデーロ男爵家への恩恵があるだろう。

　利益のことはさておき、あそこまで美しいエルヴァンダーと話してみたいという思いはあれど、レイシアは彼の輪に近づかないことにする。

「じゃあ、行ってくるよ」

　レイモンドが人好きのする笑顔を浮かべながら公爵を囲む輪に加わったのを見届けると、おずおずとした声が耳に届いた。

「あの、レイ様。私と踊って頂けませんか？」

　振り向けば、いつも自分に声をかけてくれる男爵令嬢がいた。美しい格好をしているけれど、今日は髪も丁寧に編みこまれていて、おしゃれしてきたのだとわかる。

「いいけれど、せっかく公爵様がいらっしゃるんだ。わたしではなく、彼に申しこまなくていいのかい？」

「あの輪に入ってダンスを誘うなんて無理ですわ。……それに、わたくしは自分の身分はわきまえております。手の届かない公爵様よりも、レイ様と踊りたいですわ」

　ほのかに頬を赤らめながら呟かれた言葉に、レイシアの胸が微かに痛む。

（むしろ、可能性があるのは公爵様のほうなのだけれど……）

　エルヴァンダーはれっきとした男性だ。身分の差があっても、大人の男女がお互いに本気になれば奇跡が起きる可能性だってある。

　しかし、レイの正体は女性だ。男装は趣味だけれど、レイシアは男性になりたいと思ったことは一度もない。初恋もまだであるが、女性に恋情を抱いた経験もなかった。

　つまり、物理的にも精神的にも、レイと彼女は絶対に結ばれることはない。

　微かな罪悪感はあれど、レイシアは「それでは踊ろうか」と彼女の手を取ってエスコートし、ホールの中央に進み出た。みんな公爵に夢中なのか、音楽が流れているというのに踊っている者は一人もいない。

（でもまあ、わたしと踊れば公爵の目に入るかもしれない）

　男爵階級の社交会は堅苦しいルールなどなく、ダンスはいつでも誰でも好きに踊っていいことになっていた。踊るためのスペースも確保されている。

　一番目立つ場所に陣取ると、レイたちは楽師の奏でる音色に合わせて踊り始めた。誰も踊っていなかったのだから、当然注目が集まる。

（わたしの容姿は人目を引くし、こうして一緒に踊っていれば、公爵も彼女のことを見るでしょう。これで少しは彼女の役に立てるわ）

　ふと公爵のいたほうに視線だけ向けると、公爵と目が合った。案の定、突然踊り始めた男女に興味を持ったようだ。この場にいる沢山の令嬢の中で、一番公爵の視線を奪っているのは間違いなく彼女である。

　機会は与えた。後は公爵に見初められるかどうか、彼女次第である。

（なるべく、彼女が目立つように……）

　いつもは好きに踊るけれど今日ばかりは遠慮して、いかに彼女が綺麗に見えるかを考えながら手足を動かす。

　レイシアたちが踊り始めても誰も続こうとはせず、場所を広く使えたので大胆なステップも踏めた。彼女がくるくる回れば、スカートがふわりと開いて美しい。

「ふふっ、楽しいですわ」

　人にぶつかることを気にせずのびのびと踊れることが嬉しいのか、彼女は微笑みを浮かべた。とてもかわいらしく思える。公爵に見初められたいと目にぎらぎらと野心が宿る令嬢よりも、彼女の楽しそうな微笑みのほうが好ましいのは明らかだ。

「わたしも楽しいよ」

　注目を集めるのが好きなので、レイシアも笑顔を浮かべる。

　結局、レイシアたちのダンスが終わるまで誰も踊ろうとはしなかった。容姿端麗でダンスも上手いレイの側で踊れば比べられると思ったのか、男性陣は踊る勇気を持てなかったようだ。

　ダンスが終わり、一礼をする。すると──

「ありがとう、レイ様。楽しかったですわ……、っ！」

　ふと、彼女の身体が傾ぐ。

「危ない！」

　レイシアはとっさに手を伸ばし、彼女を抱きとめた。彼女の体重がかかってくる。

（お、重い……っ！）

　目の前の男爵令嬢はどちらかといえば細いほうだ。背の高いレイシアのほうが体重はあるだろう。それでも豪華なドレスを着ているぶん、重くなる。

　そしてレイシアは男装は好きではあるが、別に男になりたいわけではない。本物の男性のように剣や乗馬をすることもなかったし、身体を鍛えることもなかった。そもそも、この美しい顔には細い身体のほうが似合うと考えているので、無駄な筋肉をつけたくなかったのである。

　おそらく、市場で働く庶民の女性のほうが、レイシアよりも力はあるだろう。見た目は完璧な男であっても、非力なレイシアは彼女を支えるのが精一杯どころか、このままでは一緒に倒れてしまいそうだ。

　もしレイシアが彼女を支えられずに倒れてしまえば、「あの令嬢は重いのだろう」と笑いものになってしまう。

　レイシアは必死で歯を食いしばる。なんとか自力で体勢を立て直してもらいたいが、彼女は困ったように言った。

「す、すみません。実は緊張していたので、今更足が震えてしまって……」

　彼女はレイシアに身体を預け、胸元に顔を寄せる。

　もともと胸は大きくないし、防刃ベストを着こんでいるから女だとばれることはないだろう。むしろ硬い防刃ベストのおかげで、意外と胸板が厚いと思われているかもしれない。

　だが、それは幻。本当のレイシアは胸筋などないに等しく、体重を預けてくる彼女を支えるだけで精一杯だ。……というより、もうそろそろ限界が近い。

（もう駄目……！　お兄様、助けて──）

　心の中で助けを呼びながらぎゅっと目を閉じた次の瞬間、急に身体が軽くなる。

「大丈夫か？」

　今までに聞いたことのない、凜として澄んだ声が耳に届いた。目を開けて見れば、輝かんばかりの金色が視界に入る。

「パストレーア公爵……！」

　エルヴァンダー・パストレーアが男爵令嬢の身体を支えていた。彼女は真っ赤になるどころか、驚きのあまり顔色を失っている。

「自分で立てるか？」

「は、は、は、はい」

　令嬢は声を震わせながら答えた。エルヴァンダーは彼女が一人で立ったことを見届けてから、今度はレイシアに声をかけてくる。

「先ほどのダンスを見ていたが、君は足を痛めているようだな。休憩室に行こう。私も静かな場所で休みたいと思っていたところだ」

「……！」

　レイシアは目を瞠みはった。

　先ほどのステップは完璧で、足を痛めたようには見えないだろう。しかし、男爵令嬢を抱きとめたにも関わらず非力ゆえに固まってしまった自分のために、わざわざ彼は言い訳を用意してくれたのだ。

（なんて優しい人なの……）

　なんとなく王族には冷たい印象があったので、レイシアは感心してしまう。

　エルヴァンダーがボーイに視線を向けると、「ご案内します」と先導してくれた。エルヴァンダーと共についていくと、その後ろから彼の護衛らしき者たちがぞろぞろとついてくる。

　休憩室の中には誰もおらず、護衛たちは扉の外で待機した。先ほどエルヴァンダーが「静かな場所で休みたい」と言ったからか、いかつい護衛集団におののいたのか、他の者が休憩室についてくる気配はない。

　休憩室で冷たい水を用意させたエルヴァンダーはボーイを下がらせる。二人きりになり、しんと部屋が静まりかえると、まずは礼を伝えた。

「先ほどはありがとうございました、パストレーア公爵」

「かまわない。……それより、もう少し力をつけたほうがいいのではないか？　肉体労働をしない貴族とはいえ、私は君ほど細い男を見たことがない」

　ふっと、彼が微笑む。青い瞳がゆるやかな弧を描いた。

（う、美しい……）

　思わず見惚れそうになる。

　レイシアは自分以外の人物に対して、これほど美しいと思ったことは一度もなかった。それが、目の前のエルヴァンダーはまさに芸術的な容姿をしている。近くで見れば、彼の肌のきめ細やかさが余計に際立った。

　このままなにも考えずに飽きるまで見つめていたいけれど、会話をせずに無視をするなど失礼だ。

「わたしの顔には筋肉質な身体より、細いほうが似合うと思うのです」

　すらりとした手を伸ばしてレイシアが答える。

「……ふむ。言われてみれば、確かにそうかもしれない」

　エルヴァンダーはレイシアの体型を見て小さく頷いた。レイの衣装は身体にフィットしたサイズで作っている。服の上からでも身体の細さはわかるようだ。

「余計な筋肉をつけないほど徹底しているなど、君は容姿に気を遣っているのか？」

「はい。つねに美しくありたいと思っております」

「そうか……」

　澄んだ瞳がレイシアをじっと見据えてくる。あまりにも美しく輝く青に、胸がどきりと跳ね上がるのを感じた。

「留学先でも帰国してからも、数え切れないほどの人間に会った。だが、その中でも君は一番といっていいくらい綺麗な顔をしている」

「……っ！」

　感動のあまり、呼吸をするのを忘れそうになる。

　美しい相手からの賞賛はこれ以上ない喜びだ。心が弾み、多幸感に包まれる。嬉しすぎて身体が震えそうだ。

　緑の瞳を潤ませながら、レイシアは答える。

「ありがとうございます。パストレーア公爵からそのようなお言葉を頂けるなんて、誠に光栄です」

「大げさな」

「いいえ。僭越ながら、わたしもパストレーア公爵ほどお美しい人とは出会ったことがないのです。高位の貴族と間近で接する機会などほぼありませんので、王族とはこれほどまでに輝いているのかと感激いたしました」

　王族は人前に出る仕事も多いため、王が妃を選ぶ際には家柄や性格だけでなく、容姿もかなり重要な要素として考慮する。この国の建国当初から、王妃はすべて美女だ。

　最初の王の容姿までは詳しく伝えられていない。しかし、何百年も前から美形の血が入り続ければ、王族は美しく生まれて当然である。

　よって、目の前にいるエルヴァンダーは当然美丈夫であった。

「それに、外見だけではありません。パストレーア公爵は自信に満ちあふれ、堂々としていらっしゃる。王族として築き上げてきたものがあるからこそ、その美貌と相まってより輝いて見えるのです」

　それはレイシアの本心だ。

　男爵階級にだって美形はいる。しかし、まだ女性として社交会に参加していた頃、彼らの卑屈さをレイシアは目の当たりにした。長身のレイシアを厭いとう様子はとてもみっともなく見えたのだ。

　一方、エルヴァンダーは身長が高くはない。それでも圧倒的な威厳を放っていた。これこそ王族なのだと、レイシアは心から感動しているのである。

「ふむ……そうか。この顔を褒められることは多々あれど、王族として築き上げてきたものまで賞賛されたことは滅多にない。……悪い気はしないな」

　エルヴァンダーは顎に手を当てながら微笑む。満更でもなさそうだ。

　レイシアは自分の言葉が彼を喜ばせたことに嬉しくなる。

「生まれ持った顔の作りはあるかもしれないが、なにもしないで保っているわけではない。王族として恥ずかしくないよう、手入れには気を遣っている」

「もしや、パストレーア公爵も肌のお手入れをしていらっしゃるのですか？　体型や香りに気を遣う者は多くても、肌の手入れまでしている男性にはなかなか出会ったことがないのですが……」

「当然だ。なにもしないでこの肌を保てるわけがない。臣籍に降り、今まで以上に貴族と接する機会が増えるだろうから、よりいっそう気をつけている」

「そうなのですね」

　レイシアは思わず笑みを浮かべた。

　美しくいるためには努力も必要だ。良質な化粧水にクリーム、そしてマッサージ。さらには食べ物や睡眠時間まで気を配っている。

　美しい顔を持って生まれた王族もそれは同じだと思うと、彼もまた人間なのだと親近感を覚えた。

「ところで、君の肌の手入れ方法を聞いてもいいかい？」

「もちろんです！　まず、わたしの場合──」

　上機嫌のレイシアは、今まで自分が試してみてよかったと思う美容法を惜しみなく話した。男装しているから、この手の話をすることはできなかったけれど、美容に気を遣っているエルヴァンダーが相手なら大丈夫だろう。

　レイシアには女友達もいないし、兄も美容には興味がない。誰にも話せなかった美容法を好きに話せるのは気持ちよかった。

　興奮のせいか、少し早口になってしまう。あれもこれも、もっと伝えたいことがあると目を爛々とさせながら語るレイシアに、エルヴァンダーは優しく相槌を打ってくれた。

「……なるほど。半身だけの入浴とは面白い」

「はい。汗をかくことで肌の中にある悪いものも流れ落ちるのです。痩身にも効果がありますし、週に一度は半身だけの入浴を心がけています」

　実家が貿易を商っているからこそ、海外の美容法も色々と入ってくる。そうして聞きかじった古今東西様々な美容法を披露していると、エルヴァンダーは深く頷いた。

「留学先では様々な学問を専攻する友人ができたが、皆、自分の専門分野になると目を輝かせて知識を披露する。今の君も彼らと同じ顔をしていた。生き生きとしていて、大変好ましく思う」

「……あっ」

　レイシアははっとした。エルヴァンダーが聞き上手なのをいいことに、うっかり話しすぎてしまったようである。

「せっかく男爵階級の社交会にいらっしゃったというのに、わたしが公爵の時間を独占することになってしまい、申し訳ございませんでした。そろそろお戻りになったほうが……」

「そうだな。君といるのが心地よすぎて少々長居しすぎたようだ。私……いや、王族と近づきたいという野心に溢れた者たちに囲まれていたから、純粋に好きなことについて語る君といると穏やかな気持ちになれた」

　そう言って、エルヴァンダーは優しげな笑顔を浮かべた。かっと、レイシアの顔が熱くなる。

「こ、光栄です……」

　男装している以上、女性らしい赤みのある頬が目立たないようにと肌には白粉をはたいていた。少しくらい赤面しても気付かれないだろうと、化粧していたことに安堵する。

「さて、そろそろ戻るか」

「パストレーア公爵。あそこには公爵とダンスを踊りたいという令嬢が沢山いました。皆、あなたのために精一杯着飾っているのです。いじらしくもかわいいレディたちのためにも、どうか踊ってあげてください」

「……」

　エルヴァンダーは驚いたように目を瞠る。

「そうだな、その通りだ。……まさか、君から勧められるとは思わなかった」

「なぜです？」

「……いや、なんでもない。ところで、君とはまだ話したいことが沢山ある。後日、君を我が邸に招待しても？」

「……っ！」

　公爵直々の誘いに、レイシアの心が躍った。

　おそらく、この社交会にいる者たち全員が喉から手が出るほど欲しいものである。それを偶然か、それとも運がよかったのか、レイシアは呆気なく手に入れてしまったようだ。

「もちろんです！　呼んで頂ければ、いつでも馳せ参じますとも！　……っと、申し訳ございません、まだ名乗っておりませんでした。わたしは──」

「オデーロ男爵家に滞在しているレイだろう？　あのダンスは目立っていたからね、周囲の者に聞いた。皆、自分を覚えてもらおうと必死で名乗ってきたのだが──君は私を前にしても名乗らずに美容のことをそれはもう楽しそうに話していた。いやはや、とても好ましい」

　名乗らないという大失態を犯していたのに、エルヴァンダーは気にしていないようだ。それどころか、余計にレイシアを気に入ったようにも思える。

「後日、改めてオデーロ男爵家に使いを出そう。君は足を怪我していることになっているし、しばらくここで休むといい。では、またな」

「……はい。いい夜を」

　美しい笑みを残し、エルヴァンダーが部屋を出ていく。本日の主催がわざわざ新調したのであろう綺麗なソファに深く腰掛けながら、レイシアは大きく息を吐いた。

（パストレーア公爵、とっても素敵なかただったわ……）

　まず、困っていたレイシアを助けてくれた。放っておけばいいのに、優しい人だと思う。

　男ならもっと筋力をつけるべきといいながら、レイシアの意見を聞くと、それで構わないと考えを改めたのもかなり柔軟な人だと驚いた。

　それに、美容の話があそこまで弾んだのは、生まれて初めてだ。

（一緒にいて、楽しかった）

　素敵な時間を過ごせて気分が高揚する。脳内で彼との時間を反芻はんすうし悦に浸っていると、男爵たちがわっと休憩室に押し寄せてきた。

「レイ、公爵となにを話したんだ？」

「なにか趣味を言っていたか？」

「好きな食べ物とか知らないか？」

　エルヴァンダーが女性と踊り始めたのか、それとも彼を囲む輪から外れてしまったのか。少しでもエルヴァンダーの情報を聞こうと彼らはレイシアに詰め寄ってくる。

　しかし、美容の話をしたと素直に言いたくはない。なんとなく、二人だけの話にしておきたかった。

「いや、大した話はしていないさ。公爵はとても疲れていたようでね、わたしは静かにしていたよ」

「そうか。確かに、静かな場所で休みたいと言っていたな……」

　彼らはがくりと肩を落とす。そこに、レイモンドが現れた。

「足の調子はどうだい？　今日はもう帰るか？」

「ありがとう。踊れそうにないし、今日は帰ることにするよ」

　差し出されたレイモンドの手を取ると、レイシアはわざと片足を庇うようにして立ち上がる。

　社交会から帰るにはまだ早い時間だ。しかし、抜け駆けしてエルヴァンダーと二人きりで長時間過ごした「レイ」がいなくなるのは都合がいいのか、その場にいた男爵たちは引き留めることなく快く送り出してくれる。

　まだ賑やかな会場を後にし、二人は馬車に乗りこんだ。

「お兄様は帰ってしまってもよかったの？　わたしはあのまま休憩室にいてもよかったのよ。パストレーア公爵とは話せたのかしら？」

「公爵を囲む人数を見ただろう。軽く挨拶を交わした程度だ。でも、公爵はずっとホールに戻ってこなかったからな。俺が挨拶をしなくても、レイシアが気に入られたと思ったのさ。……そうなんだろう？」

「ふふっ、そうね。リップサービスでなければ、公爵邸に招待してもらえるかもしれないわ」

「……！　どういうことだ？　一体、なにがあったんだ？」

　王族がわざわざ貴族でない者を邸に招待するなど、普通ならありえない。レイモンドが身を乗り出してくる。

　兄には隠し事をする必要がないので、レイシアは包み隠さずいきさつを話した。

「なるほど……。レイシアと趣味があったんだな」

「ええ。公爵も美容に興味があるみたいで」

「男なのにそこまで気を遣わなければならないなんて、王族も大変だなぁ……」

　せっかく美しい顔に生まれながら、ほとんど肌の手入れをしないレイモンドが腕を組みつつ呟く。

「招待された時に備えて、手土産を用意しておこうかしら」

「国内では手に入りにくいものがいいな」

　二人であれがいい、これはどうだと考えながら議論する。

　どうせ、公爵は忙しい。そのまま忘れられるかもしれないし、本当に招待されるとしてもまだ先のことだろう──

　そう思っていたが、パストレーア公爵家からの使いが来たのは、その翌日のことだった。



	
			第三章「パストレーア公爵邸にて」

　エルヴァンダーはかなり「レイ」のことが気に入ったらしい。こんなにも早く公爵家から使いが来るとは思わず、オデーロ男爵家は大騒ぎだ。

　レイを公爵邸に招きたいという手紙を見て、父親は瞳を細めた。

「殿下……いや、パストレーア公爵は国内に友人がおられないらしい。王族主催の舞踏会で友人が欲しいと呟いたところ、侯爵や伯爵の子息たちがこぞって彼を取り囲んで、その欲が透けて見える様子に嫌気が差した公爵が帰ってしまった……という噂を聞いたばかりだ」

　王族主催の舞踏会に参加できなくても、噂ならどんどん入ってくる。父親はエルヴァンダーの噂を色々と知っているらしい。

「なるほど。男爵階級の社交会に興味を持ったのは本当だろうが、もしかしたら友人を作りたいという思いもあったんだろうな」

　レイモンドがうんうんと頷く。

「確かに、公爵は野心溢れる人に囲まれて辟易していらっしゃったようだわ」

「昨日の今日で手紙をよこしてくるくらいだから、よほどレイを気に入ったのだろう。公爵は隣国で長年苦労されたおかただ。私としては、お前と友人になることがきっかけで公爵が心を開き、他にも友人を作って人生に彩りを添えて欲しいと思っている。隣国と有効な関係を築けているのも公爵のおかげだから、こういう形で恩返しできるなら、なによりだ」

　オデーロ男爵家は貿易を商っており、海外との取り引きが主だが、陸続きである隣国との取り引きもかなり多い。ここ数年は景気がいいのも第四王子の留学のおかげであった。

　そして、エルヴァンダーはレイモンドと同じくらいの年である。父親は息子と同じ年頃の彼が国内に友人がいないことに同情している部分もあるのだろう。なにせ、レイモンドは友人が多い。優しい父親のことだから、男友達との付き合いを楽しんでいる息子を見て、公爵も国内に友人がいたほうがいいと感じたに違いない。

　王族と仲よくなる利益よりも、まずエルヴァンダー自身のことを考える父親を見て、この家の娘に産まれてよかったとレイシアは密かに思う。

「しかし、レイシア。すべてはお前次第だ。この誘いを受ければお前は社交会以外で男装をすることになる。社交会とは違って酒も入らないぶん相手は冷静でいるだろうし、もしかしたら性別がばれてしまうかもしれない。不安なら理由をつけて断ってもいいが、どうする？」

　父親はエルヴァンダーのことだけではなく、娘のことも案じているようだ。レイシアは思わず微笑む。

「公爵とお話しするのはとても楽しかったもの、もちろん行くわ。そもそも男性の格好をするのは好きだし、わたしの男装は完璧よ。公爵よりも背が高いし、女だってばれるわけがないわ」

「レイシアの男装は完璧だよ、父上。今までだってレイを女性ではないかと疑った者は誰一人としていないんだ。そこは心配する必要はないさ」

　レイシアは招待を受けるつもりだし、レイモンドも大丈夫だと後押しする。それを聞いて、父親は小さく頷いた。

「……わかった。私としては心配なところもあるが、確かにレイのことは立派な青年にしか見えないだろう。行っておいで、レイシア。孤独な公爵の心をお慰めしてくるといい」

「ええ、もちろんよ。友達がいない寂しさはわたしもよくわかるもの」

　長いこと引きこもっていたレイシアに友人はいない。

　しかし、自分には優しい両親と、理解してくれる兄、慕ってくれる使用人たちがいた。

　一方、十年以上も他国に行かされていたエルヴァンダーは家族と仲がいいとは到底思えない。王族という立場上、表向きは親しくしていても、越えられない一線が彼らの中にはあるだろう。実際、第四王子は王族の中で浮いているという噂もあるくらいだ。

　エルヴァンダーは隣国には友人がいるものの、そう簡単に会える距離ではないし、手紙だって届くまでに時間がかかる。

　たった一晩で届けられたエルヴァンダーからの手紙に、「この国で親しい友人が欲しい」という彼の強い思いがこめられている気がした。

（公爵と話すのはとても楽しかったわ。わたしも、公爵と仲よくなりたい）

　レイシアは性別を偽っている。友人になろうとしている相手を騙すなんて、いけないことだ。

　それでも、彼と過ごした時間がとても素敵だったから、またあのように話したいとレイシアは思っていた。


◆　　◆　　◆　　◆


　レイシアがパストレーア公爵邸を訪れたのは、出会ってからわずか三日後のことだった。

　公爵は忙しいと思っていたが、彼はいち早くレイに会いたかったようで、なんとか都合をつけたらしい。

　レイシアは引きこもりながら家業の手伝いをしているものの予定を調整しやすいので、エルヴァンダーの都合に合わせることになった。

　エルヴァンダーはわざわざ馬車をよこしてくれた。男爵家にだって立派な馬車があるが、レイのことを気に入っても、男爵家の御者までは信用していないのだろう。親切にみせかけた裏から滲む警戒心に、さすがは王族だと思ってしまう。

（いくら友人になりたい……といっても、相手は王族よ。住む世界が違うってことを忘れないようにしないと）

　公爵家の馬車に揺られつつ、完璧に男装したレイシアはそう胸に刻む。

　レイシアの家からパストレーア公爵邸までは、馬車で一時間ほどかかった。

　レイシアの家を含め、男爵家の邸はみな豪華で新しい。しかし、パストレーア公爵邸は歴史を感じる建物だった。

　かつての王族が使っていた建物を譲り受けたのだろう。古くても手入れは行き届いており、金だけがある男爵家とは格の違いを見せつけられた感じがする。ここまで厳かな建物に住んでいる男爵階級はいない。

（さすが王族ね……）

　門構えに圧倒され、しみじみ感心してしまう。

　レイシアが応接間に通されて数分後、待たされるかと思っていたがエルヴァンダーはすぐにやってきた。

「やあ、レイ。よく来てくれた」

　社交会の時よりもくだけた服装でエルヴァンダーが現れる。シャツとトラウザーズだけだが、その布地が高級なのは一目でわかるし、なにより彼自身が美形なのでなにを着ていても格好よく見えた。

　レイシアは失礼がないようにと、しっかり着こんでいる。もっとも、胸を隠すベストを着用しているので、それがばれないようにという配慮もあった。

「本日はお招きいただき光栄です、パストレーア公爵」

「そんなにかしこまらないでくれ。それに、私のことは公爵ではなく名前で呼んでくれないか？」

「名前で……」

　恐れ多いと思うものの、彼は気さくに呼ばれたいのかもしれない。国内に友人がいない彼のことを思うと、呼びかたくらい彼の望むようにしてあげたいと思った。

「それでは、エルヴァンダー様」

「ああ、それでいい。本当は様もいらないが、それでは君が恐縮してしまうだろうからな」

　さすがに王族を呼び捨てにするのはとんでもない。命令されてもレイシアは困ってしまうだろう。

　自分の立場をわかっているのか、無理な要求をしてこないエルヴァンダーに安心してしまう。

「この前の続きを話したいんだが……」

　エルヴァンダーは室内にいたメイドと執事に目配せをする。すると、彼らは速やかに退室した。おそらく扉の外に控えるのだろう。

　未婚の男女が密室で二人きりになることはない。そんなことをしたら不名誉な噂が立ってしまうし、最悪の場合女性は嫁のもらい手がいなくなってしまう。

　しかし、レイはあくまでも「男性」という設定だ。先ほどいたメイドや執事もレイの本当の性別を知らないだろう。男同士の談話には人に聞かせられないものも出てくるし、同性が二人きりで話すことは珍しくもなく、主の命令に従い彼らは出て行った。

　もっとも、二人きりになったからといってレイシアは緊張などしない。彼のような美しい男性と同室で過ごすなんて、普通の令嬢なら卒倒してしまうかもしれないが、美貌ならレイシアだって負けていない。自分の顔を鏡で見慣れているし、兄だって美形だから、美しい顔には耐性があった。

　それに、同じ趣味を持つ者同士なので会話が弾む。

　エルヴァンダーはこの国に友人がいないらしいけれど、それはレイシアだって同じだ。

　男装するようになり、社交会で男性と会話することは増えた。しかし、友人と呼べるほど親しくなった人物はいない。社交会以外の場所でわざわざ会う約束をしたこともなければ、手紙すら交したこともなかった。

　令嬢たちもレイのことを異性として見ていたから、友人にはなれない。

　交流はできていたし、ちやほやされていたけれど、レイシアはいつも孤独だった。親しいのは家族と使用人だけ。

　そんな中、エルヴァンダーが交友を望んでくれたことがとても嬉しかった。

　しかも、美容関係のことを話せるのは嬉しい。兄は美形のくせに美容には疎いし、専門的なことを話せずにいた。エルヴァンダーは美意識が高く知識があるので、難しい内容でも通じる。

　気がつけば日も落ちそうになっていた。彼と一緒にいると時間を忘れて話してしまう。

「もうこんな時間ですね。残念ですが、もう帰らなければなりません」

　懐中時計で時間を確認しながらレイシアは残念そうに伝える。すると、エルヴァンダーが提案してきた。

「そうか……。まだ話したりないくらいだ。せっかくだから、晩餐を一緒にどうだ？」

　夕食まで誘ってくれるのは嬉しい。

　せっかくの公爵からの誘いだし、もっと彼と一緒にいたい気持ちもあれど、初来訪でいきなり夕食まで頂くのは気が引ける。

　そもそも、エルヴァンダーからの手紙には夕食のことは記載がなかった。レイシアの家族は夕食前に帰宅すると思って、シェフも準備をしてくれているだろう。

「ありがとうございます、エルヴァンダー様。しかし、夕食前には帰ると伝えているのです。わたしは男爵家にお世話になっている身ですので、勝手に予定を変更して迷惑をかけるわけにはいきません」

　オデーロ男爵の甥おいという設定を生かし、エルヴァンダーが気を悪くしないように断る。

「……そうか。確かにそうだな。君には君の事情があるだろうに急すぎた。次からはきちんと事前に誘うことにする」

　エルヴァンダーは王族特有の傲慢さがなく、すんなりと納得してくれた。レイシアはほっとする。

（お誘いを断ったのに、気を悪くしないなんて……。さすが十年以上も他国で過ごしていただけあるわ）

　帰るなと命令されたらレイシアは従うしかないし、エルヴァンダーにはその権力があった。それを行使しなかったことに、彼の誠実さを感じる。

　まだ、友と呼べるような関係を築けていない。だが、彼とならいい友になれる予感がした。

「レイ。また会ってくれるか？」

「ええ、もちろん。いつでもお誘いください」

　別れの挨拶をして公爵邸を出るが、なんとエルヴァンダーは馬車の前まで見送りに来てくれた。公爵が直々に見送るなど、これにはさすがに公爵家の使用人や御者たちも驚いている。

　もしレイシアが綺麗なドレスを着ていれば恋人の帰りを惜しむ微笑ましい光景だが、どこからどう見ても男同士だ。公爵家の使用人たちにしてみれば、主が男色に走ってしまったと気が気でないのでは……なんて心配をしてしまう。

　本当はレイは女性であるけれど、エルヴァンダーはそれを知らない。彼は国内で初めての友人──そして気が合う相手に気分をよくして見送っているだけで、そこに他意はないが、レイシアは苦笑してしまう。

（わざわざ邸の外まで出て見送ってくれるなんて、とても気に入られたみたいね。この調子ならまた呼ばれそうだけど、次からは普通に玄関ホールまでよね？　呼ばれるのだって月に数回だろうし）

　また近いうちにと何度も言われた後、レイシアを乗せた馬車が出発する。馬車の窓から振り返ってみれば、エルヴァンダーはずっとその場所に立ったまま見送っていた。おそらく、馬車が見えなくなるまで見送るつもりなのだろう。

（この国に友人はいないとしても、留学先では友人がいらっしゃったのよね？　そんなに嬉しいのかしら……？）

　レイシアは小首を傾げる。

　──その翌日。朝一番にエルヴァンダーから公爵邸への誘いの手紙が届き、再び男爵家は大騒ぎになった。



	
			第四章「レイシアの噂と公爵の怒り」

　気がつけば、レイシアは週三回の頻度でパストレーア公爵邸に通っていた。

　エルヴァンダーはレイのことをとても気に入ったらしい。そんなに会って仕事は大丈夫なのかと聞いてみたところ、他の貴族との交流も仕事のうちだと返ってきた。

　レイは男爵家にお世話になっている他国の者で、正確に言えば貴族ではない。それに、仕事だというなら他の人とも会わなければいけないのでは……と思うのだが、エルヴァンダーはレイとばかり会いたがった。彼が他の貴族と会ったという噂は聞こえてこない。

　確かにレイはエルヴァンダーと会話する際、家の利益になることを彼に求めたりしないし、家業のことを匂わせたりもしなかった。

　話の流れで海外のことを話す時もあれど、そこにビジネスを匂わせることもなく、エルヴァンダーもそこに居心地のよさを感じているのだろう。

　レイシアの父親は、こう言っていた。

「お前はいつか嫁に行くから、いつまでも男装しているわけにはいかない。いずれレイは公爵の前から姿を消す。公爵にいい思い出を作ることはもちろん、お前も友との語らいを楽しみなさい。お前にとっても初めての友人だろう？」

　娘が男装して公爵家に通う──そんなこと、普通の父親なら絶対に許さないだろう。しかし父親はエルヴァンダーとレイシアのためを思い、二人の交友を応援してくれている。

（お父様の言う通り、わたしもそのうち嫁に行くわ。それまでに、友達との楽しい思い出を沢山作っておきたいわね）

　レイシアにとっても、エルヴァンダーと過ごす時間はかけがえのないものになっていた。自分を理解してくれる家族がいれば、友人なんていなくてもいいと思っていたけれど、やはり友はいいものである。

　その日も、レイシアはパストレーア公爵邸に招かれていた。しかも、夕食まで食べていってくれとのことだ。

　初めて訪れた際に食事を断ってからというもの、エルヴァンダーは必ず事前に夕食まで誘ってくるようになった。

　パストレーア公爵邸に住む王族は彼一人で、レイシアがいなければ彼は一人で食事をとることになる。いつも家族と食卓を囲んでいるレイシアは寂しいだろう食事に同情し、できるかぎり夕食の誘いまで受けるようにしていた。

　しかし、レイシアにも予定がある。

「来週は社交会があるので、この日は会えません」

　最初はわざわざ招待の手紙が送られてきたが、ここ最近は当然のように翌週の予定をまとめて決めるようになっていた。日付表を見ながら、レイシアはとある日を指さす。

「ああ、男爵階級の社交会か」

「そうです。ここ最近はわたしも参加していなかったので、久々に顔を出してみようかと」

　社交会は頻繁に行われていたものの、レイシアはエルヴァンダーとの予定を優先し、社交会に顔を出すことがほとんどなかった。

　もっとも、正式な招待を受けているのは父や兄であり、レイはただのおまけだ。男爵家の親族のレイが参加しなくても、なんの問題もない。

　とはいえ、レイシアは社交会が大好きだ。もともと男装を始めたのだって、社交会に顔を出すためである。こうしてエルヴァンダーと過ごす時間も楽しいけれど、あの華やかな場所で踊りたいし、ちやほやされたい。

「……」

　エルヴァンダーは眉根を寄せて考えこむ。そこに、レイシアは告げた。

「普通なら、なにを差し置いても王族であるエルヴァンダー様を優先すべきでしょう。しかし、わたしは王族としてではなく、友人としてあなたと向き合っています。だからこそ、わたしの予定も優先したいのです」

　友人だからこそだと告げると、ふっと彼の表情が和らいだ。

「その通りだ。遠慮しないでくれて嬉しい。そしてひとつ言っておくが、今私が表情を曇らせたのは君に断られたからではない。……その社交会、私も行くことは可能なのかと考えていた」

「そうなのですか？　エルヴァンダー様がいらっしゃるなら大歓迎だと思いますが……」

「以前参加した時にはかなり丁重にもてなされた記憶がある。そんなものはいらない。そもそも、男爵階級の社交会は通常でもかなり豪華だと聞く。気を遣わなくていいから、ぜひ参加したい」

「なるほど、わかりました。この社交会の主催はミーティ男爵で、兄とは仲がいいんです。わたしに任せてください。兄経由でお願いしてみましょう」

　エルヴァンダーが参加したいと伝えれば、ミーティ男爵は驚きこそすれ、大喜びで準備をしてくれるだろう。警護はエルヴァンダー自身が手配するだろうし、ミーティ男爵はかなり羽振りがいいから盛大な準備をしていたはずだ。後はレイシアの家が手伝って海外産の珍しいものでも置けば十分に違いない。

　そう頭の中で考えると、エルヴァンダーは今度こそ怪訝な表情を浮かべた。

「兄？　誰のことだ？　オデーロ男爵家のレイモンドなら、君の従兄弟ではないのか？」

「……っ！」

　はっとして、レイシアは顔を上げた。そう、レイはレイモンドの従兄弟という設定である。

　失言してしまったが、ここで取り乱すような精神の持ち主なら男装なんて大それたことができるはずない。レイシアは動揺を見せることなくにこやかに答えた。

「ええ、正しくは従兄弟です。ですが本当の弟のようにかわいがってもらえて、わたしにとっては兄のような人です」

　背筋を伸ばして堂々と答える。すると、エルヴァンダーは納得した素振りをみせながらも、続けて訊ねてきた。

「なるほど、兄のような……か。そういえば、君の本当の名前はなんと言うんだ？　レイというのはあだ名だろう？」

　実はこの国の民は名前を付ける際に風習がある。それは、名前の最初の響きを揃えるというものだ。

　たとえば、レイシアの家はレイという響きをつける。兄はレイモンドだし、父や叔父、伯母、祖父もみんな名前がレイから始まっていた。

　王族は名前の頭にエルがつく。王妃だけは違うが、王も王子たちも姫も、エルス、エルシオン、エルミーなどという名前だ。

　法律で決まっているわけでもなければ、その決まりを破ったところで悪いことが起こるなんていう言い伝えもない。まったく違う響きの名前をつけたところで、誰に責められることもないだろう。

　だからこそ、古くからの風習を自発的に守る者が多かった。もし強制的なものならば、反発する人たちが現れただろう。しかし、守る必要がない風習となれば、かえって大切にしたくなるのが心情というものである。

　だからレイシアの親族は外から迎えた妻以外、みんなレイから始まり、他国にいる叔父たち、従兄弟たちも同じだ。

　男装する際、名前を従兄弟から借りてもよかった。しかし、万が一その従兄弟と会ったことのある人がいた場合、面倒なことになる。

　だからこそ、沢山いる従兄弟たちの誰にでもなれるよう「レイと呼んで欲しい」と言っていた。レイは本名ではなく、あくまでも名前の頭につく響きと言うことは周知の事実だったが、どうせレイはこの国の貴族ではなく、いつかは他国に帰る男だ。深く追求してくる者もおらず、みんながレイと呼んでくれた。

　しかし、エルヴァンダーはレイの本名が気になるようだ。友人だからこそ、名前を知りたいと思っているのかもしれない。

「ええ、わたしの名前はレイではありません。本名はもっと長いです。……ですが、複雑な事情があって明かせないのです。名を明かせば、わたしは男爵家から出なければなりません。どうか、ご理解いただきたいです」

　レイシアはすらすらと詭弁きべんを述べる。誰かに名前を追求された時のために用意していた言い訳だ。

「そうか……。わかった」

　少し残念そうにエルヴァンダーは頷いた。王族でありながら権力を持ち出さない、そして命令しない彼のことはとても好ましく思える。

「とりあえず、社交会についてはわたし……いや、オデーロ男爵家に任せて、エルヴァンダー様は楽しみにしていてください。詳細は後日お伝えします」

「ああ、よろしく頼む」

　そこで、レイへの追及は終わる。

　後はいつも通り互いの趣味の話をして、夕食を共にとり、その日は普通に帰った。


◆　　◆　　◆　　◆


　パストレーア公爵が男爵階級主催の社交会に再び顔を出す──そんな噂が出回って、男爵階級はまた大騒ぎだ。

　公爵が「オデーロ男爵家に滞在しているレイ」と親交があることは噂になっており、「公爵はなにが好きなのか」「公爵の好きな色は？」「どんな女性が好みか？」などなど、父親やレイモンドは質問攻めにあっているらしい。

　レイに会いたいと男爵家に来る者もいたが、そういう人たちはすべて追い返してくれた。父も兄もレイシアに甘く、守ってくれるのである。

　そして、あっという間に社交会の日となった。

　準備期間が短かったため、初めてエルヴァンダーが来た社交会に比べたら大人しい。とはいえ、羽振りのよさで有名なミーティ男爵主催なので、十分すぎるほど豪華なものだった。

　会場内は着飾った若い男女で溢れている。

　レイは久々に顔を出したとあって、到着するなりすぐに令嬢たちに囲まれた。彼女たちも内心はエルヴァンダー目当てだろうが、レイはレイでモテるのだ。

「お久しぶりですわ、レイ様」

「お会いしたかったです」

　目をきらきらさせながら言われると、悪い気はしない。しかし、彼女たちは誰一人として本気で恋しているわけではなかった。その眼差しに秘められているのはあくまでも「美形に対する憧れ」であり、そこに恋情はない。

　レイは次期男爵のレイモンドの従兄弟であり、身分は貴族ではない。なおかつ、いつかは自分の国に帰ると宣言している。

　そして、レイが令嬢たちに手を出すことはもちろんなく、悪い噂のないレイには安心して接することができる。

　令嬢たちは「麗しい男と踊りたい」「恋にならない範囲で楽しみたい」という願望を、レイで叶えていた。レイは特別な女性を作らず誰にでも平等に接しているから、気軽に近づきやすいのだろう。

　だから、レイは寄ってくる女性たちの心を弄んでいるという罪悪感はない。互いに恋に至らないとわかっているのである。

　エルヴァンダーに会ってばかりいたから、女性に囲まれるのは久々だ。誰かと踊りたくなり声をかけようとした時、会場内がざわつく。

「パストレーア公爵がいらっしゃったわ！」

　ホールに入ってきた人物に皆の注目が集まる。数多の視線を向けられながら、堂々とエルヴァンダーが歩いてきた。

　今日の衣装は白。白ほど布地の質がわかる色はなく、彼のコートが最上級の布で仕立てられていることは遠目でもわかる。

　白い衣装だからこそ、彼の鮮やかな金の髪が映えた。きらきらと、彼自身が輝いているかのようだ。

（やはり、エルヴァンダー様は生まれながらの王族なのね……）

　友人として彼と接するようになって、少しは身近に感じていた。しかし、公の場で見る彼は全然違う。王族だからこそ持つオーラに圧倒されるし、その雰囲気で実際の身長よりも大きく見える。

　そんなエルヴァンダーに主催のミーティ男爵が声をかけた。それをきっかけに、男性陣が彼を囲む。

「ああ、お顔が見えない……」

　残念そうに呟いた令嬢に、レイシアは手を差し伸べた。

「それでは、わたしと踊りませんか？」

「……！　ええ、もちろんですわ」

　令嬢の顔がぱっと輝く。レイシアに王族のようなオーラはないけれど、顔のよさなら負けていない。

　レイシアは令嬢と踊り始める。すると、それに次いで他のカップルたちも踊り始めた。エルヴァンダーが社交会に顔を出すのはこれで二度目だし、囲まれている彼に声をかけるのは難しいと判断したのかもしれない。

　数組がダンスを始めて、会場内はよりいっそう賑やかになる。

　何人かの令嬢と踊り終えると、人の輪を抜けてエルヴァンダーが近づいてきた。

「ごきげんよう、エルヴァンダー様」

　レイシアが挨拶すると、周囲から驚きの声が上がる。

　誰もが彼をパストレーア公爵と呼ぶ中、下の名前で呼んだのだ。それが許されるほど親しいのかと、レイに対する眼差しに羨望が混じる。

「ごきげんよう、レイ。楽しんでいるか？」

「はい、とても。エルヴァンダー様はいかがでしょうか？」

「……そうだな。これから楽しくなるところだと思う」

　エルヴァンダーは肩をすくめる。どうやら、つまらない話ばかり聞かされていたのだろう。せっかく社交会に顔を出したのに同情してしまう。

（わたし以外の友人を作って欲しいけれど、エルヴァンダー様はうんざりしているようだわ。少しくらい話し相手になったほうがいいかもしれない）

　せっかくの社交会だ。友人と話せば気分も上がるだろうと、レイシアはエルヴァンダーと会話することにした。

　とはいえ、この場でするのは美容の話題ではなく、男爵階級の社交会についてのあれこれだ。上流貴族の社交会とはマナーが異なるのが興味深いのか、エルヴァンダーは色々と質問をしてくる。

　レイシアとエルヴァンダーの周囲に人が集まってきた。しかし二人の会話に耳をすませるだけで、話に割りこんでくる者はいない。

　ふと、エルヴァンダーが訊ねてくる。

「そういえば、オデーロ男爵家にはレイシアというご令嬢がいるそうだが、今日は来ていないのか？」

　レイシアという名前に、その場が静まりかえる。

（レイシアはあなたの目の前にいます……なんて言えるわけがないわよね）

　レイシアはにこやかな表情のまま彼に答えた。

「あいにくレイシアはこういう場は苦手でして、あまり参加したがらないのです」

「そうか……。それでは、レイシア嬢はどういうかたなんだ？」

　先ほどエルヴァンダーを囲んでいたうちの誰かがレイシアのことを話題に出したのだろうか？　彼はよりにもよってレイシアに興味を持ったようだ。

「いたって普通の令嬢ですよ」

　内心冷や汗をかきつつ、レイシアは淡々と答える。

　エルヴァンダーがレイシアに興味を持ち、会いたいと言い出したらまずい。レイシアの詳細を言えるはずもなく、当たり障りのない回答をするしかなかった。

「それだけか。まあ、君は親族だからな。言いにくいところもあるだろう。……誰か、レイシア嬢に会ったことのある者はいないのか？」

　エルヴァンダーが周囲にいた者たちに声をかける。

（なっ……！　どうしてそんなにレイシアのことを知りたがるの？）

　なかなか終わらないレイシアの話題に焦りを覚えつつも、エルヴァンダーを止めることはしなかった。ここで変に話題を変えれば余計にレイシアのことが気になってしまうかもしれない。

　そして、ここにいる者たちがレイシアをよく言うはずがなかった。エルヴァンダーに視線を向けられた男爵が答える。

「その……レイシア嬢は女性にしてはとても長身です。僕くらいの高さがあります」

　エルヴァンダーよりも背の高い男性が答えた。すると、令嬢の一人が口を挟む。

「顔立ちがよろしくないという噂ですわ」

　醜女という噂が存在するのは本当なので、レイシアは自分の悪口を黙って聞く。

　その場にいた令嬢たちは、王弟公爵がこの場にいない女に興味を持つことを阻止しようと、一致団結してレイシアの悪口を言い始めた。

「そうですわね、顔が悪くて社交会に出たがらないという噂でしたわ」

「わたくしも、そう聞きました」

　噂を信じているのか、それともレイシアの美貌を知っていてわざと言っているのか──真意はわからないが、皆がレイシアの悪い噂を肯定する。

（エルヴァンダー様はとても容姿に気を遣っていらっしゃるもの。醜女だと聞けばレイシアに興味を持たなくなるはず）

　悪口はまったく気にならない。むしろ、エルヴァンダーにはレイシアへの興味をなくして欲しいから、どんどん悪く言って欲しい。

　レイシアは囁かれ始めた悪口を心の中で応援する。すると、黙って聞いていたエルヴァンダーが大きな溜め息を吐いた。しんと、その場が静まりかえる。

「……なるほどな。貴様らが他人の悪口が大好きだということはわかった。耳が腐りそうだ」

　いつもの柔らかな声色とは違い、場が凍り付くほど威圧感のある低い声。王族特有の荘厳な振る舞いに皆が固まる。レイシアも全身に鳥肌が立ち、一瞬呼吸を忘れてしまったほどだ。

　君たちではなく貴様らという言葉を使ったことから、エルヴァンダーは怒っているのだろう。

「興がそがれた。帰る」

　くるりと踵きびすを返し、エルヴァンダーが立ち去ろうとする。すると、泣きそうな顔をした主催のミーティ男爵がレイシアに小声で話しかけてきた。

「レイ！　頼む、どうかパストレーア公爵をなだめてくれ！」

　自分が主催の社交会で悪い思い出を残されるのは嫌なのだろう。ミーティ男爵は焦っているようだ。一連の流れは彼に非がないし、さすがに可哀想になる。

「わかった。だが、ああなった以上、引き留めるのは難しいと思う」

「ああ、それでもかまわない。公爵の機嫌をとってきてくれ」

「任せてくれ」

　レイシアが出て行こうとするエルヴァンダーを早足で追いかけると、次々に声をかけられた。

「レイ、頼んだ」

「お願いしますわ」

　もともと公爵が男爵階級の社交会に顔を出すなんてありえない話だ。それが、二度も参列したのである。三度目もあると期待するのも無理はなかった。

　しかし今日のように悪い印象を持ってしまったら、男爵階級の社交会には二度と来なくなるかもしれない。公爵……しかも王族と交流を持てる絶好の機会を皆も逃したくはないだろう。

　だから、なんとかレイにエルヴァンダーの機嫌をとってもらいたいのだ。皆の期待が自分に集まるのがわかる。

「エルヴァンダー様」

　レイシアのほうが歩幅は大きく、早歩きをすればすぐに追いつく。隣に並べば、エルヴァンダーの眼差しがとても怜悧なものになっていることに気付いた。

（こんな時だけど、怒った顔もお綺麗だわ。それに、わたしのために怒ってくれたことがとても嬉しい）

　そんなことを考えながら言葉を紡ぐ。

「どうか彼女たちをお許しください。悪口を言おうと思ったのではなく、エルヴァンダー様が特定の女性に興味を持ちそうになったことに焦ってしまったのです。女心ですよ」

　あれは悪口ではなく女心の表れだとフォローする。すると、エルヴァンダーはぴたりと足を止め、レイシアを見上げた。

「女心だと？」

「そうです。レディたちはあんなにおしゃれしてきたというのに、この場にいないレイシア嬢がエルヴァンダー様の興味を引いたから焦り、嫉妬してしまったのですよ。確かに悪口は美しくありません。それでも、いじらしいではありませんか」

　そのレイシアの言葉に納得がいったのか、エルヴァンダーの口角が微かに上がる。

「なるほどな」

（あら、少しは機嫌が戻られたのかしら？）

　レイシアはほっとする。もしかしたら会場に戻るかもしれないと思ったけれど、彼は再び外へ向かって足を進めた。

「レイは私の機嫌をとってくるように言われたのだろう？」

「否定はしません。しかし、友人が嫌な気分になっているのであれば、なんとかしたいと思うのが普通です」

　悪口を嫌うくらいなのだから、彼は潔癖なのだろう。嘘も嫌うはずだと、レイシアは変に取り繕わないことにする。

　その言葉に、エルヴァンダーは淡々と答えた。

「そうか……。では、今の私がどうやったら上機嫌になるか方法を教えよう」

　豪奢な玄関を出て、生花で飾られたいくつものアーチを抜ければ、一番いい場所に公爵家の馬車が停めてある。

　従者が馬車の扉を開けば、彼は階段に足をかけながらレイシアを見た。

「今日は我が邸に泊まっていけ。君と酒を酌み交わせば、また男爵階級の社交会に顔を出してもいいと思うくらいには機嫌がよくなるだろう。可哀想なミーティ男爵への印象も悪いものにはならない」

「……っ」

　どうやら彼は男爵階級の魂胆をお見通しのようである。

（泊まるって……）

　いくら男性に見えるといっても、実際は未婚の女性だ。泊まったところでなにかが起こるわけでもないし、性別がばれることはないだろうが、それでも戸惑ってしまう。

　困ったレイシアが振り返ると、遙か後ろにレイモンドの姿が見えた。妹が心配で離れてついてきてくれたのかもしれない。

　レイモンドと視線が合えば、小さく頷きながら手で「行け」と合図してくる。会話が聞こえているわけではないが、エルヴァンダーが馬車の扉を開けたままレイシアを待っているのは一目瞭然だ。状況を把握したのだろう。

（家への連絡は大丈夫そうね。男同士なら変なことにもならないでしょうし、それに──）

　あることが脳裏をよぎり、レイシアは心を決める。

　兄に向かって両手を合わせると、エルヴァンダーに続いて馬車に乗りこんだ。

「我が友のために付き合いますよ」

　そう告げると、エルヴァンダーは今日一番の笑顔を浮かべた。



	
			第五章「友人邸へのお泊まり」

　パストレーア公爵邸につくなり、エルヴァンダーが直々に客間まで案内してくれる。いつの間に先触れを出していたのか、きちんと湯浴みの準備まで整っていた。

「君も私も綺麗好きだから、まずは汚れを落としたいだろう？　それに飲酒後の入浴は危険だ。湯浴みをしてから、ゆっくり酒を酌み交わそう」

「湯浴みですか……」

　確かにレイシアは社交会から帰った時は、真っ先に湯浴みをしていた。今も身体を清めたいのは山々だが、素直に「はい」とは言えない。

「しかし、わたしには着替えがありません。せっかく湯浴みしても、一度脱いだ下着を着るのは躊躇われます」

　綺麗好きなレイシアは使用済みの下着を再び穿くことに抵抗があった。できればこのまま酒を飲み、客間に戻った後に湯浴みして、下着をその時に洗って干したいと思う。

　眉根を寄せたレイシアにエルヴァンダーが言う。

「案じるな。実は君の着替えを一式準備してある。防刃ベストも用意した」

「えっ。……なぜ、それを」

　防刃ベストを着こんでいることは家族と使用人しか知らない。シャツの下に着ているけれど、もともと細いので、胸板がほんの少し厚くなったところでベストの存在は他人にはわからないはずだ。

　なぜエルヴァンダーが知っているのかと困惑する。

「君のような色男は女性から刺されやすいだろう？　留学先でも防刃ベストを着ていた男が何人かいたから、君が着用していることはすぐにわかった」

「そうでしたか……」

　レイシアはほっと胸を撫で下ろす。レイシアは胸を隠すためにベストを着ているが、どうやら本来の防刃用途のために着ている男がいるようだ。防刃ベストを着用していることを怪しまれずに済んだと、エルヴァンダーの留学先にいた色男たちに感謝する。

「君が我が邸に来ている時に大雨や竜巻が起こるかもしれないだろう？　それに、いつか君が泊まっていってくれないかと、勝手に君の服を用意していた」

　少し気恥ずかしそうにエルヴァンダーが言う。着替えまで勝手に用意してしまうなんて、彼はこの国で唯一の友人に浮かれているようだ。先ほど怒りを見せた時は怖かったけれど、とてもかわいいと思ってしまう。

「ありがとうございます、エルヴァンダー様。使わせていただきます」

「ああ。では、またな。後で迎えをよこす」

「はい」

　エルヴァンダーが客間から出て行き、レイシアは一人残された。早速湯浴みに取りかかる。

（公爵邸のバスルームって、どうなっているのかしら？）

　わくわくしながらバスルームを探すと、すぐに見つかった。タオルと入浴後に着られるような服が準備されている。もちろん、ベストもあった。

　レイシアが服を脱ぐと、防刃ベストで押さえられていたささやかな胸の膨らみが現れる。小さいけれど、圧迫から解放されるとすっきりした。

　バスタブには花が浮かべられており、いい香りがする。

（んーっ、気持ちいい……）

　湯に香油がたらされているのだろう、肌がしっとりすべすべになる。さすが美容に気を遣っているだけあると思った。

　高級な石鹸で全身を洗い、湯につかると気持ちがいい。他人の家の風呂を借りるのは人生で初めてだが、随分と居心地がよかった。さすがエルヴァンダーだ。

　湯浴みを終え、用意されていたタオルで身体を拭く。ふわふわで肌触りがよく、水気をすぐに吸収してくれた。

　下着を身につけ、防刃ベストも着る。下着とベストは肌に密着するので、一度脱いだ後に洗わないまま着用するのはなんとなく嫌だった。だから、新しいものを用意してもらえて嬉しい。

　化粧水はもちろんのこと、化粧用具も一式揃っていた。いつも使っているものではないが、高級なブランドのものだとすぐに気付く。

（本当はお風呂上がりには化粧なんてしたくないけど、仕方ないわよね）

　レイシアは化粧水や美容液、クリームで肌を調えた後、さっと化粧をした。もともと中性的な顔立ちなものの、素顔のままではやはり女性らしさが目立ってしまう気がする。

　眉を太くし、唇が薄く見えるようにすれば、それだけで男らしくなるような気がした。この化粧は男装をする際の武装でもある。

　ふかふかのソファに腰掛けて迎えを待っていると、ノックの音がしてメイドが来た。いつもの応接室に案内されるかと思いきや、違う場所に連れて行かれる。

「おや？　応接室ではないのですか？」

「はい。ご主人様のお部屋に案内せよとのことです」

「えっ」

　まさかエルヴァンダーの部屋に案内されるとは思わず、驚きの声を上げてしまう。

（いくら友人でも、レイは貴族ではないわ。それなのに、応接室ではなく私室に呼ぶなんて……）

　王族のプライベートな空間に入ると思うと、微かに緊張してしまう。

　長い廊下を歩き、ひときわ豪華な扉の前にたどり着いた。メイドがノックする。

「ご主人様。レイ様をお連れしました」

「ご苦労」

　メイドが扉を開き、レイシアだけ中に入る。

　部屋の中はかなり落ち着いた雰囲気で、ごてごてとした装飾のある調度品はなかった。王族らしくはないが品のよさを感じる。

　テーブルにはワインとグラス、フルーツが盛ってある皿、そしてつまみになるようなものが並んでいた。

「ようこそ、レイ。さあ、座ってくれ」

「は、はい」

　エルヴァンダーの向かいに腰を下ろそうとすると、隣に来いと言われる。

（普通、横並びで飲むかしら……？）

　男性の交友事情がわからないレイシアは、不思議に思いながらも言われた通りに彼の隣に座った。すると、彼はレイシアの顔を覗きこんで怪訝な表情を浮かべる。

「エルヴァンダー様、いかがなさいましたか？」

　不愉快にさせてしまったのだろうかと焦る。

「いいや。……君は入浴後も化粧をするのか？　洗顔後は肌を休ませたほうがいい」

「あっ……」

　化粧は顔を美しく見せる術であるが、そのぶん肌への負担も少なくはない。王族である彼なら人前に出る際に化粧はしていただろうし知識もあるだろう。

　だから、レイシアが化粧をしていることを指摘してきたのだ。

「いつもはしません。ですが、エルヴァンダー様に会うとなれば、身だしなみとして必要です」

「む……。私は君にとって友人ではないのか？　私が王族だからこそ会っているのか？」

　エルヴァンダーが少し寂しげな表情を浮かべる。レイシアはとっさに誤魔化した。

「違います！　確かにエルヴァンダー様は王族ですが、大切な友人です。……ただ、わたしは自分の素の顔が……その、あまり自信がなくて」

　素の顔だって美しい自信はある。ただし、それは女性としての話であり、男性に見える自信がないのだ。

　しかし、エルヴァンダーは一笑に付した。

「なんだ、そんなことか。君のことだ、化粧の下の女顔でも気にしているのだろう。私は留学先で様々な人種と接したが、女顔の男なんて沢山いた。特に君のような美形の者には多い。気にすることはない」

　どうやら彼は、「レイは女顔を気にして化粧をしている」と思っているらしい。テーブルの上の呼び鈴を鳴らしてメイドを呼ぶと洗顔の用意を命じた。水の張られた桶にタオル、化粧落としの香油がすぐに運ばれてくる。

「化粧のしすぎは肌が荒れる。私と君との仲ではないか。気にせず落としたまえ」

　エルヴァンダーの言うことはもっともだ。肌の負担を考えれば、レイシアだって化粧は落とすべきだと思っている。

（確かに、女顔の男性が沢山いる国もあるわよね。それで誤魔化せるかしら？）

　桶を前にして悩んでしまう。すると、エルヴァンダーが言った。

「私だって男性にしては背が低いが、別に気にしていない。男らしさと美しさはまた別だ。女顔の美男だって沢山いるだろう」

「……っ！」

　レイシアははっと息を呑む。

　身長の高さは男性にとっては重要な問題だ。男装をしていなかった頃、誰もレイシアと踊ろうとしなかった一番の原因が身長である。

　それなのに、わざわざエルヴァンダーの口から身長の話を出させてしまった。こうなっては、化粧を落とさないわけにはいかない。レイシアは覚悟を決める。

「……それでは、失礼します」

　まずは化粧落としの香油を肌に塗りこむ。先ほど風呂場に置いてあったものと同じだが、ふんわりと香る薔薇の匂いがいい。

　焦ることなく、優しい手つきで化粧を落として顔を洗う。その背後でエルヴァンダーがソファから立ち、なにか準備している音が聞こえた。

　濡れたタオルで顔を拭くと、エルヴァンダーが化粧水やクリームを用意していた。新品ではない。おそらく、彼がいつも使っているものだろう。

「私が塗ろう」

　化粧水の蓋を開けながらエルヴァンダーが言う。

「いいえ、自分でやります」

「……いや。私がやる」

　エルヴァンダーは化粧水の瓶をレイシアに渡そうとはしなかった。

（エルヴァンダー様は王族だもの。毒を入れられたら困るし、自分がいつも使っている化粧水を無闇に渡すことはできないわよね）

　そう理由づけて、レイシアは大人しく彼の横に腰を下ろし、瞳を閉じる。

「……んっ」

　彼の指先がレイシアの顔に触れた。なめらかな肌に化粧水が塗られていく。

　指先の感触がくすぐったくて、時折声をもらしてしまった。

「んっ、……ん──」

「……お、おい。あまり変な声を出すな」

　少し焦ったような声が耳に届く。

「す、すみません！」

　男にしては甲高い声を出してしまったと、レイシアはぎゅっと唇を噛みしめる。

　エルヴァンダーは化粧水と美容液、そしてクリームまでしっかりと肌に塗ってくれた。しっとりすべすべな肌の完成である。

「よし、これで終わりだ」

「ありがとうございます、エルヴァンダー様」

　目を開けて礼を言う。心なしか、彼の耳が微かに赤くなっている気がした。

「さあ、気を取り直して飲もう」

　彼の様子が少しおかしいことが気になったけれど、とりあえず乾杯をする。

（わたしが変な声を出してしまったから、怒っているのかしら？）

　耳が赤かったのが気になり、ちらりとエルヴァンダーを見れば、彼の機嫌はよさそうである。レイシアはほっと胸を撫で下ろした。

「留学中はさすがに自分の部屋に友人を招くことはなかった。こうして大切な人を呼べて、とても嬉しい」

　エルヴァンダーが嬉しそうに呟いた。どうやら、こういうことは初めてらしい。

　しかも、レイのことをただの友人ではなく、大切な人とまで言ってくれたことがとても嬉しかった。レイシアの心が弾む。

「レイはどうだ？　このように、遅い時間に酒を酌み交わすことはあったのか？」

「わたしもこういうことは初めてでして、少々浮かれております」

　ワインに口をつけながら呟く。お酒が入ったからか、思っていたことを素直に口にした。

「今日、エルヴァンダー様がレイシアのことを怒ってくれたことがとても嬉しかったです。レイシア個人に対してなにかを思ったわけではなく、ただ悪口がお嫌いなだけとはわかっていますが、それでも嬉しいです。……レイシアはわたしの親戚ですから」

　醜女という噂が立ち、兄をはじめとする家族は憤慨していたが、レイシア自身は特に気にしていなかった。いくら醜いと言われたところで、この美貌に影響はない。

　それでも、あの時怒りを露わにしたエルヴァンダーを見て、その迫力を恐ろしいと思うと同時に、胸が熱くなったのだ。

（エルヴァンダー様は会ったこともないレイシアを庇ってくれた。……嬉しかった）

　いくらエルヴァンダーの機嫌をとるためとはいえ、彼の邸に泊まるのは以前なら抵抗があっただろう。

　しかし、行ってもいいと思えたのは、彼がレイシアのために怒ってくれたからだ。

　会ったこともないレイシアに個人的な感情はないだろうし、大切な人とまで言ったレイの親族だからこそ、エルヴァンダーはああいう態度をとった。それがレイシアの琴線に触れたのだ。

　男装している時はなるべく凜々しい表情を心がけている。しかし、この時ばかりはさすがに表情をゆるませてしまった。

　隣にいるエルヴァンダーと視線が交わる。

「……っ」

　彼の目の下が微かに赤く染まった。

「エルヴァンダー様？　もう酔われましたか？」

「……そうだな。この酒は少し強いようだ」

　エルヴァンダーはそう言うが、一般的なワインとそう変わらない気がする。もしかして、疲れているのだろうか？

「そういえば、レイ。面白いことを聞いたのだが……」

　最近は美容の話以外でも、他国のことを話す。

　エルヴァンダーは留学先で様々な国の人と会い、文化を知ったようだ。そしてレイシアの家は貿易業なので、他国についての知識がある。

　お互いに知識があるぶん、他国のことを話すのも楽しい。レイシアは機嫌がよくなっていたのもあって、ついつい飲み過ぎてしまった。だんだん視界がぼやけてくる。

「……っと。そろそろ、わたしは部屋に戻ろうと思います」

　不様な姿を見せるわけにはいかないと、レイシアは切り出す。

「その足でか？　そのまま廊下で倒れてしまいそうだ。このままここで休むといい」

「そんなわけには……、……」

　レイシアは長い髪を後ろで縛っていたが、しゅるりと髪紐を解かれる。そして、エルヴァンダーの手がレイシアの形のいい頭を撫で、優しく髪を梳いた。その手の温かさと、ゆるやかな手つきに眠りを誘われてしまう。

「……っ」

　寝てはいけない。そう思いながらも睡魔には抗えない。寝る前にあまり食べてはいけないと、つまみを口にせずに酒だけ飲んでいたことが仇をなしてしまった。想像以上に酒が回っているようだ。

　レイシアはもたれるように、エルヴァンダーの胸板に頭を預ける。服越しに逞しい胸板を感じた。彼はきちんと身体を鍛えているのだろう。防刃ベストで作った偽りの胸板とは全然違う。温かくて心地よい。

「……ん……」

　もう駄目だ。目を開けていられない。瞼まぶたが落ちてくる。

「おやすみ、レイシア」

「……」

　名前を呼ばれた気がするけれど、頭がぼんやりする。レイシアはすとんと眠りに落ちた。


◆　　◆　　◆　　◆


　妙に肌触りのいいリネンの感触。カーテンの隙間から差しこんでくる柔らかな日差し。澄んだ朝の匂い。

「……っ」

　レイシアは瞳を開けた。ぼんやりとしていた視界が明瞭になっていき、目の前にとてつもない美形の顔があることに気付く。

「……っ！」

　レイシアは飛び起きた。もともと朝は強いけれど、一気に意識が覚醒する。

（そうだ。昨日、あのままエルヴァンダー様の隣で寝てしまったんだわ……）

　とんでもないことをやらかしてしまった、と、レイシアは青ざめた。しかも、寝てしまったレイシアは客室に運ばれることなく、あろうことかエルヴァンダーと同衾したらしい。

　とりあえず、自分の衣服を確かめる。乱れはなく、ベストもしっかりと着用していた。

（よかった……）

　世の中には男色の思考を持つ者もいる。男同士の婚姻を認めている国もあるのだ。

　王族に対して失礼かもしれないが、エルヴァンダーがそういう性癖をもっていた場合、自分は襲われている可能性もあった。さすがに服を脱がされてしまえば性別がばれてしまうだろう。

　エルヴァンダーは悪口が嫌いなほどまっすぐな男だ。友人に騙されていたと知れば怒り、それこそオデーロ男爵家を取り潰してしまうかもしれない。

　だから、着衣の乱れがなかったことにほっとしてしまう。

　胸を撫で下ろすと、まだ眠っているエルヴァンダーの顔を眺めた。こんなに間近で彼の顔を見られるなんて、恋人くらいだろう。そういえば、彼は留学中に恋人がいたのだろうか？　彼ほどの容姿ならば、いくらでも女性が寄ってくる気がするが──

（……ん？）

　いたかもしれない恋人のことを考えると、なぜか胸がもやっとした。この感情はなんだろう？

（自分のことなのに、理解できないわ……）

　よくわからないことに考えをめぐらせるのは時間の無駄だ。レイシアは気を取り直してエルヴァンダーの寝顔を見る。

　やはり彼の肌は綺麗だった。すべすべで触りたくなる。

　目を閉じれば、彼の睫の長さが余計に目立った。すっと通った鼻筋は男らしく、唇の形も美しい。

（エルヴァンダー様はとても綺麗よね……）

　彼なら女装しても似合うかもしれない。そんなことを思っていると、彼の目が開いた。鮮やかなセレストブルーの瞳が現れる。

「……おはよう、レイ。私の寝顔を見ていたのかい？」

「はい。とても美しかったです」

「まあ、いい。私も昨夜は君の寝顔を堪能したからね、おあいこだ」

「……っ」

　レイシアは言葉を失う。

　容姿に自信はあれど、寝顔まで美しく保てているかはわからない。自分の寝顔なんて知らないし、目や口が半開きだったらどうしようと不安になる。

　エルヴァンダーには自分の変な姿を見せたくなかった。

「その……変な顔をしていませんでしたか？」

「安心しろ、君は寝ている時も綺麗な顔をしていた」

　身体を起こしながらエルヴァンダーが言う。

　寝ている時に窮屈なのが嫌なのか、彼は胸元のボタンを外していた。前がはだけて盛り上がった胸板が覗き見える。

　こんなに美しい顔をしているのに、その身体から男らしさを感じて思わずどきりとした。

　胸板から目をそらしながらレイシアが言う。

「昨日は申し訳ございませんでした。まさか、エルヴァンダー様と同じベッドで寝ることになるとは……」

「気にするな。私の意志でここに運んだ。大きいベッドだし、二人で寝てもまだ余裕がある」

　彼はレイシアの失態を気にしていないようだ。それどころか、友人と一緒に寝られたことが嬉しそうにも見えた。

　昨夜からずっと上機嫌な彼の声は弾んでいる。

「朝の準備をしよう。寝起きのまま廊下を歩くのは嫌だろう？　ここで準備していくといい」

「いや、それは……」

　顔を洗うくらいならともかく、一緒に着替えることはさすがにできない。レイシアが躊躇すると彼は微笑む。

「完璧な状態になる前の姿を他者に見せることの抵抗はわかる。私は部屋続きになっている隣の書斎で着替えるから、君はここで準備するといい」

　エルヴァンダーはベッドから下りると呼び鈴を慣らす。メイドに指示を出すと、自分は扉を開けて隣の書斎へと移った。


◆　　◆　　◆　　◆


　レイシアがオデーロ男爵家に帰ると、エントランスホールに大きなソファが置かれており、レイモンドが横になって寝ていた。昨日社交会で着ていた服装のままである。

「お兄様？　どうしたの、こんなところで」

　なにかあったのかと、慌てて駆け寄る。すると、彼は瞼を開けた。

「どうしたって……お前のことが心配だったに決まってるだろう。いくら男だと思われてるとはいえ、お前は女だ。ミーティ男爵の面子めんつもあるから送り出したものの、兄としては複雑な心境だった」

「お兄様……」

　着の身着のままソファで寝たからか、着ていた服はしわくちゃだ。綺麗に整えていた髪もぼさぼさである。レイシアが帰宅したら気付くように、わざわざエントランスホールにソファを用意させて待っていたのだろう。

「大丈夫よ、お兄様。レイは男と思われているし、もしエルヴァンダー様に男色の気があったとしても、嫌がる相手に無理矢理手を出すようなかたではありません」

「そうだな。昨日の様子では悪口を嫌がるくらい潔癖に見えた。まあ大丈夫だとは思っていたが……それでも心配だったんだよ」

　レイモンドが安堵の溜め息を吐く。こんな場所ではよく眠れなかったのか、綺麗な顔にクマが浮かんでいた。

「さあ、湯浴みしてひと寝入りするか」

「ええ、そうなさって。……ありがとう、お兄様」

　心配しながらも、レイシアを行かせてくれたことが嬉しくて胸が温かくなる。

（そういえば、友人の家にお泊まりするなんて初めてだったわ。……とても楽しかった）

　急な話であったが、初めてのお泊まりを経験できたレイシアは機嫌よく鼻歌を口ずさみながら自室へと向かった。



	
			第六章「港町と完璧な男装」

　あのお泊まりを経て、レイシアとエルヴァンダーはさらに仲がよくなった気がする。初めての友人にレイシアは浮かれていた。

　今日も今日とて公爵邸に招かれている。

「そういえば、東にある港町に視察に行くことになった」

　そう告げられて、レイシアは瞳を輝かせた。

「東の港町は賑やかでいい場所です。この国に商売しに来た他国の商人が滞在していますし、変わったお店も沢山あります。夜は船に灯りがつき、それが水面にきらきらと映る様子がとても美しいですよ」

　レイシアの家は貿易を商っているので、父親はよく港町に行く。その中でも東の港町はレイシアも何度か連れて行ってもらったことがあり、楽しい思い出が一杯だ。

「ほう。視察だけして日帰りで戻ってくるつもりだったが、夜の光景まで見てきたくなったな。どこかいい宿を知っているか？」

　エルヴァンダーが興味深そうに青い瞳を輝かせた。彼が留学していたのは陸続きになっている隣国だ。移動は陸路だし、もしかしたら船が珍しいのかもしれない。

　ならば、夜の港町は絶対に見るべきだとレイシアは考える。

「他国の大富豪もいらっしゃいますからね。王族が泊まるにふさわしい宿も沢山ありますから、ぜひ夜の町も楽しんでください。ですが……エルヴァンダー様さえよければ、うちの別荘にいらっしゃいませんか？」

「別荘？　オデーロ男爵家のか？」

「はい。父……んんっ、伯父がよく港町で仕事をする関係で、港町に別荘を持っているのです。商談にも使いますし、それなりにいい邸ですよ。エルヴァンダー様がよければの話ですが、いかがでしょう？」

　父と言いかけてしまい一瞬焦ったが、それを誤魔化すように早口でたたみかける。

「わたしでよければ、港町を案内します」

「そうだな。ぜひ、お願いしよう。我が大切な人と街を回るのは楽しそうだ」

　エルヴァンダーが美麗に微笑む。

　考えてみれば、エルヴァンダーと会う場所は公爵邸か社交会だけで、二人で出かけたことがなかった。護衛がつくから二人きりにはならないだろうが、一緒にどこかに出かけられたらいい思い出になりそうである。

「お任せください！」

　いつも公爵邸でもてなされてばかりだから、自分がもてなす側に回るのは嬉しい。日程をつめながら、レイシアはその日がとても楽しみになった。


◆　　◆　　◆　　◆


　視察の日、レイシアは一足早く港町に到着していた。

　エルヴァンダーを別荘でもてなしたいことを相談すると、父親は快諾してくれた。

　婚前の女性が男性を招くのは外聞が悪いが、レイは男という設定である。それに、エルヴァンダーにとってレイは男性の友人だし、間違いが起こるはずもない。

　今まで引きこもっていた娘が初めての友人に浮かれている様子が微笑ましかったのだろう、父親はあれこれ手配してくれた。

　公爵が来るのだからと、男爵家の使用人を別荘に向かわせてくれた。もともと別荘にいた使用人たちにレイシアを男性として扱うよう通達もしてくれたらしい。

　それを聞かされた別荘の使用人たちは最初は戸惑っていたものの、実際に男装したレイシアに会うと「男性にしか見えません」と言っていた。間違ってお嬢様と呼ばれることはなさそうである。

　使用人も大丈夫そうだし、レイシアは安心してエルヴァンダーを迎える準備ができた。

　エルヴァンダーは身分を隠して視察に来るらしい。

　王族でありながら長らく留学していた彼は、庶民に顔を知られていなかった。王族が視察に来るとなれば民衆は身構えてしまうだろうし、港町の悪しき風習を徹底的に隠そうとするだろう。ありのままの姿を視察するのに、エルヴァンダーなら適任だ。

　王族ゆえに護衛が多いが、港町には他国から来る富豪が多く、そういう者たちもぞろぞろと護衛を連れている。だから、エルヴァンダーが目立つことはない。……もっとも、あの美貌は人目を引くだろうけれど。

　そんなわけで、エルヴァンダーは半日かけて港町を視察した後、夕方にオデーロ男爵家の別荘にやってきた。もちろん、エルヴァンダーだけでなく、彼の護衛たちを迎える準備も完璧である。

「ようこそ、エルヴァンダー様。迎える側になれて嬉しいです」

「こちらこそ、招待してくれて礼を言う」

　レイシアはエルヴァンダー一行を歓迎する。

「しかし、この別荘は一番いい場所にあるのではないか？　町から少し離れているから静かだし、なにより景色がいい」

　窓の外の景色を見ながらエルヴァンダーが言う。

　別荘は港町の高台にある。この高台は別荘が集まっている場所で、レイシアの父親のように仕事の時しか使わない者も多かった。海外の富豪の別荘も少なくはない。

　それぞれの別荘には維持管理するための使用人たちが住んでいるものの敷地面積に対して人の数が少なく、高台はとても静かだった。

　港町は活気がありすぎて賑やかだが、この場所ならエルヴァンダーも落ち着いて過ごせるだろう。

「エルヴァンダー様。食事はここで召し上がりますか？　それとも、港町で食べてみますか？　屋台が並んでおりますよ」

「屋台だと？」

「ええ。レストランに入るのもいいですが、屋台の食べ歩きも港町の醍醐味です。さすがに王都では食べ歩きなんてできないでしょう？」

　レイシアは微笑む。

　王都だって、祭りの際には屋台が並ぶ。しかし、それは庶民向けのものであって、貴族はもちろんのこと王族が利用することはなかった。食べ歩きなんて品がない行為をしようものなら、たちまち悪い噂が立ってしまうだろう。

　しかし今、エルヴァンダーは身分を隠している。

「帽子と伊達眼鏡を用意しました。もうじき暗くなって顔も見えづらくなりますし、港町に貴族がいたとしても、まさかパストレーア公爵が食べ歩きをしているなんて誰も思わないでしょう」

「そ、そうか。食べ歩きか……」

　エルヴァンダーの青い瞳が少年のように輝く。

「もちろん、嫌でしたらここで晩餐にしてもかまいませんが……」

「いいや、行く！　港町の様子がもっとわかるだろうし、この機会を逃せば一生食べ歩きなどできないだろう」

　彼は初めての食べ歩きに興味を持ったようだ。

　純粋培養の王族なら行儀が悪いと断るだろうが、十年以上も留学していた彼は様々な国の人たちと接してきた。一般的な王族に比べたら視野が広いだろうし、留学先で食べ歩きの話を聞いたことがあるかもしれない。

　生まれて初めての経験に胸を踊らせているように見える。

「では、準備をしてから行きましょうか」

　エルヴァンダーに帽子と眼鏡を装着させ、レイシアもつける。レイシアに変装の必要はないが、容姿が目立つので隠すことにした。

　護衛と共に港町へ向かう道中、エルヴァンダーはとても機嫌がよさそうである。

「初めてだ、食べ歩きだなんて！」

「きっと楽しいですよ。なにせ、いきなり肉料理を食べてもいいのです」

　食べ歩きには前菜という概念はない。メインディッシュから食べてもいいと言えば、エルヴァンダーは目を丸くした。

「そうなのか……！　いやしかし、コース順に食べようとしても、さすがにスープはないだろう？」

「いいえ、スープの屋台もありますよ」

「スープの食べ歩きだと……？　それはすごいな。早く見てみたい」

　港町に屋台が並ぶのは夜になってからだ。昼間はなかったので、どうなっているのか気になるのだろう。

　大通りにつくと、ずらりと屋台が建ち並んでおり、美味しそうな匂いがする。

「これは壮観だ。それぞれの屋台に国旗が飾ってあるな。さしずめ、その国の料理を提供しているのか。他国から仕事にきて店がわからなくても、ここなら母国の料理を簡単に探せるというわけだな。なるほど、よくできている」

　エルヴァンダーはうんうんと頷いている。

「エルヴァンダー様、なにを食べますか？　わたしが買ってきます」

「いや、私が買ってみたい。君こそなにを食べる？」

　二人でわいわい話ながら屋台を歩く。

　最初は食べながら歩くのに手間取った彼も、徐々に慣れていったようだ。片手で食べられるものを選び、舌鼓を打つ。それでもスープを歩きながら飲むのは難しいので、休憩場所に座っていただくことにした。

「食べ歩きというが、このように座れる場所も用意してあるのだな」

「ええ、そうです。椅子とテーブルを置いた場所がありますので、屋台で買ったものを座って食べられるのです」

「食べ歩きとは奥が深いな」

　みんなで使う椅子やテーブルは年季が入っていて、とても綺麗とはいえない。それでも、エルヴァンダーはこの状況をとても楽しんでいるようだ。

　お腹もいっぱいになり、そろそろ帰ることにする。

「……ん？　食べ物以外の露店も出ているのだな。あのあたりの店も昼間にはなかった」

　別荘に戻る途中、エルヴァンダーが少し狭い路地に並んだ露店を指さした。

「ああ……。あれは夜だからこそのお店です。精力剤やら性具やらを扱っているところですね。せっかくだから覗いていきますか？」

「な……」

　エルヴァンダーの耳が微かに赤くなる。潔癖な王族には刺激が強かったのかもしれない。

「冗談ですよ。帰りますか」

「……いや。麻薬のような変なものが扱われていないか、見るだけ見よう」

　少しだけ声色が低くなる。その目は真剣で、仕事用に頭を切り替えたのだろう。さすがだと思ってしまう。

「確かに、そういう悪いものを扱うのは絶好の場所ですからね。見ましょうか」

　レイシアはこういった露店の存在は知っていても、実際に見たことがなかった。しかし、今日はエルヴァンダーの護衛がいるから狭い路地も怖くはない。彼と一緒に露店を見る。

　男性器を模した性具から、怪しげな薬、はては用途がわからないものまで色々並んでいた。レイシアは歩きながら流し見していたけれど、あるものが気になって足を止める。

「ん……？」

　それは、樹脂で作られた男性器のようだ。しかし、性具のようには見えない。

　小首を傾げながら眺めていると、店主に声をかけられる。

「おい、兄ちゃん。それが気になるかい？」

「ええ。これはなんですか？　飾りですか？」

「それは、イチモツが小さい奴のもんだ。股間につければ大きく見える。ちょうど兄ちゃんにはぴったりかもしれんな」

「……っ！」

　レイシアは思わず自分の股間を見る。

　完璧に男装しているものの、股間に細工をしたことは一度もなかった。だから、下半身のシルエットは随分とのっぺりしている。端から見ればモノが小さい男と思われるかもしれない。

（そういえば、エルヴァンダー様は下半身のラインに少し膨らみがあったわ）

　エルヴァンダーは背は低いが、下腹部には相応の膨らみがあった。立派な男性の証拠である。

（下腹部が膨らんでいたほうが、より男性らしく見えるわ。男装もより完璧になるかもしれない）

　レイシアはエルヴァンダーの持つ膨らみが羨ましくなってしまう。美しい彼にある膨らみ。自分もそれが欲しくなってしまった。

　横目でエルヴァンダーを探すと、彼は違う露店のものを物色中だ。

「……いくらです？」

　小声で訊ねて購入する。こっそり売ることに慣れているのか、店主は手早く包んでくれた。コートの内ポケットに入れて、何食わぬ顔でエルヴァンダーに近づく。

　彼が注視していたのは銀細工の露店だ。夜の品を扱う店ばかりが並んでいるから、健全すぎる店が逆に気になってしまったのだろう。

　しかも、並んでいる銀細工は新品ではなく、どこか古びている。イミテーションの宝石なのに価格も高い。どういうことか訝しんでいるようだ。レイシアが密かに買い物をしたことにも気付いていないようである。

（知らなければ、これは気になってしまうわよね）

　レイシアはエルヴァンダーの耳元に唇を寄せる。

「エルヴァンダー様。気になられるでしょうが、こういう場所は娼婦と一緒に訪れる男性も多いのです。これは娼婦がねだる品ですよ」

「しかし、それにしては傷がついているし、宝石だって偽物だ。どうしてこれを娼婦が欲しがるんだ？　ここの娼婦はそんなに儲からないのか？」

「違います。これは装飾用ではなく換金用の道具です。娼婦はここで買ってもらったものを翌日に売りに来るのですよ。それぞれの銀細工はレートが決まっていて同じ価格でやりとりされます。いわゆるチップです」

「……そういうことか」

　エルヴァンダーは感心したように銀細工を眺める。何度も売買されているから、細かい傷ができているのだ。

「しかし、換金の手間がかかるだろう。チップなら直接現金を渡せばいいのではないか？」

「この港町には『女性にアクセサリーを買ってあげる気分を味わいたい』という男性も多いのです。しかし、本物の宝石は一夜限りの相手に贈るには高価ですからね。ここにある品はアクセサリーとしては安価ですが、チップにしては高価です。娼婦たちもそれをわかっていて、買ってもらえたら大げさに喜んで身につけます。本音と建前がいきついた先がこの仕組みなのですよ」

　潔癖そうな彼は女遊びなどしないだろうし、気に入った女性にぽんと高いアクセサリーをプレゼントできる財力もある。

　しかし、それができない男や、客から貴金属をもらっても処分に困る娼婦にしてみれば、このアクセサリーという形をしたチップ制度はとても実用的なのだ。

「よく考えたものだな」

　エルヴァンダーは感心している。

「昼の視察だけでは、このような夜の顔はわからなかった。ありがとう、レイ。勉強になった。留学して視野が広がったと思っていたが、市井にはまだまだ私の知らないことが沢山あるようだ」

「お役に立ててよかったです」

　港町では常識でも、エルヴァンダーには斬新だったらしい。

「では、帰りますか」

「ああ。……っと」

　路地を出ようとすると、前方から二人組が歩いてきた。腕を組んでいるが、どちらも男性である。

　すれ違う瞬間、エルヴァンダーが少し驚いたような顔で彼らを見ていた。声が届かないほど離れてから、小声で問いかけてくる。

「私には男同士に見えたが……気のせいか？」

「どちらも男性でしたよ。ここには、男娼もおりますので」

「そうか……。妙に堂々としていたな。留学先にも男色家はいたが、人前で腕を組んだりはしなかった」

　どうやら彼は驚いているようだ。

「ここから一番近い島国では同性同士の結婚を認めていますからね。近いだけに貿易も盛んで、その国の人がよく滞在します。港町では珍しい光景ではありませんよ」

　レイシアの国では同性婚は認められていない。男色家もいるにはいるが、それは隠すべきことという風習があった。

　しかし、この港町だけは近くの島国から来る人の影響で、男色家も堂々としていた。男性しかいない娼館を王都で見つけることは困難だが、ここでは隠れずに営業している。それ目当ててわざわざこの港町まで来る男色家もいるらしい。

「なるほど……。男同士でもあのように歩けるのか」

　彼はちらりとレイシアを見る。そして、レイシアの手を握ると指を絡ませてきた。

「なっ……、エルヴァンダー様っ？」

　いきなり手を繋がれて、もしや彼は男色趣味があったのかとレイシアは目を丸くする。だが、彼は飄々と答えた。

「私に男色趣味はない。しかし、このように親しき者と手を繋いで歩いた記憶もないのだ。実の親とも手を繋いだ記憶がない」

　エルヴァンダーが瞳を細める。その悲しげな表情に、レイシアははっとした。

（王と王妃は公務で忙しいし、第一子ならともかく、第四王子であるエルヴァンダー様と手を繋ぐようなことがなかったのね……。それに、大きくなってからでは、男同士で握手はしても手を繋いで歩かないだろうし）

　レイシアは家族にかわいがられていたから、父も母も、そして兄とも沢山手を繋いだ記憶がある。エルヴァンダーがそんな当たり前の経験をしてこなかったのだと思うと、可哀想に思えた。

（ここでは男同士で手を繋いでも珍しくないものね）

　されるがままだった手に力をこめ、彼の手を握り返す。

「手を繋いで歩くにしては大きくなりすぎましたが、わたしでよければ。わたしはエルヴァンダー様の友人ですから」

　手を繋いで歩いた経験がないのなら、友として味わわせてあげたい。レイシアが微笑むと、彼は嬉しそうに表情を綻ばせた。

「ありがとう、レイ」

「……っ」

　手を繋げるほどの至近距離で彼の顔を見て、どきりと胸が跳ね上がる。繋いだ手が妙に熱く感じられて、ばくばくと心臓が鳴った。

（な、なにこれ……？）

　友人と手を繋いでいるだけ。たったそれだけなのに、そわそわして落ち着かない。

　自分で自分の胸中が計れず、嬉しそうなエルヴァンダーとは対照的に、レイシアは戸惑いを覚えた。


◆　　◆　　◆　　◆


　翌日は大雨で風も強く、出かけるような天気ではない。

　エルヴァンダーは数日の滞在を予定しており、仕事を持ちこんでいた。だから、今日は屋内で机仕事に勤しむ予定のようだ。

　レイシアもせっかく港町に来るのだからと、ここでしかできない仕事を父親からもらっている。

　朝食を共にとった後、エルヴァンダーは客室で、レイシアは別荘内の自分の部屋で仕事をしていた。昼食は一緒にとるが、その時に彼が提案してくる。

「この港町のことで聞きたいことがある。午後は私と一緒に仕事をしないか？」

　レイシアが見てはいけないような、王族特有の仕事は午前中に終わらせたのだろう。

（視察したことをまとめるのかしら？　王族の仕事に協力できるなんて嬉しいわ）

　レイシアは「喜んで」と返事をする。

　昼食後、自室に戻ったレイシアは自分の仕事の書類をまとめた。もちろん、エルヴァンダーに見られても支障のないものだけを選ぶ。

　それから、全身を映せる大きな鏡の前に立った。背の高いレイシアの頭からつま先まで映せる特注の品である。

　服装や髪型が乱れていないか確かめて、ふと下腹部に視線を向けた。……そう、真っ平らな股間に。

（そういえば、昨日あれを買ったわよね）

　レイシアはいそいそと昨日購入した樹脂製の男性器を取り出した。中は空洞になっており、本物の男性器に被せて大きく見せる仕組みなのだろう。落ちないように腰に巻く紐もついているので、レイシアは下着の中にそれを入れると、しっかりと紐を縛る。

　トラウザーズを穿いて鏡を見ると、下腹部にゆるやかな曲線ができていた。

　目立つほどではない。よく見ればわかる程度の微かなラインに満足げに微笑む。

（なんだか、本当の男性になったみたい。より男らしく見えるわ）

　自分の男装姿は気に入っているが、より完璧な男性に近づいたことが嬉しくなる。

　こんな些細な変化などエルヴァンダーは気付かないだろう。自己満足でもレイシアの気分が上がる。

　レイシアは仕事用具を持って、いそいそと友人の部屋に向かった。

　──自分が大失態をやらかしているとは知らずに。


◆　　◆　　◆　　◆


　エルヴァンダーに用意した客間は一番広い部屋だ。

　海外から来た取り引き相手を泊まらせることもあるので、相手が仕事をできるように大きな机も置いてあり、筆記具なども揃えてある。長時間座っていても腰に負担がかかりにくい椅子は輸入品だ。

「この椅子は素晴らしいな」

　ペンを走らせる手を止めて、感心したようにエルヴァンダーが言った。

「ええ。特殊な技術で作られている椅子でして、我が国で同じものを作るのは難しいでしょう。輸入でしか手に入らず、とても貴重なものです。……もっとも、オデーロ男爵家はコネクションがあるので入手可能ですが」

「では、この椅子が欲しいと言えば手配してくれるのか？」

「ええ、もちろん。人気の品でして予約してから数ヶ月待たねばなりませんが、我が友の頼みならすぐにでも手配します」

　レイシアは彼が「王族」ではなく「我が友」だから特別待遇をすると答える。すると、エルヴァンダーは満足そうに笑った。

「いくつ必要ですか？」

「そうだな……。とりあえず二脚……いや、四脚お願いできるか？」

「拝承です。デザインが選べるのですが──」

　値段を聞く前に注文を決めるところはさすが王族だと思いながら、レイシアはオーダーを書きとめた。

　エルヴァンダーは側近を連れてきていたが、レイシアが来てからは彼を部屋から出してしまった。今、部屋にはレイシアとエルヴァンダーの二人きりで、護衛は扉の外で待機している。

　人が多いと仕事に集中できないので、部屋に二人きりなのは助かった。時折言葉を交わしながら順調に書類を片付けていく。

　きりのいいところまで進めると、レイシアは立ち上がって伸びをした。腰にいい椅子を使っているものの、ずっと座りっぱなしでいるのはよくない。時折立って身体を伸ばすべきだ。

　レイシアは軽く身体を伸ばして凝り固まった身体をほぐす。

（ん……？）

　下腹部に違和を感じる。そう、樹脂製の男性器がある部分だ。

　レイシアは先ほど、恥丘の部分に盛り上がりができるように装着した。

　女性であるレイシアは知る由もないが、男性は股下の左側か右側、どちらかに男性器を寄せて服を着る。実はこの位置取りは男性にとってとても重要なものだ。

　しかしレイシアは「男性器は真ん中についている」という知識しかないため、左右に寄せたりはせず、ちょうど中央に装着して服を着た。

　レイシアが伸びをしようと身体を動かした瞬間、左にも右にも行けなかった樹脂が中央の奥……つまりレイシアの秘処に押しやられる。

　陰唇が左右に割られ、そこに樹脂を挟む形となってしまった。

　身体を清める時以外、レイシアはその部分に触れたことがない。今まで経験したことのない、くすぐったいような、むずむずするような、奇妙な感覚に襲われる。

「んんっ」

　思わず鼻から抜けるような声を出してしまった。男性らしからぬ声だ。

　書類に視線を落としていたエルヴァンダーがばっと顔を上げてレイシアを見てくる。

「レ、レイ？　どうした……？」

　彼はとても驚いた表情をしていた。

　それもそのはずだ。男友達がいきなり女性のような声を上げたら動揺するだろう。

「い、いえ。失礼しました。なんでもありま……、んうっ……」

　平静を装い、椅子に戻ろうとする。しかし一歩踏み出せば、陰唇に挟まれた樹脂がぐりっと粘膜を刺激してきて、その衝撃でレイシアは動けなくなってしまった。

（な、なにこれ……？）

　未知の感覚に、レイシアは戸惑いを覚える。

「レイ……？」

　レイシアになにかしらの異常が生じていると察したエルヴァンダーが立ち上がり、近づいてくる。

「こ、来ないでください！」

「そういうわけにもいかないだろう。身体の具合が悪いのか？」

「いえ、違いま……っ、あぁっ、ふぅん……っ」

　彼から距離を取ろうと後ずされば、やはり樹脂が秘処を刺激してくる。

（ど、どうしちゃったの？　身体が思うように動かない……）

　こみ上げてくる掻痒感に内股を擦りあわせると、エルヴァンダーの視線が下腹部に向けられた。ぎょっとしたように青い瞳が見開かれる。

「レイ、君……」

「み、見ないで……っ、ぁあ……」

　樹脂に刺激されるたび、女のような高い声が口から零れてしまう。

　真顔になったエルヴァンダーは歩み寄ると、レイシアのベルトに手をかけてきた。

「……！　エルヴァンダー様……っ」

「動くな」

　ぴしゃりと言い切られる。王族の圧に押されて、レイシアは身体を強張らせた。

　ベルトを外され、服の中に手を入れられる。

（ば、ばれてしまうかも……）

　あるべきものがそこになければ、女性であることがばれてしまうかもしれない。冷たい汗が背筋を流れていく。

　しかし、エルヴァンダーは無闇に身体に触れてきたりしなかった。樹脂だけに触れ、それが紐で腰に巻き付いていることに気付けば解いてくれる。そして、レイシアの下腹部にあった樹脂を取り出してくれた。

「……っ」

　責め苦から解放されたレイシアは、とっさに乱れた服を整える。

　エルヴァンダーは男性器を模した樹脂を片手に眺めていた。温まったそれの表面は透明な液で濡れている。おそらく、レイシアの秘処から分泌された体液だ。

「……これはなんだ？　中が空洞になっているようだが……」

　訊ねられて、レイシアはおずおずと答える。

「その……。……気付かれたかもしれませんが、わたしのものはとても小さいのです。そのことに悩んでいたところ、昨晩、路地で偶然これを見つけまして……」

　男性器が「ない」のではなく、「小さい」と誤魔化しながら告げる。

「なるほど。空洞になっているのはそういうことか」

「はい、男性器に装着して大きく見せるものですが、位置がずれてしまい、くすぐったくて……その、変な声が……」

　レイシアの回答を聞くなり、エルヴァンダーは大きな溜め息を吐いた。

「昨日、なにか買っていたのはこれだったのか」

「気付いていたのですか？」

　ばれずに購入できたと思っていたレイシアは目を瞠る。彼は「もちろんだ」と頷いてから言葉を続けた。

「私も男性にしては背が低いが特に気にしていない。背を高く見せる靴もあるが、履こうとも思わなかった。……君もサイズを気にすることはない。二度と使う気にならないよう、これは私が処分しておこう」

「あっ……」

　エルヴァンダーはレイシアから取り上げた男性器型の樹脂を紙で包む。

　それを見ていたレイシアの顔は耳まで真っ赤だった。

（恥ずかしい、消え入りたい……！）

　彼の様子から、レイシアが女性だというのはばれていないようだ。男性器が小さい男だと思ってくれたのだろう。

　ほっとするが、それにしても恥ずかしい。押し寄せてくる羞恥心に、いたたまれなくなる。

「……あまり、気にするな」

　エルヴァンダーが苦笑交じりに、レイシアの肩にぽんと手を置く。慰めてくれているのだろうが、彼の顔をまともに見られない。

　俯くと、彼の下腹部に視線が向いた。布が盛り上がっている気がする。

（あら……？）

　下腹部を注視するのは失礼なので今までまじまじと見つめたことがなかったが、彼の股間はとても大きい。

（こ、こんなに大きかったかしら……？）

　服越しでもわかるほど立派なそれに、レイシアはおののく。

　レイシアは男性の平均的なサイズはわからない。それでも、彼のものは大きいのだろうと推測できた。

（こんなに立派なものを持っているのだもの、身長なんて気にしなくても男性として堂々としていられるわよね……）

　視界に大きな膨らみをとらえながら、しみじみと思ってしまう。

　赤い顔で俯いたレイシアが自身の股間を見つめているとは知らないエルヴァンダーは優しく声をかけてくれた。

「気分転換に、お茶にするか？」

「……っ、は、はい」

　レイシアは頷く。

　激しく動揺していたものの、メイドに用意させた温かい紅茶と甘いお菓子のおかげでだいぶ気分も落ち着いてきた。

　エルヴァンダーも先ほどの話題を掘り下げることはせず、まったく関係ない話を振ってくれる。そんな気遣いに、彼が友人でよかったと心から思った。

（エルヴァンダー様はやはり素敵な人だわ……）

　レイシアはますます友人を好きになる。

　樹脂を取り出す際、変に身体に触れてこなかったのも安心してしまった。彼が本当に男色家ならば、あの場面で少しくらいは触れてきただろう。まさに紳士である。

　ティータイムが終わる頃には、すっかりレイシアも平静を取り戻していた。エルヴァンダーのおかげである。

　ただ、少しだけ気になってしまい、さりげなくエルヴァンダーの股間に視線を走らせれば、あんなに大きかったものが今は目立っていない気がした。

（小さく見える？　……先ほどは間近で見たことだし、角度の問題かしら？）

　レイシアはそう結論づける。そして、仕事を再開した。



	
			間章「エルヴァンダーの苦悩」

　──深夜一時。夜更かしは肌に悪いし、いつもならとっくに寝ている時間である。

　しかしエルヴァンダーはなかなか寝付けず、何度目かわからない寝返りを打っていた。オデーロ男爵家が用意してくれた輸入品の寝具は最上級の寝心地だが、目が冴えてしまって眠れない。

　エルヴァンダーの脳裏に浮かぶのは、昼間のレイシアの姿だった。

「くそ……っ」

　舌打ちして王族らしからぬ言葉を吐き捨てる。

　股間が熱く、硬くなっていた。処理の方法は知っているが、さすがに客人の身でその行為をする気にはなれない。身体を丸め、収まるまでひたすら耐えるだけだ。

　しかし、熱をもった下腹部が布を押し上げてきて痛い。

「こんなことなら、女性だと知っていると指摘してしまえばよかった……」

　後悔混じりに呟く。

　エルヴァンダーは十年以上の間、隣国で過ごした。まだまだ未熟なこの国にとって、経済大国である隣国は大きな存在である。

　隣国と交友を深めたい国は多い。他国を出し抜き交友を深めるため、わざわざ王族を留学させることになり、第四王子であるエルヴァンダーが選ばれた。さすがに長期間にわたり直系の王族を隣国に滞在させる国は他に現れず、この国は他国を一歩出し抜く。

　第四王子という微妙な立場なので、国にとっては死んでも構わない存在だと自分でも理解していた。一抹の寂しさを覚えたけれど、城を離れて過ごした日々はそう悪くはなかったと言える。

　経済大国である隣国は学問も進んでいて、学校には様々な人がいた。王族であるエルヴァンダーに気兼ねせず接してくる変わり者も多く、友人ができたのである。

　それでも、隣国で王族のエルヴァンダーが死亡することで益を得る存在があった。エルヴァンダーが暗殺されそうになったことは、一度や二度ではない。

　もっとも、王族であるエルヴァンダーの警護は厚く、そう簡単には殺されない。

　それでも刺客の中には、女装して油断させて殺そうとしてくる者もいた。

　また、殺意はないが、男装してエルヴァンダーに近づき、上手く二人きりになって一線を越え、王族の嫁になろうと企む者も少なからずいた。

　つまり、エルヴァンダーの周囲には性別を偽る者が珍しくなかったのである。

　長きにわたる留学生活で、エルヴァンダーは男装と女装を見極められるようになっていた。どんなに上手に化けようが、生まれ持った骨格は変えられない。性別を偽って接してきた者は最大限の注意を払った。

　そんなこんなで父が体調を崩し、エルヴァンダーは自国へと戻ってきた。そこで臣籍降下したが、この国に大きな功績を立てたのだからと、エルヴァンダーは一つ条件を出したのである。

　──結婚相手は自分で選ばせてくれ、と。

　王族の結婚は政略結婚が基本だ。だが、政略のために長年他国に滞在させられ、結婚相手まで決められるのは納得がいかない。

　このエルヴァンダーの申し出を、長年の貢献を鑑みて両親も兄も認めてくれた。伴侶は自分で選ばせてくれるらしい。

　しかし、社交の場に出てみたけれど、結婚したいと思えるような相手とは出会えなかった。

　みんな、エルヴァンダーを王族としか見ていない。それに、男性の中では身長が低いエルヴァンダーを見ると、その瞳に落胆の色が滲むことに気付いた。

　エルヴァンダーは身長など気にしていない。今まで築き上げてきたものが自信に繋がり、恥じることはない人間になれたと思っている。

　王族としての矜持もあるし、自分の身長を気にするような相手を選ぶ気にはなれなかった。

　そんなある日、男爵階級の社交会を知り、気まぐれで参加することにする。この国の男爵階級はいささか特殊なので、ここでなら変わった価値観を持つ女性と出会えるかもしれないと思った。

　──そこで、レイシアに出会う。

　一目で男装の麗人だと気付いたが、誰も彼女の性別に気付いていないようだ。なぜ男装しているのかと気になる。

（留学先では身体は女性でも心は男性という人がいて、男性のように振る舞っていた。彼女もそういう類いなのだろうか？）

　気になって視線の端で彼女を追うと、倒れた令嬢を支えながら自分も倒れそうになっていた。令嬢を抱きとめる腕がぷるぷる震えている。

（男装しているくせに、あの腕力のなさはなんだ？）

　気がつけば彼女を助けていた。そして、二人で話す機会を作る。

　エルヴァンダーは容姿の美しさを褒められることに慣れていたが、彼女は素直に顔を賞賛してこなかった。エルヴァンダーが築き上げてきたものがあるから輝いて見えるのだと言い放つ。

　彼女の言葉はエルヴァンダーの琴線に触れた。

　王族として生まれた者の使命だと、エルヴァンダーは人一倍努力してきた。勉学に励み、剣に励み、教養も身につけた。隣国に留学し、国に大きく貢献したという自負もある。

　もちろん美しく見えるように肌の手入れにも気を遣っていたが、見た目だけではなく、自分という人間の自信を支える部分まで褒められたのは初めてだった。「悪い気分ではない」と言いながら、内心では喜びに胸を弾ませる。

　その後、美容に興味があるという彼女は、目を輝かせながら語った。その目に王族としての自分は映っていない。あくまでも、同じ思考を持つ同志として彼女は語ってくれたのだ。自分の好きなことを早口で話す様子は、留学先で出会った友人たちと似ている。

　なぜ男装しているのか、彼女のことが知りたくなった。

　社交会から帰るなり招待状をしたため、彼女の身辺を探るように王族専用の密偵に命じる。

　それからほどなくして、オデーロ男爵家に滞在しているレイは、男爵令嬢レイシアであることが判明した。

　長身ゆえに社交会で爪弾き者となってしまったレイシアは、男装して社交会を楽しんでいるようである。美しい自分が好きな彼女は、男装姿もお気に入りのようだ。ちやほやされたいらしく、男装を楽しんでいるらしい。

（そうか……。別に男性になりたくて男装しているわけではなく、ただの趣味か）

　密偵から報告を受けたエルヴァンダーはほっとする。安堵を覚えた瞬間、自分が彼女を女性として求めていることに気付いた。

　それからというもの、レイと友人として過ごした。女性であることは知っているが、男装を楽しんでいるなら付き合ってあげようと思ったのだ。

　それに、「レイ」と話していると楽しい。

　また、エルヴァンダーにはこの国に友人がいないが、レイシアにも友人がいないようで、「友人と過ごす時間」を味わわせてあげたかった。彼女もエルヴァンダーと会うのを楽しんでいる様子である。

　──そんな中、ミーティ男爵主催の社交会で、レイシアを侮辱する発言を聞いてしまった。

　受け流せばいいのに、怒りがこみ上げてくる。その場にいない人物を貶める発言は気分が悪い。

　嫌気が差して帰ろうとしたところ、彼女が追ってきた。レイシアを悪く言っていた者たちの中に彼女を置いていけない。適当に口上を述べて誘えば、彼女はパストレーア公爵邸についてきた。

　そして、一夜を共にすることになる。

　もっとも、エルヴァンダーはレイを男性と認識しているという建前があるので、普通の友人のように接した。

　だが、化粧を落とした彼女はとても綺麗である。

　このまま口説いてしまおうかと思えど、性別を知っていると告げれば、この友情劇は終わってしまうだろう。エルヴァンダーは留学先で友人と楽しい時間を過ごしたが、彼女はそうではない。友人がいないということは調べがついている。

　もう少しだけ友人と楽しいひとときを味わわせたいと、エルヴァンダーは必死で理性と戦った。手を出さなかった自分を褒めてあげたい。

（しかし、そろそろ女性としてのレイシアと接したい）

　こみ上げてくる願望に葛藤しているところで、先ほどの事件だ。

　いつもは男らしく話している彼女の唇からこぼれ落ちた嬌声に、エルヴァンダーの雄の部分がむくりと覚醒する。

　もじもじする彼女の股間が膨らんでいて、なにごとかと取り出してみれば、樹脂状の男性器だ。そういう性具があるのは知っているが、中が空洞になっているので、挿入して遊ぶものではない。

　そもそもレイシアはそんな性具をつけて人前に出る性癖があるようには見えない。

　問いただせば、男性器を大きく見せるための道具だという。それならば空洞になっているのも頷けた。

（こんなものをつけるなど、男装への向上心は凄まじいようだな……）

　完璧を求める彼女に感心してしまう。

　しかし、彼女の足の付け根で擦られ、愛液がつき、彼女の体温と同じくらいに温まった男性器を持つと、エルヴァンダーの身体も反応してしまった。

　そもそも、これを取り出す際に彼女の身体に触れないように気を使ったが、彼女の下半身が紛れもなく女性の作りをしていたことはありありとわかったのである。

　とっさに気付かないふりをしたけれど──限界だ。思い出せば身体が熱くなり、こうして眠れぬ夜を過ごす羽目となる。

　いっそ、この熱に浮かされたまま彼女の部屋まで行って襲ってしまいたいくらいだ。

（くそ……。彼女に触れたい。友人としてではなく、女性として）

　頭の中はレイシアのことでいっぱいだ。ドレスを着せたらどれほど綺麗なのだろうかと想像してしまう。

（だが、いきなり私が求婚しても、王族と男爵階級の婚姻は例にない。口約束では彼女を不安にさせてしまうだろう。まずはオデーロ男爵に婚姻の話を通さなければ）

　エルヴァンダーは男爵令嬢を妻に迎えることができる。正式な申し出をすれば、彼女も安心できるだろう。

（レイシアと親しくしている男性は私の他にいない。それに、男爵階級が王族の求婚を断れるはずもない。婚約の手続きさえしてしまえば、彼女は私のものになる）

　港町から帰ったら、すぐにでも動こうと心に決める。もう少しの辛抱だと、身体を丸めて奥歯を噛みしめながら、こみ上げてくる衝動とエルヴァンダーは戦った。

　レイシアとの未来を想像すると、幸せな気分になる。

　──この時のエルヴァンダーは、まさか求婚を断られることになるとは想像もしていなかった。



	
			第七章「求婚は受けられません」

　あの恥ずかしき樹脂状男性器の一件の翌日、レイシアの複雑な心境とは正反対に空は気持ちがいいくらいに快晴だった。エルヴァンダーの護衛を連れて港町を見て回ることにするが、彼はとても機嫌がよさそうである。

「なにかありましたか？」

「この視察から戻ったら、すぐにでもやりたいことができた。それが楽しみだ」

「そうですか。それはよかったですね」

　エルヴァンダーが王族としてどういう仕事をしているのか、レイシアは知らない。王弟である彼は、公爵領の管理以外にも沢山の仕事を抱えていることだろう。

　この視察が彼の仕事に役立つきっかけになったのかもしれない。その手助けができたのなら、国民としてレイシアも嬉しく思う。

　肩を並べて歩くと、いつもより胸の鼓動が速い気がした。

（どうしてこんなにどきどきしているのかしら……？）

　妙に胸が騒いで体温が上がった。

（昨日あんな失態をした恥ずかしさが残っているのね。……本当に、消え入りたいくらいだったもの）

　レイシアは羞恥心のせいで鼓動が早まっているのだろうと結論づける。

　妙にご機嫌なエルヴァンダーと町を見て回ると、港で猟師たちが穫とったばかりの貝を焼いていた。いい匂いが鼻に届く。

「あっ、貝を焼いていますね」

「穫れたてか。あれは猟師の特権だな」

「看板が出ていませんが、お金を払えばわけてもらえますよ。食べますか？」

　貝が大好きなレイシアはエルヴァンダーを誘ってみる。穫れたての貝は実がぷりぷりしていて、香ばしい匂いがした。海から離れた場所にある王都では貝によく火を通さなければならないが、ここでは火を通しすぎず半生で食べることができる。

　エルヴァンダーは半生の貝にいたく感動していた。

「わたしも、ここに来たら必ず食べるんですよ」

「そうか……。ぜひ、また来たいな」

「ええ、また来ましょう！」

　彼と約束ができて、レイシアの心が弾む。

　──しかし別荘に戻った後、レイシアは強烈な吐き気に襲われた。

　貝は大好物だが、時折こうして当たってしまうのである。青ざめた顔で洗面所に向かうと、なぜかエルヴァンダーもついてきた。

　昨日、失態を見せたばかりだ。これ以上恥ずかしい姿を見せたくないのに、彼はレイシアの背中を撫でて離れようとしない。

　結局もどすところを見られてしまった。胃の中が空になり多少すっきりしたが、体力を使って青白い顔をしたレイシアはソファにもたれる。

　エルヴァンダーは献身的に介抱してくれた。王族になんてことを……と思うが、彼は友人として当然のことをしてくれているのだろう。

　明日は王都に帰るというのに、レイシアはろくに食事もとれない。体質によるものだろうか、貝にあたった日のレイシアは酸味のあるさっぱりしたものしか受け付けなくなってしまうのだ。

　レイシアが貝にあたるのは珍しくなく、料理人は準備していたレイシア専用のメニューを出してくれる。一方、エルヴァンダーには豪華なメニューを提供した。王族であるのに、彼は遠慮がちに口を開く。

「私も君と同じものでかまわなかったのだが……」

「いいえ、エルヴァンダー様。どうかわたしのことは気にしないでください。今は酸っぱいものしか喉を通らないのです」

「そうか……」

　そんなこんなで、港町の最後の夜は終わる。その次の日、二人は王都へと戻った。


◆　　◆　　◆　　◆


　パストレーア公爵邸からオデーロ男爵家に使いが来るのは珍しいことではない。なにかにつけて、レイへの手紙が届く。

　しかし、その日男爵家を訪れたのは公爵邸の執事頭だった。公爵邸を取り纏める人物が来たことなど今までに一度もない。そも、公爵邸の執事頭なんて、男爵位が足下に及ばないくらいの血筋だろう。見るからに気品が漂っている。しかも、彼はレイシアではなく父親との面会を求めてきた。

　先日港町に視察に行ったばかりだし、もしかしたら仕事の話かもしれない。

　だが、執事頭が帰った後、父親の顔が青ざめていた。これは只事ではない。

「どうしたの、お父様？」

「なにがあったんだ？　わざわざ執事頭をよこしてくるなんて、仕事の話ではなかったのか？」

　レイシアとレイモンドが詰め寄ると、父親が重い口を開く。

「パストレーア公爵からレイシアに婚姻の申し出があった」

「……えっ」

　レイシアは耳を疑った。信じられないような言葉が父親の口から発されたからだ。

「待ってくれ。王族が男爵階級の女性を娶るなんて聞いたことがないぞ。まさか、妾にしたいということか？」

　レイモンドが声を張り上げる。

　男爵位は貴族とはいえ、上流階級の社交会には呼ばれない存在だ。当然、王族の妻にはふさわしくない。

　レイシアもなにかの間違いではないのかと父親を見るが、彼は真剣な面持ちで首を横に振る。

「違う、正式に妻として迎えたいとのことだ。公爵の立場で男爵家の娘を娶ることは可能なのか私も聞いてみたが、パストレーア公爵は長年の功績の報酬として、結婚相手を好きに選べるらしい。そして、レイシアを望んだとのことだ」

「わたしと、結婚を……？」

　信じられないとレイシアは目を瞠る。

　レイとして何度も彼に会っていたし、友情を育んでいた。しかし、男爵令嬢レイシアとしては一度もエルヴァンダーと会ったことがない。さらに言うなれば、レイの口からレイシアについて話したこともほとんどなかった。

　そんな状態で、わざわざ爵位の低いレイシアとの婚姻を望む理由がわからない。彼は一体、なにを考えているのだろうか？

「どうしてわたしと結婚なんて……」

　疑問を口にすれば、レイモンドが口を開く。

「公爵はよほどレイが気に入ったようだな。レイは俺たちの従兄弟で、いずれ自分の国に帰るという設定だろう？　レイとの縁を繋げておきたくて、レイシアとの婚姻を望んだのかもしれない」

　父親も同意するように頷いた。

「私もそう思う。なにせ、公爵はレイのことを気に入りすぎて、男色家ではないかという噂が立っているくらいだ」

「……！　そんな噂があったの？　でも、男色家だなんて……。エルヴァンダー様がレイにそんな素振りで接してきたことは一度もなかったわ」

「お前の耳には入れなかったが、貴族階級はその噂で持ちきりだ。王宮も頭を痛めているらしい。その不名誉な噂を消すために、公爵はどうせならレイの従兄弟であるレイシアと結婚しようと思ったのかもしれない」

　父親が溜め息を吐きながら、眉間の皺に手を当てる。

「まずいことになった。社交会で多少顔を合わせただけなら、レイとレイシアは親族だから似ていると誤魔化せただろうが、お前は公爵と親しくしすぎた。レイシアとして公爵の前に出れば、さすがにレイと同一人物であると気付くだろう。そうすれば、公爵を騙していたと怒りを買い、爵位を取り消されるかもしれない」

「……っ」

　レイシアは胸を押さえる。

　騙すつもりはなかった。ただ、友人として接するのが楽しかったのだ。レイシアにとっても、エルヴァンダーが初めての友人だったから、一緒に過ごせることがとても嬉しかったのである。

　父も兄も、国内に友人がいないエルヴァンダーを慮ったからこそ、男装したレイを友人として公爵邸に行かせていたのだ。

　そこに、王族と懇意にしたいという下心はなかったが、そう言ったところで信用してもらえないだろう。

「男装時と女性の姿とでは化粧もだいぶ違う。従兄弟だから似ていると押し通せないか？」

　レイモンドがレイシアの顔を覗きこむ。

　今のレイシアは女性としての化粧をしていた。男装時は眉を太くし、唇を薄くしているが、今はぷっくりと愛らしい唇に見えるように紅を差し、目元も優しげな印象に仕上げている。

　確かに雰囲気は異なり、ぱっと見だけなら「似ている」で押し通せそうな気がした。

　しかし結婚するとなると、そうはいかない。

「たとえ誤魔化せたとしても、ずっとは無理よ。第一、今後もずっとレイシアとレイが同時に姿を現さないなんて怪しまれるわ。それに、わたしは化粧を落とした顔を見られているの。性別はばれなかったけれど……さすがに結婚後も化粧していない顔を見せないなんて、無理だわ」

　化粧していない顔を見れば、さすがにレイとレイシアが同一人物だと気付くだろう。

「言われてみればその通りだな。公爵はおそらくレイとの縁を繋げておきたいからレイシアとの結婚を望んでいる。上手く誤魔化せたところで、友人であるレイと会いたいと望むだろうし、ずっと欺き続けるのは不可能だ。……しかし、父上。公爵家からの婚姻申し出なんて、男爵家の立場的には断れないだろう？　どうするつもりだ？　正直に話して謝罪するか？」

　レイモンドの問いかけに、父親が答える。

「今回の婚姻の申し出は正式なものではない。王族の婚約は手続きが大変になるから、まずはこちらの意思確認ということで、公爵の命を受けた執事頭が内々に来たようだ。この話は王宮に届いていなければ、表沙汰にもなっていない。今ならこの話をなかったことにできる」

「いくら内々のお伺いとはいえ、相手は王族だぞ？　男爵家が断れるのか？　断ったところで不興を買い、適当に理由をつけられて爵位を剥奪されるかもしれない」

「断るのではない。向こうから断らせるのだ」

　父親が言い切る。

（こ、断らせる？　どうやって？）

　その発言にレイシアは驚いて瞳を丸くした。レイモンドも呆気にとられている。

　そんな二人に言い聞かせるように父親は言う。

「レイシアは父親がわからない相手の子を身籠もっていることにする。いくら結婚相手を好きに選べるとはいえ、王族が他の男の子を身籠もった女性を娶ることは不可能だろう」

「わたしが子供を……！」

　レイシアは真っ平らなお腹に手を当てる。エルヴァンダーはレイシアに会ったことがないのだから、実はお腹に子供がいたと言っても誤魔化せるだろう。

「大胆すぎる嘘だ。……だが、さすがは父上。この家の男爵令嬢は引きこもりだし、嘘がばれることもない。とっさにそんな嘘を考えつくなんて、俺も父上を見習いたい」

　レイモンドは感心したように腕を組む。

　父親は仕事ができるし、商談ではハッタリをかますことがある。度胸があるし、機転も利くのだ。

　勝算があるからこそ、レイシアが妊娠していると嘘をつくことにしたのだろう。

「しかし、父上。そんな嘘を吐いて、男爵階級に噂が拡がったらどうするつもりだ？　ますますレイシアの嫁ぎ先がなくなるぞ」

「あの公爵が言い触らすと思うか？　それに貴族の間で噂になったところでかまわん。……前々から考えていたことだが、レイシア。お前は貴族ではなく庶民に嫁いだほうがいい。そう考えて、実はレイシアの結婚相手を庶民から探していたところだ」

「お父様、そんなことを考えていらしたの」

　レイシアは十九歳、そろそろ嫁いでもおかしくない年齢だ。男爵階級は恋愛結婚も珍しくないが、レイシアは令嬢として社交会に出ていないのだから、自分で相手を探すこともできない。だから父親が代わりに相手を探していたのだろう。

　レイモンドも納得したように頷く。

「確かに男爵階級はレイシアの身長を気にする器の小さい男ばかりだな。その点、庶民の富裕層は変な矜持もないから、見た目を気にしない者も多い。背の高い外国人を相手に商売している家なら、レイシアの長身も受け入れてもらえるだろう。……うん、男爵階級に嫁ぐより、庶民と結婚したほうがレイシアも幸せになれるかもしれない」

　レイモンドは社交会で長身のレイシアが厭われているのを見てきた。それに、男爵階級で顔が広い。

　そんな兄は、男爵階級にレイシアの夫にふさわしい人物がいないと感じているのだろう。

「貴族という立場ではなくなるが、そう生活が変わるわけではない。いい暮らしができる相手を見つけるし、男爵位をもらえそうな富裕層もあたりがついている。だからレイシア、お前は心配しなくていい。私に任せておけ」

「は、はい……」

　父親がきっぱりと言い切ったので、レイシアは頷く。

　父親はレイシアを大切にしてくれている。だから、お金があるだけでなく、きっと性格のいい人を選んでくれるだろう。

　それでも、どんどん進んでいく話に胸の奥がちくりと痛む。

「明日、私が公爵邸に行き、レイシアが妊娠していると告げる。さらにレイの兄弟が重い病気にかかり、急遽国に帰ったことにしよう」

「え……！　どうしてレイを帰ったことにするのですか？」

　婚姻を断っても、今後もレイとしてエルヴァンダーと普通に会えると思っていたレイシアは顔色を変える。

「レイシアを妻に望むほど公爵がレイに執着しているとは思わなかった。所詮、レイは偽りの存在だ。本当の親友にはなれない。公爵のためにも、そろそろ離れたほうがお互いのためだろう」

「それは……」

「レイシアの妊娠の件を聞かれて嘘がばれるのも避けたい。貴族の特権を失っては商売に支障が出る。それともレイシアは、レイとして上手に公爵を騙せる自信はあるのか？」

「……っ」

　レイシアはなにも答えられなくなる。

　単純に男のふりをするだけなら簡単だ。しかし、それ以外の嘘を吐くのは難しい。

「妊娠が本当なのか、公爵がここに確かめに来るかもしれないが、さすがに会わせるのはまずい。妊娠していることを周囲に伏せるため、レイシアは港町の別荘に行ったことにする。公爵もお忙しい人だから、さすがに行ったばかりの港町にすぐには行けないだろう。レイシア、準備をしなさい。明日にでも発ったほうがいい」

「そうだな。あの公爵のことだ、家に来る可能性がある。父上の言う通り、急いで準備しろ」

「は、はい……」

　先日行った時とは違い、今度は長期の滞在になるだろう。レイシアの結婚が決まるまで別荘にいるのかもしれない。持っていく荷物も必然的に増えるので、今すぐ準備しなければならないとは頭で理解していても、レイシアはその場から動けずにいた。

（あ、あら……？）

　身体がいうことを利かない。

「……レイシア？」

　ぼうっと突っ立ったままのレイシアに、レイモンドが声をかけてくる。

　ふと、視界が滲んだ。目に涙の膜が張り、滴が頬を伝い落ちる。

「もう、エルヴァンダー様と会えなくなるのね」

　エルヴァンダーとの思い出が脳裏をよぎった。

　レイシアとてエルヴァンダーといつまでも仲よくできるとは思っていない。いつか別れが来ることはわかっていた。

　しかし、これはいきなりすぎる。別れの挨拶もできないまま姿を消さねばならないのだ。

「庶民に嫁いだら、公爵になんて会えなくなるものね。……友人に会えなくなるだけで、涙が出るくらい寂しいなんて、まるで子供みたい」

　自嘲めいて呟くが、涙が止まらない。

　そんなレイシアに、レイモンドが言った。

「……好きだったのか？」

「え？」

「友人としてではなく、一人の女性としてパストレーア公爵のことが好きだったのか？」

「な……！　好き？　わたしがエルヴァンダー様を？　そんなことは……」

　レイシアはそこで言葉を止める。

　ないとは言えなかった。否定の台詞が出てこない。

　そこでレイシアは初めて自分の気持ちに気付く。

（わたしが、エルヴァンダー様のことを……好き？）

　エルヴァンダーの側にいるのはとても居心地がよかった。美意識の高い彼とは話も合う。

　それに、男装をする前、長身の女性であるレイシアに勝手に引け目を感じていた男性を沢山見てきたから、身長を気にせず堂々としている彼の姿はとても魅力的に感じた。

　そんなエルヴァンダーのことは、友人として好きなのだと思っていた。

（……でも、違う。ただの友人だったら、手を繋いでどきどきするはずがないもの）

　思い出すのは港町でのこと。

　彼と手を繋いで歩いた時、妙に胸が騒いだ。

　それに、あの恥ずかしき事件の翌日、彼と一緒に歩いた時は手を繋いでいないのにどきどきした。その時は羞恥心からくるものだろうと思っていたけれど、おそらく違う。

　──エルヴァンダーのことが好きだったのだ。レイシアは彼に友人以上の感情を抱いている。

「わ、わたし……っ」

　好きだと自覚してしまえば、妙にしっくりきた。ふとした瞬間に彼のことを考えて心拍数が上がるのも、恋をしているからである。ただの友人のことを考えてどきどきする人なんていないだろう。

「……好き、だったのね」

　消え入りそうな声で呟いた。気持ちを認めてしまうと、はらはらと大粒の涙が零れていく。

　彼を意識した瞬間は覚えていない。自分でも気付かないほど、ゆっくりと自然に彼に惹かれていったのだ。

　そういえば、ミーティ男爵主催の社交会で、レイシアの悪口を聞いた彼が怒った時は本当に嬉しかった。エルヴァンダーはレイではなく、レイシアのために怒ってくれたのである。

　家族以外でレイシアを庇ってくれた男性は初めてだったし、もしかしたらそれがきっかけだったのかもしれない。

　とはいえ、彼を好きだと気付いてももう遅かった。

　エルヴァンダーはレイシアとの婚姻を望んでいるが、受け入れるわけにはいかない。

　自分は性別を偽って彼と接していた。その罰が当たったのである。いくらエルヴァンダーのことを好きでも、レイシアとして彼の気持ちに応えるわけにはいかない。

「……っ、う……」

　綺麗な顔がゆがむ。涙で白粉が流れてしまうが、そんなことは気にしていられなかった。常に美しく見えるように気を遣っていたというのに、この瞬間ばかりは素を出して不様な泣き顔を晒してしまう。

「レイシア」

　レイモンドがレイシアの背中を優しく撫でる。赤子をあやすような手つきだ。

「辛いな」

　ただ静かにレイモンドは共感してくれた。わかってくれる人がいるだけで、少しは気持ちが救われた気がする。

「……少し、運が悪かったな」

　レイシアのせいではなく、運のせいだと口にした兄の手の温もりに、涙が止まらなくなった。

「公爵のことを忘れられるくらい素晴らしい結婚相手を見つけると約束しよう。私に任せなさい」

　父親もレイシアを慰めてくれる。

　恋に気付いた瞬間に気持ちを手放さなければならなくて、胸が押しつぶされそうだったけれど、家族の温かさが心に沁みた。

　父親は社交会で疎んじられたレイシアを「家の恥だ」と責めることなく、好きなだけ家に引きこもらせてくれた。社交の場に出るように強制されたことは一度もない。

　男装だって協力してくれたし、好きなようにさせてくれた。普通の家なら、娘が男装して社交会に行くなど「とんでもない」と止めるだろう。

　レイシアは家族がどれほど自分に優しいかを知っている。今はとても辛いけれど、この家族がいれば耐えられるだろう。

　ただ、自分の思いに区切りをつけるためにも、もう少しだけ泣いておきたい。

「……っ、お父様、お兄様……」

　レイシアが泣き止むまで、父親もレイモンドも側にいてくれる。

　──恋に気付いたその日、家族の優しさに支えられながら、レイシアは失恋を受け入れた。



	
			第八章「再会、そして」

　──レイシアが港町の別荘に移ってから、半年が過ぎようとしていた。

　前回とは違い、レイではなく男爵令嬢レイシアとして過ごしている。

　港町での生活は快適だった。

　貿易のために滞在している外国人が多く、長身の女性もちらほらいる。王都とは違い、ここではレイシアが目立つこともない。

　今までは短期の滞在しかしたことがないから気付けずにいたけれど、腰を落ち着けてみて初めて港町の居心地のよさに気付いた。

　そもそもこの町に定住している貴族は少なく、いるのは商売人と庶民ばかり。貴族階級は異様に外聞を気にするし、王都ではつねに貴族たちの噂が飛び交ってゴシップ紙も多いが、この港町の雰囲気は違った。

　新聞の一面を飾るのはやれ不倫だの、やれ痴情のもつれだのといった貴族の醜聞ではなく、商売やお金に関わることばかりである。

　別荘に移った当初は落ちこんで引きこもっていたものの、活気のある明るい雰囲気につられて外出も増えた。

　今まで別荘に来た時は家族と一緒に歩いていたけれど、庶民に嫁げば一人で出かけるようなことがあるかもしれない。その練習として、使用人に少し離れてついてきてもらいながら、レイシアは一人で歩いてみた。すると、生まれて初めて男性から誘いの声をかけられたのである。

　レイシアがその誘いに乗ることはなかったけれど、生まれて初めて女性として求められ、とても嬉しかった。

　……もっとも、正確にいうなればレイシアを女性として求めてくれた最初の男性はエルヴァンダーである。とはいえ、彼はレイシア個人を求めてくれたのではなく、レイの従兄弟と結婚したかっただけなので例外だろう。

　そのエルヴァンダーだが、父親が公爵邸に話に行ったところ、レイシアの妊娠の知らせにひどく驚いていたらしい。なんとも、手にしていたカップを落として割ってしまったとか。

　父親はレイが国に帰ったことも告げたが、エルヴァンダーは終始レイシアを心配していたのだという。特に、つわりが激しいのではないかと聞いてきて、父親は帰り際に吐き気に効く薬を持たされたらしい。つわりに苦しんだ女性が身近にでもいたのか、とにかく吐き気を心配していたようだ。

　婚姻を断られたというのに、会ったこともない女性を心配するエルヴァンダーの姿を見て、父親は「本当に素晴らしいお人だ」と賞賛していた。

　なお、レイシアが妊娠していたという噂は男爵階級の間で出回ることはなかった。求婚を断られたというのに、エルヴァンダーはレイシアの名誉を汚すようなことを言い触らさなかったのである。

　顔だけでなく、人間としても美しい彼への未練はまだ心の奥に燻っている。

　それでも、この港町で暮らすうちに気持ちが落ち着いてきた。エルヴァンダーのことは、いつの日か甘酸っぱい思い出に変わるだろう。

　過去の出来事として胸にしまえるように、まずは充実した毎日を送るべきだ。

　天気のいい日に外を歩けば、愁いに沈んでいた心も元気になっていく。やはり、引きこもっていてはいけない。

　それに、レイシアの美しい容姿は人目を引いた。レイとしてちやほやされていた時に比べればまだまだだけれど、美しいとか、綺麗とか、女性としての褒め言葉をもらえると、それだけで嬉しくなる。相手がおじいさんだろうが、小さい女の子だろうが、賞賛の言葉はレイシアの心を晴らした。

　エルヴァンダーは元気に暮らしているだろうか、新しい友人はできただろうか……と、なにかにつけては彼に思いを馳せるけれど、レイシアの新しい生活は順調だといえるだろう。


　──そんなある日のことだった。

　オデーロ男爵家の別荘がある地域は高級住宅街で、いくつもの邸が建て並ぶ。

　そして、先月に隣の邸が引っ越していったのだ。

　隣に住んでいたのは他国の貿易商で、長年この国に滞在していたが、自分の国に帰ることにしたらしい。

　こうして隣の邸からは人がいなくなったけれど、ほどなくして新しい買い手がついたようだ。他国の貿易商か、それとも国内の富豪が別荘として買ったのか？　隣とはいえ離れているけれど、新しい買い手がどんな人なのか少し気になってしまう。

　隣の邸の前には連日、沢山の荷馬車がやってきて、荷物を運んでいた。かなりの資産家なのだろう。

　散歩に出ていたレイシアが別荘に戻るために隣の邸の前を歩くと、荷馬車ではなく馬車が停まっていることに気付く。もしかしたら、この邸に新しく住む人が乗っているのかもしれない。

（あれは最新式の馬車だわ。揺れが少ないから、酔いやすい人や年配のかた、妊婦にだって乗り心地がいいと聞くけれど、かなり高価だったはずよ。こんな馬車を持っているなんて、どんな人なのかしら？）

　購入したばかりなのだろう、ぴかぴかで真新しい馬車をレイシアは横目で見る。すると、馬車の扉に描かれた紋章に目を瞠った。

「……っ！」

　そこには、王族の紋章が刻まれていた。かつて、エルヴァンダーの家に何度も遊びに行っていたレイシアは見慣れており、間違えるはずがない。そして、その紋章は王族直系しか使うことが許されていなかった。

（な、なんで……？）

　驚きのあまり、レイシアの足が止まってしまう。

　あの馬車には間違いなく王族が乗っている。エルヴァンダーかもしれないし、違う王族かもしれない。

（エルヴァンダー様が乗っていたら大変だわ。……すぐにでも、ここから去らないと）

　レイシアは踵を返し、港のほうに戻ろうとする。

　今のレイシアは女性として化粧をしているものの、レイの面影がある。エルヴァンダーに顔を見られたら、自分がオデーロ男爵家の縁者……それこそ、レイシアであることがばれてしまうかもしれない。妊娠したと言った手前、真っ平らなこのお腹を見られるわけにはいかなかった。

（ど、どうしましょう……。レイシアではなく、また別の親族だと偽ればいいかしら？）

　最悪を想定しながらその場を離れる。気付けば駆けだしていた。レイシアについてきていた使用人が、「レイシア様？」と驚きながら追ってくる。

　本音を言えば、エルヴァンダーに会いたい。一目だけでもあの顔を見たかった。しかし、彼に会うのは困る。

（どうしたらいいの……？）

　理由も説明せずに逃げ出したレイシアの後ろを使用人がついてくる。動揺していたレイシアは、耳に届く足音が重なっていることに気付かない。凄まじい速さで近づいてくる足音は使用人のものかと思った。

（もしあの馬車に乗っていたのがエルヴァンダー様なら、私はレイシアの従兄弟だと偽って……ああ、もちろん、レイの妹という設定では駄目だわ。また別の家系の従兄弟ということにして……、……っ？）

　少しでも遠くに離れたいという一心でろくに足下を見ていなかったせいか、レイシアのつま先が煉瓦れんが道の段差にひっかかる。

「あ……っ！」

　身体が宙に浮き、傾ぐ。転んでしまうと思った次の瞬間、細い腰を抱きとめられた。ふわっと、どこか懐かしい香りが鼻に届く。

　追いついてきた使用人が助けてくれたのだろうか？

　レイシアが体勢を整えて足をしっかりと地面につけると、助けてくれた人物の手が離れた。レイシアはお礼を言おうと振り返る。

「ありがと、……っ？」

　目に入ってきたのは、陽光に照らされてきらきらと輝く金の髪と、海のようなセレストブルーの瞳。その鮮やかで美しい色彩を持つ人物をレイシアは一人しか知らない。

（エルヴァンダー様……っ？）

　よりにもよって、一番会いたくて、会いたくない人物がそこにいた。あの馬車に乗っていたのは彼だったようだ。

「大丈夫か？」

「は、はい。助けてくださって、ありがとうございます」

　冷や汗をかきながら、レイシアは礼をする。

　久々に会う彼は、記憶の中の姿よりもやつれていた。顔色が少し悪いし肌も荒れている。クマもできている気がするし、よく眠れていないのだろうか？

　心配になったけれど、レイシアとしては初対面だ。そもそも、彼は自分が誰なのか認識していないだろう。

　今すぐ立ち去れば、昔の知り合いにやや似ている……というだけの印象しか残らないはずだ。

（ここは変に嘘をつかないで、すぐにでも逃げたほうがいいわね）

　オデーロ男爵家の血縁だと偽るのもやめて、レイシアはこの場から立ち去ろうとする。

「それでは、わたしはこれで……」

「レイシア様！　はぁっ、はぁ……、ご無事ですかっ！」

「……っ！」

　レイシアが去ろうとしたその時、ようやく追いついた使用人が息を切らしながら名前を呼んできた。使用人はレイシアが無事であることを確認すると、エルヴァンダーのほうを向く。

「レイシア様を助けてくれてありがとうござ……、……こ、公爵様っ？」

　驚いたのだろう、使用人の声がひっくり返る。

　突如踵を返して走り出したレイシアを追いかけてきた使用人は、自分を追い越していった人物の顔を見ていない。さすがに後ろ姿だけではエルヴァンダーだと気付かなかっただろうし、使用人は王族の紋章に気付いておらず、まさか彼がこの場所にいるとは思わなかったのだろう。

　この使用人は、ずっと別荘で働いている使用人だ。当然レイの友人であるエルヴァンダーとも面識があるので、彼の顔を見てびっくりしている。

「久しぶりだな。半年前は世話になった」

　エルヴァンダーは飄々と使用人に挨拶をした。一連の事情を知る使用人は青ざめる。

「彼女がオデーロ男爵家ご息女のレイシアだな？」

　エルヴァンダーが使用人に問いかける。穏やかな語り口だったけれど底知れぬ圧があり、使用人はびくりと肩を跳ね上げた。

　使用人は助けを求めるようにレイシアを見る。

（二度もレイシアと呼ばれたわ。きっと、誤魔化せない）

　当然、レイシア様と言った声はエルヴァンダーの耳にも入っているだろう。黙ってしまった使用人の代わりにレイシアが声をかける。

「はい、わたしがオデーロ男爵の子女レイシアです。……エルヴァンダー様と呼ばれているということは、もしやパストレーア公爵でいらっしゃいますか？」

　あくまでも、彼とは初対面の体ていで話す。

「……ああ、そうだ。君の従兄弟のレイにはとても仲よくしてもらった」

「ええ。レイから話を聞いておりました」

　答えながら、レイシアは少しだけほっとする。

（どうやら、わたしがレイだってことは気付いていないようね）

　先ほどのエルヴァンダーの口ぶりでは、レイとレイシアを別人と捉えているようだ。今はレイシアとして女性らしく化粧をしているから、レイの面影はあっても、同一人物には見えないだろう。親族だから似ていると言いはれるはずだ。

「…………」

「…………」

　さて、どうしたものかと思っていると沈黙が訪れる。

（レイシアはエルヴァンダー様の求婚を断っているんだもの、気まずくて当たり前だわ。それはエルヴァンダー様だって、わかるはず。体調が悪い振りをして、この場を切り抜けようかしら）

　幸い、エルヴァンダーが現れたことに肝を冷やしたので、レイシアの顔色は悪い。

「申し訳ございません。気分が優れないので、邸に戻ります」

　後で丁寧なお礼状を出せばいいと、レイシアは口元に右手を当てつつその場から逃げようとする。すると、エルヴァンダーがレイシアの左腕を掴んだ。

「パストレーア公爵？」

「君は、妊娠していると聞いたんだが……」

　エルヴァンダーがレイシアの腹に視線を向ける。もちろん、お腹は出ておらず、とても赤ちゃんがいるようには見えない。

（はたして、上手く誤魔化せるかしら……）

　緊張でレイシアの顔がますます青ざめていく。

「答えたくありません……」

　伝える声は震えていた。

「そうか。しかし、医者に診せたほうがいいだろう。医女を連れてきている。我が邸で見てもらうといい」

　エルヴァンダーはレイシアをひょいと抱き上げる。

　レイシアのほうが背は高いが、彼のほうが体重があるだろうし、体つきもしっかりしている。彼はレイシアを軽々と抱き上げた。

「……！　パストレーア公爵、下ろしてください。自分で歩けます」

「駄目だ。顔色が悪いし、先ほど躓いたのだって体調が悪いからではないのか？　診察するのは女性だから、安心して診てもらうといい」

　エルヴァンダーは使用人に向き直る。

「そういうわけで、彼女は私が連れて行く。……いいな？」

「は、はい、かしこまりました」

　王族に逆らえるはずもなく、使用人は頭を垂れる。

「……っ」

　レイシアは使用人を見て、目で合図をした。すると、小さく頷かれる。

（おそらく、お父様とお兄様に連絡をとってもらえるはず。これ以上嘘を重ねるのは危険だから、後はお父様たちの判断を仰ぎましょう。なにか聞かれたら、泣くか、気分が悪くて答えられないふりをすればいいわ）

　今のやりとりを見ていた使用人は、すぐに男爵家に連絡を入れるだろう。後は、エルヴァンダーの不興を買わないよう、レイシアが上手く立ち回るだけだ。

（でも……医女の診察って、なにをするのかしら？　脈や熱を測ったり、問診に答えればいいのかしら？）

　生まれてこのかた、婦人病系の困りごとがなかったレイシアは、風邪で世話になった医師の診療を思い出す。

　婦人病系の診療はまったく異なるなんて、この時のレイシアは知らなかった。


◆　　◆　　◆　　◆


（こ、こんな、こんな診察をされるなんて……）

　じくじくと痛む足の付け根の感触に眉をひそめながら、レイシアはぐったりとソファにもたれかかる。

　あの後、レイシアは抱き上げられたままエルヴァンダーの邸に連れて行かれた。別荘の隣の邸を購入したのは彼だったらしい。別荘として買ったのだと道すがら聞かされた。

　レイシアは客間に連れて行かれ、そこに年配の医女がやってくる。脈を測り、問診を受けたが、妊娠の経験がないレイシアはどう答えたらいいかわからず、「あまり覚えていない」と言うしかなかった。深く追及されなかったので、安心してしまう。

　しかし、最後に内診をすると言われ、下穿きを脱いで寝台に横になるように指示された。もちろん、レイシアは拒否をする。

「そこまで診てもらう必要はありません！」

「しかし、役目を果たさないと私もクビになってしまいます」

「……っ」

　年配の女性に職を失うと言われてしまえば、我がままを通すわけにもいかない。レイシアは渋々言う通りにし、内診をされたが──細かいことは思い出したくもない。ただ、大きく足を開かされて、自分でもろくに触れたことのない場所に触れられたのである。

（あの診察で、妊娠経験の有無とかわかるものなのかしら……？）

　それが不安だった。知識がないから、わからない。後はもう運を天に任せるだけだ。

　大したことはしていないのに、あの診察の後はどっと疲れて、眠気が襲ってくる。

「……っ」

　この状況下なら、普通は緊張したり不安で眠くなったりはしないだろう。しかし、それを上回るほどあの診察は精神的にも肉体的にも疲れた。レイシアは規則正しい生活を送っているので、明るいうちに午睡をしたことなど一度もないけれど、とにかく眠い。駄目だと思いながら、瞼が落ちてくる。

（こんなところで寝るなんて、駄目……、…………）

　抵抗したいけれど、強すぎる睡魔に抗えない。レイシアはそのまま眠りに落ちた。


◆　　◆　　◆　　◆


　右肩に温もりを感じる。心地よくてそのまま微睡まどろみたくなったけれど、自分が寝てしまったことに気付いたレイシアははっとして瞳を開けた。

「あ……」

　部屋の中は薄暗い。窓から見える空は赤く染まり、もう夕方になってしまったようだ。

「わ、たし……」

　随分と長く寝てしまったようだと思うと、右隣から声が聞こえた。

「起きたのか？　おはよう、レイシア」

「……っ！」

　びくりとして隣を見る。そこにはエルヴァンダーが座っていた。どうやら右肩に感じていた温もりは彼のもので、もたれかかっていたらしい。

　王族によりかかって眠るなんて、とんでもないとレイシアは青ざめる。

「エルヴァ……、……パストレーア公爵……」

「話したいことがあったから、ここで待たせてもらった」

「気付かずに申し訳ございません」

　話があるなら起こしてくれればいいのにと思いながら、彼から距離を取ろうとする。

　レイシアはエルヴァンダーと初対面だ。友人でもなんでもない。同じソファに並んで座るわけにはいかないので立ち上がろうとすれば、腕を掴まれた。

「気持ちよさそうに寝ていたから、声をかけなかった。こちらこそ、かえって気を遣わせてしまいすまない。……隣に座ってくれないか？」

「え……」

　レイシアは困って部屋の中を見渡す。この邸の使用人に助け船を出してもらおうと思ったのだ。

　しかし、メイドも執事も室内にはいなかった。未婚の男女が部屋に二人きりになるなど、あってはならないことである。

　ましてや、エルヴァンダーは王族だ。その辺の常識はあると思っていたのに、一体どうしたのだろう？

「その前に、誰か人を呼んできます。さすがに、二人きりになるわけにはいきません」

　すぐにでも彼の側から離れようとするけれど、手を掴まれたままなので動けない。それどころか、エルヴァンダーはもっと強い力で握ってくる。

「なにを今更。私と君はどれだけ二人で過ごしてきたと思っている？　同じベッドで寝た仲だろう」

「……は？」

　意味がわからず、レイシアは疑問符を浮かべる。

　すると、エルヴァンダーはゆっくりと呟いた。

「久しぶりだな、レイ。……私は君に会いたかった」

　その一言に、戦慄が身体を駆け巡る。

「な……っ！」

　ぱくぱくと口を動かすが、言葉にならない。

（エルヴァンダー様はなにを仰ってるの？　……まさか、ばれているの？）

　硬直したレイシアに向かい、彼は告げる。

「男爵階級の社交会で初めて会った時から、私はレイが女性であることに気付いていた」

「うそ……」

「本当だ。ついでに、レイの正体がレイシアであることも知っていた」

「……」

　冷たい汗が背中を流れる。

　告げられた言葉が衝撃的すぎて、レイシアの頭の中は真っ白になってしまった。

　エルヴァンダーは言葉を続ける。

「私はこの国に友人がいないが、オデーロ男爵家の令嬢も引きこもりで友人がいないという話ではないか。男装している君は興味深かったし、レイとの友人ごっこをしばらく続けてもいいと思っていた。君と会う時間は、とても楽しかったよ。でも──」

　青い瞳がすっと細められる。

「君の家の別荘に滞在した時、君があんなことをするものだから──、……とっさに気付いていないふりをしたけれど、レイが女性であると強く思い知って、友人ではなく女性として君を欲しくなった。だから、王都に戻るなり君の家に婚姻の申し出をした」

　あんなこととは、樹脂状の男性器を股につけたことだろう。すっかり忘れていたのに、思い出して恥ずかしくなる。

「それがまさか、君が妊娠しているなど……！　あんなに私と会っていてどこにそんな時間があったのかと思ったが、か弱い女性が望まぬ相手に手籠めにされるのは珍しい話ではない。……オデーロ男爵は父親がわからないと言っていたから、余計にな。それに、君が吐いて酸っぱいものを欲しているのを見たから、あれはつわりだったのかと信憑性もあった」

　そういえば、港町でレイシアは貝にあたり、彼の前で痴態を晒してしまった。よくよく考えてみれば、つわりと同じ症状である。

　だからこそエルヴァンダーは、レイシアが妊娠しているという嘘を信じたのだろう。

「断られたことに気落ちしなかったと言えば嘘になるが、それよりも望まぬ妊娠をしている君が心配だった。隣で支えてあげたいと思ったけれど、私の立場でそれをするには根回しが必要だ。まずは君を迎える準備を整えようと思った。なかなか思うようにいかず、半年かかってしまったがな」

「わたしを迎える準備……？」

「そうだ。他の男との子供がいようが、入籍ができなかろうが、私は別に構わない。君が手に入るのなら、国を捨ててもいいとさえ思っている。私は既に責務を果たした。第四王子の私がいなくなったところで、この国に大きな影響はないだろう」

　エルヴァンダーの口角が上がる。しかし、彼の目は笑っていなかった。なんとも不思議な表情で、彼の感情が読み取れない。

　けれど、その顔はとても美しかった。

「下準備をして、色々打つ手を考えて、この邸も買い上げた。そろそろ君の体調も安定した頃だろうし、さあ迎えに行こうと密偵を使わせたところ、港町にいる君のお腹が膨らんでいないというではないか。最悪の状況を想定して、腕を立つ医女を連れてきた。そして、君と再会した」

「……」

「初めて見るドレス姿の君はとても美しかった。しかし、顔色が悪い。やはり君の身体によくないことが起こっているのだと思った。それで、君を診た医女から報告を受けたのだ。しかし……」

　エルヴァンダーはそこで言葉を止める。レイシアの手を掴んだまま、にこりと微笑んだ。

「レイシア。私になにか、言うことはないかい？」

「……っ、エルヴァンダー様……」

　なんてことだ。彼は、レイシアの口から言わせようとしているのだ。

　そのまま指摘してくれたほうが楽なのに、彼はレイシアの顔を見ながら言葉を待っている。

　見つめ合うけれど、エルヴァンダーは微笑んだままなにも話さない。

　声を絞り出して、レイシアは謝罪する。

「も、申し訳ございませんでした」

「私が聞きたいのは謝罪ではない。君が隠していたことを、その口から聞きたい。子供ではないのだから、言えるだろう？」

「……わたしは妊娠していません」

　そう告げると、彼は満足げに頷いた。

「ああ、そうだ。妊娠どころか、男性経験もない身体だと医女から報告を受けている。……レイシア。どうしてそんな嘘を吐いてまで、私の求婚を断ったんだ？　そんなに私と結婚するのが嫌だったのか？」

「いいえ、違います。レイシアとしてエルヴァンダー様に会えば、レイだとばれてしまうと思ったからです。いい友人になれればと思い、性別を偽っていました。そこに他意はなかったのですが、エルヴァンダー様がどう思うかはわかりません。騙されたとお怒りになり、我が家の爵位が取り消されるかもしれないと考え……、……レイシアとして結婚しなくて済むよう、妊娠していることにしました」

「なるほど、そういうことか。妊娠さえしていれば、私が君を諦めると思ったのか。確かに普通の王族なら諦めただろうけれど、生憎私は違っていてね。君を諦めるという選択はなかった。妊娠していたからといって、君への思いが消えるはずがない」

　彼は美しい瞳を細める。

「……しかし、真実を知った私が怒ると思っていたのか。君の家にとっては爵位取り消しは大問題だろうからな。……過去にはそういう横暴な王族もいたから、君がそう思ったことは責められない……か」

　はあっと、大きな溜め息が響いた。

「まあ、レイの正体を知っていて黙っていた私にも責任がある。こんなことなら、最初から言っておけばよかったが、私もことを急ぎすぎていたようだ。随分遠回りしてしまったな。……さて」

　ソファに座っていたエルヴァンダーが立ち上がる。顔の距離が近くなった。

「私は最初からレイを女性として見ていた。レイシア、君と結婚したいと思っていたのだよ。そして、私がレイの正体を知っていたのなら、他の懸念材料はないだろう？　……私と結婚してくれるか？」

「エルヴァンダー様……」

「君を愛している、レイシア」

　愛の言葉にレイシアの胸がいっぱいになる。

　エルヴァンダーはレイのことを友人として好きではあっても、男爵令嬢レイシアにはなんの感情も抱いていないと思っていた。

　それがまさか、レイシアのことを思っていてくれたなんて。

（しかも……わたしが本当に妊娠していても構わないほど、好きでいてくれるなんて）

　先ほどエルヴァンダーが話した内容からすると、レイシアの妊娠は彼個人にとって大きな問題ではないようだ。もちろん、王族としては問題が生じるのだろうけれど、エルヴァンダーの心はずっとレイシアに向けられていた。

　入籍できなくても、国を捨ててでも、彼はレイシアといたいと思ってくれたのだ。

　その気持ちが嬉しくて、熱いものがこみ上げてくる。

「わ、わたしも……わたしも、好きです。友人だと思っていましたが、婚姻の申し出を断りエルヴァンダー様に会えないとなった時に、実は好きだったのだと気付きました」

　レイシアははっきりと自分の気持ちを言い切った。すると、エルヴァンダーが破顔する。どこか、安心したような表情だった。

「そうか……。嫌われてはいないと思っていたけれど、君も好きでいてくれたというのは、この上なく嬉しい。第四王子として生まれて色々あったけれど、私は今、一番幸せだ」

「あ……っ」

　ぎゅっと抱きしめられる。レイシアのほうが少し高いけれど、身長はそこまで変わらない。自分の顔のすぐ横に彼の顔があってどきどきする。

「好きだ、レイシア。愛している」

「はい。わたしもです。……そして、本当に申し訳ありませんでした」

「こうして君が手に入ったのだから別にいい。あのような嘘を吐かせたのは私の落ち度だ」

　レイシアを抱きしめる手に力がこめられる。

　妊娠していたなら、どうするつもりだったのだろうか？

　少しだけ気になったけれど、今すぐに知りたい情報でもない。

「レイシア。口づけても構わないか？」

「……っ！」

　耳元で囁かれた声に、レイシアはびくりとする。

（く、口づけ……？　口づけって恋人同士がする行為よね？　エルヴァンダー様がわたしを好きで、わたしもエルヴァンダー様を好きだと告げたのだから、そういう行為をしてもおかしくない関係なのだろうけど……）

　唇を重ねるなんて、レイシアには縁遠いことだった。

　レイとして男装していた時、令嬢の手の甲に唇を落としたことなら数えきれないほどある。軽くキスするだけで顔を赤らめる女性を見て、とてもかわいいと思ったものだ。

　しかし、いざ自分がキスをするとなると、とてつもなく恥ずかしくて、むずむずする。挨拶のように手の甲にするキスと、恋人同士のキスはまったく違うけれど、レイシアは今になってようやく令嬢たちの気持ちがわかった。

「レイシア？」

　いつまでも返事をしなかったからか、エルヴァンダーが身体を離してレイシアの顔を覗きこんでくる。耳まで真っ赤になった様子をさらけ出し、ますます羞恥心がこみ上げてきた。

「口づけだけで……しかも、まだしていないというのに、こんなに赤くなっているのか？」

「……はい。呆れてしまいましたか？」

「いや。私の大切な人はなんて愛らしいのだと、胸が震えた。……もう一度聞く。口づけてもいいか？」

「……っ」

　こくりと頷く。

　すると、彼の手がレイシアの頬に添えられた。節くれた男らしい手だ。

「キスも初めてか？」

「は、はい」

「私もだ。……まず、瞳を閉じて」

「え……っ」

　私もだという言葉に、レイシアは驚いて目を瞠る。互いの息がかかりそうなくらいの至近距離で、彼と視線が交わった。

「目を閉じて、レイシア。なぜ見開いているんだ」

「だって、エルヴァンダー様もキスが初めてなんて……」

　レイシアの兄はたまに朝帰りをする。過去には恋人だっていたことがあるし、そういう行為は一通りしているだろう。エルヴァンダーは二十二歳だし、女性経験も一通り済ませているものだと思っていた。

　それがまさか、キスも経験がなかったとは予想外である。

「私はずっと留学していた。他国で恋人を作り、王族の烙印を落とすわけにはいかないだろう？　王族だからこそ貞操は厳しくしている」

「そ、そうなのですか……」

　確かに彼の言う通り、他国で王族の血を持つ子供を作れば、あとあと面倒なことになるだろう。自由に恋人も作れないなんて、王族も大変である。

「女性を導けるよう、一通りの閨事は座学で習っている。それに、留学中に悪友が聞いてもいないのに色々と教えてくれた。だから、不安にならずに私に任せてくれ」

「驚いただけで、不安にはなっていません」

「では、今度こそ目を閉じるんだ」

　エルヴァンダーに促され、レイシアは従う。瞳を閉じれば、すぐに彼の唇が重ねられた。

（これが、キス……）

　柔らかくて、温かな感触を唇に抱く。心地いいけれど、妙に胸が騒ぐ行為だ。

　初めての口づけにうっとりしていると、彼の顔が一度離れる。目を開けようとすれば、「まだ閉じていて」と命じられた。

「今度は、唇を少し開いてごらん」

「はい」

　言われた通りに唇を開く。先ほどはお互いの上唇と下唇をひたりと合わせる感じだったが、今度は下唇を彼に食まれた。必然的に、レイシアは彼の上唇を食むことになる。

「んっ……」

　違う角度で重ねられた唇に、こんなキスもあるのかと驚いてしまう。けれど、これもまた気持ちがいい。

「んん……っ」

　下唇を軽く吸われると、ぞくりとしたものが背筋を走り抜ける。妙にどきどきした。

「はぁ、っ……」

　今度は上唇を食まれる。軽く吸われた時に、じゅっという粘ついた音が耳に届いて、顔が熱くなった。

　エルヴァンダーはレイシアの上唇と下唇を、何度も交互に愛撫してくる。

　気持ちよくて、鼻から抜けるような声が出てしまった。

（キスって、こんなにねっとりとしたものなの……？　唇が腫れてしまわないかしら？）

　唇を吸われると、身体に力が入らなくなる。足が震えそうになり、レイシアはエルヴァンダーの胸に手を当て、彼を押し返そうとした。ようやく彼の唇が離れていく。

　彼の形のいい唇は微かに濡れていて、どきりとした。

「……もしかして、私は下手だったか？」

　エルヴァンダーが申し訳なさそうに言うので、レイシアははっとする。

「ち、違います。気持ちよかったです。でも、力が抜けて立っているのが辛くなってしまって、それで……」

「……！　それは嬉しいが……今のだけで、もう？　舌も入れていないのに？」

「え？　舌？」

　彼はなにを言っているのかと、レイシアは小首を傾げる。すると、エルヴァンダーは苦笑した。

「それも教えてあげるから、ベッドに行こう。横になれば、足から力が抜けても大丈夫だ」

「あっ」

　エルヴァンダーは力が抜けてしまったレイシアをひょいと持ち上げて寝台へと運ぶ。レイシアを優しく横たえると、その上に覆い被さってきた。はらりと、金の髪が輝きながら前に流れる。

（き、綺麗……）

　初めて見る角度だが、彼の顔は相変わらず美しい。見惚れていると、再び唇が寄せられた。レイシアはとっさに瞳を閉じる。

「ん……っ」

　先ほどのように唇を重ね合わせる。力が抜けても、柔らかな寝台が身体を受け止めてくれるので、口づけだけに集中できた。

「ねえ、レイシア。私と同じようにできるかい？」

「は、はい」

　ねだるように言われて、レイシアも彼の形のいい唇を食む。とても柔らかくて、気持ちがいい。

（キスって、こんなに気持ちがいいものなのね。どきどきして、そわそわする。だから唇でのキスは、恋人同士でしかしないんだわ……）

　唇を重ね合わせ、ついばみ、吸う。それだけの行為なのに、どうしようもなく胸が弾んだ。レイシアは初めての口づけにすっかり夢中になってしまう。

　ふと彼の背中に手を回すと、次の瞬間、冷たい舌が唇の隙間から差し入れられた。彼のざらついた舌が、レイシアの舌を擦りあげる。

「んむっ！」

　レイシアは驚いて目を開けてしまった。すぐ目の前にある彼はうっとりと瞳を閉じている。

「あっ、……んむっ、あぁ……はぁ、ん」

　思わず逃げてしまった舌は、追われて搦め捕られた。濡れた舌先がレイシアの口内を蹂躙する。優しい動きではあったけれど、彼に支配されているような錯覚に陥った。

「あ……あぁっ、ん……っ、はぁ……」

　唇を合わせるだけの、ついばむキスとは違う。彼の舌の冷たさとは対照的に、情熱的な口づけだった。じわじわと、熱いなにかがお腹の奥からこみ上がってくる気がする。

（な、なに……この感触……？）

　気持ちいいだけではなく、未知の感覚をもたらすキスにレイシアは戸惑ってしまう。

　ただ、どうしようもなく身体が熱くなった。やり場のない熱を持て余し、レイシアは身体をくねらせる。

（あら……？）

　ふと腰が揺れた瞬間、下腹部になにか硬いものが当たった。しかし、口づけているから、それがなにか見えないし、わからない。

（エルヴァンダー様の服の飾りかしら？）

　王族である彼は、沢山飾りのついたきらびやかな衣装を着ている。キスをしている最中に、その飾りが落ちたのかもしれない。

（針で止める類いの飾りなら危ないし、とりあえず拾っておきましょう）

　レイシアは下腹部の硬いものめがけて手を伸ばした。そして掴む。

「うっ！」

　小さく呻いて、エルヴァンダーが唇を離した。

「レ、レイシア……っ？　いきなり、なにを……」

　彼の顔は真っ赤になっている。

「すみません、なにか硬いものが当たったので、エルヴァンダー様の服の飾りが落ちたのかと思ったのですが」

　そう言いながら、レイシアは自分の手元に視線を向けた。その手に掴んでいたのは、飾りなどではなく、彼の股間である。

「え……ええっ？」

　びっくりして再び握りしめると、エルヴァンダーが「アっ」と声を裏返らせた。彼はレイシアの手首を掴み、そこから離させる。

「飾りではない。私の身体の一部だ」

「……っ？　え？　……えっ？」

　レイシアは彼の下腹部に視線を向ける。そこはすっかり大きく盛り上がっていた。

「あっ……」

　そこでレイシアは、自分がなにを握ってしまったのか悟る。

「も、申し訳ございません……！」

「いや、いい。君になら、私の身体のどこに触られてもいい。……が、今は話が別だ。キスだけにしておこうと思ったのに、さすがに触られたら理性が飛びそうになる」

　エルヴァンダーが辛そうに溜め息を吐く。

「理性って……その、そういうことですか？」

「……そういうことだ。私は我慢強いほうだとは思うが、君とようやく心を通わせた今、こんなことをされて耐えるのはいささか辛い」

「エルヴァンダー様……」

　そういえば、他の男との子供を妊娠してもレイシアが欲しいと、彼は半年もの間、尽力してきたのだ。さらに、妊婦であるレイシアのお腹が小さいと聞き、わざわざ医女まで連れてきたのである。

　この半年間、レイシアはエルヴァンダーのことを思うと辛くなるからと、あまり考えないようにしてきた。その間もずっと、ずっとレイシアを思ってくれていたのだと思うと、胸が熱くなる。

　だからこそ、彼が自分を望むのなら、それに応えたいと思った。

「我慢しないでください」

「え？」

「……好きです、エルヴァンダー様」

　レイシアは彼の頬に手を当て、口づける。今度は自分から彼の唇に舌を差しこんできた。驚いたようにぴくりと跳ねた舌は、すぐさまレイシアの舌を搦め捕る。

「ん……っ」

　くちゅくちゅと、粘着質な音が頭に響く。零れる吐息は荒く、彼が興奮しているのだとわかった。

　口づけが深くなっていくが、ふと彼の身体が離れていく。

「……エルヴァンダー様……？」

「君の家に……別荘に連絡を入れよう。この邸に連れて行くとは言ったが、今宵帰さないとなれば心配するはずだ」

「え？　……帰さない？」

　レイシアは窓を見る。真っ赤だった空は半分藍色になり、もうすぐ夜の帳とばりが下りるだろう。だからといって、隣同士だし、帰れない時間でもない気がする。

　小首を傾げたレイシアに、エルヴァンダーは苦笑する。

「君を抱いたら、きっと朝まで手放せない。帰してあげられないから、覚悟してくれ」

　すっと、青い瞳が細められる。劣情を灯したその眼差しに射貫かれて、レイシアの胸がどくりと高鳴った。

「待っていて、レイシア」

　エルヴァンダーは寝台から降りると、ドアに向かう。

　レイシアに用意された客室は広く、ドアから寝台は見えない。さらに衝立まであるので、部屋の入り口付近からレイシアの姿を見ることはできないだろう。

　エルヴァンダーはドアを小さく開けて使用人を呼び、扉越しに色々と申しつけているようだ。よく話が聞こえないけれど、今晩レイシアがここに泊まるというだけではなく、他にも色々と言っている。話が長くなりそうな気配がした。

　一人残されたレイシアは、ふと自分の服を見る。

（そうだわ。これ、脱いでおいたほうがいいのかしら？）

　これからなにをするのか、レイシアもわかっている。そして、それは裸でする行為だ。ぼんやりと彼を待っているより、その時間で服を脱いでおいたほうが効率的である。

　レイシアはドレスを脱ぎ始める。庶民に嫁ぐ予定だったので、自分でドレスを脱ぎ着する練習はしていた。だから、手間取ることなくすんなりと裸になれる。

（少し冷えるわね）

　裸になったレイシアは、ベッドサイドの椅子にドレスなどを置くと布団に潜りこんだ。すると、そこにエルヴァンダーが戻ってくる。

「待たせてすまない。この際だから、色々と手配を、……っ？」

　ベッドサイドの椅子にかけられたレイシアのドレスやら下着やらを見て、エルヴァンダーが足を止める。そして、少し前屈みになった。

「……痛い」

「え？　どうかなさいましたか？」

　普通にしているように見えたが、どこか怪我でもしているのだろうか？

　心配になったレイシアは、がばっと上体を上げる。裸の胸が露わになると、エルヴァンダーは目を見開いた。

「……」

　彼の顔から一切の表情が消える。

「エルヴァンダー様……、……え？」

　気がつけば、エルヴァンダーに組み敷かれていた。数秒前まで離れた場所にいたというのに、あまりにも素早すぎて呆気にとられてしまう。

「レイシア……っ！」

　名前を呼びながら、エルヴァンダーがレイシアに口づけてきた。いきなり舌を挿入され、奥まで貪られる。余裕のない動きだった。

「ん……っ、んむっ、ん……！」

　レイシアに口づけながら、彼は自分の服を脱いでいく。レイシアの着ているドレスよりも高価そうな服は、寝台の外に脱ぎ捨てられた。逞しい胸板が現れる。

「レイシア、レイシア……っ」

　唇を貪っていた彼の口はレイシアの首筋を下りて、鎖骨にキスをする。

　その下にある胸はささやかな膨らみだった。防刃ベストで誤魔化せるくらいの胸なので、大きくはない。身長はすくすく伸びたけれど、そこは育たなかったのである。

　ただ、ささやかだけど形のいい胸はレイシアのほっそりとした体格に似合っていた。ゆるやかな身体の曲線は美しい。

「レイシア……」

　それしか言えないのだろうか……と思うほど、彼はレイシアの名前しか口にしない。エルヴァンダーは胸の先端に指先で触れてくる。

「あっ」

　ぴくりと、レイシアの腰が浮く。乳嘴にゅうしに触れられると、ぴりぴりとした不思議な感覚に襲われた。

「ま、待ってください！　そこは……っ、んっ、ああっ」

　指先で押しつぶされて、ぷっくりと硬くなったその場所が摘まみとられる。軽く引っ張られると、じんと腰が疼いた。

「はぁっ、ん……！」

「気持ちよさそうな声が出ている」

　ちゅっと、エルヴァンダーはレイシアに口づける。その間もずっと、指先で乳嘴を弄んでいた。

「やぁっ、そこ……っ、ん……！」

　両方の胸をくりくりとこねられる。その指先の動きがとてもいやらしい。身体をくねらせて逃れようとするけれど、その動きは彼を煽るだけで無駄な抵抗だった。

「あっ、はぁ……っ、エルヴァンダー様っ、あぁ……」

　レイシアは女性の中では声が低いほうである。だからこそ、男装中も「男にしては高い声」で誤魔化せた。かわいくはないけれど、自分の容姿にあった凜とした声をレイシアは気に入っている。

　しかし今、口をついて零れる声は乙女のような甘ったるい声だ。

「やっ、あ……、んうっ、はぁ……ん」

　こんな声が出せたのかと思うくらい高い声である。

「かわいい。とてもいい声だ。少し前までは、君が手に入るのなら誰に抱かれていても構わないと思っていた。でも……今は、この声を私以外の男に聞かせたくないと思う。私だけが独占したい」

　上擦った声でエルヴァンダーが囁く。

　押され、指先で擦られて、引っ張られて、彼の指先が動くたびにレイシアは声を上げる。腰の奥に熱が燻り内股を擦りあわせれば、彼は胸から手を離して体勢を変えた。レイシアの足の間に身体を滑りこませてくる。

　エルヴァンダーはレイシアの両膝に手を当てると、足の付け根に顔を寄せてきた。

「……！　エルヴァンダー様っ、そこは……」

　レイシアは動揺する。

　一般的な女性に比べて胸は小さいかもしれないが、レイシアは自分の身体には自信があった。余計な肉をつけないように食事に気を遣い、屋内でもできる運動をして体型維持をしていたし、肌には香油を塗って日々のお手入れも欠かしたことがない。

　だから、裸を見られるのはそこまで恥ずかしくなかった。自分が築き上げた自慢の身体である。

　しかし、そこは違う。

　そこは他人と比べたことがないし、どうなっていれば美しいのか正解すら知らない。そもそも、自分でもまともに見たことがないのだ。

　そんな部分を彼に見られるのは恥ずかしい。

「待ってください。そこは、見ないで……！」

　思わず涙目になる。

「慣らさないと、君が痛い思いをする」

「でも……」

「……私に任せて」

「やっ……、っ、あっ！」

　エルヴァンダーの顔がレイシアの秘処に寄せられ、ちゅっと口づけられる。それだけで、得も言われぬ快楽が腰を突き抜けていった。

「あぁ……っ」

　先ほどのキスのように、彼の唇がレイシアの陰唇を食む。たまらず、背筋を仰け反らせた。

「ひあっ！」

　エルヴァンダーはあのねっとりとした口づけを、レイシアの秘処に与えていった。ちゅく、ちゅくとやけに粘ついた音が耳に届く。

　お腹の奥から熱が溢れてくる。じわじわと、なにかが秘裂から滲んでいくのが自分でもわかった。

　すると、今度は舌を挿れられる。これもキスと同じである。

「ああぁっ！」

　濡れてざらついたものが浸入してくる感覚にレイシアは酔いしれた。水中ではないのに溺れそうな気分になる。

「はぁ……っ、あっ、あ……」

　エルヴァンダーの舌がレイシアの内側を探っていく。

　とてつもなく恥ずかしい行為をされているとレイシアは思った。

（こ、こんなことまでするの……？）

　性交は女性器に男性器を挿入するものだという知識はある。それでも、王族である彼がこんなことまでするなんて。触るだけでは駄目なのだろうか？

「だ、駄目です。エルヴァンダー様がそんなことをするなんて……っ、あぁ」

　下位とはいえ、彼には王位継承権がある。そんな高貴な男に自らのはしたない部分を舐めさせるなんて、とんでもない。

「お、お願い……っ、エルヴァンダー様っ、あ、あぁ……っ、そんな……っ」

　舌を挿れているから彼は話せない。しかし、レイシアの懇願が聞こえないというかのように、彼の舌の動きは激しくなった。舌先が肉壁を押し、隘路を拡げようとする。

「んあっ！」

　身体の中を暴くかのような舌の動きに翻弄される。たまらず腰が揺れ、自ら彼の顔に秘処を押しつけてしまう。

　すると、彼はようやく舌を抜いてくれた。代わりに指が差しこまれる。

「ああっ……？」

　舌とはまた違った感覚だった。舌が届かなかった部分に指が届くとほのかな痛みが生じる。

「痛……っ、あ……」

　思わず呟いてしまった。

「すまない。ゆっくりする。……こちらと同時にすれば、痛みも紛れるだろう」

「同時に……？」

　エルヴァンダーがなにをするつもりなのか、さっぱりわからない。異物感に眉を寄せていると、秘裂の少し上にある膨らみに彼は唇を寄せた。ちゅっと、花芯を吸われる。

「ひあっ！」

　それだけで、今日一番の快楽がはじけた。レイシアは自分でも驚いてしまう。

「な、なに……今の……っ、んあっ！」

　エルヴァンダーは陰核に何度も口づけてくる。痛みに勝る悦楽がレイシアに襲いかかってきた。

「ここは、女性の身体の中で一番感じる部分だ。……ふふ、大きくなって、赤くなっていて、とてもかわいい」

「はぁん、あ……！」

　エルヴァンダーは蜜芽を舌先でつついてくる。そうしながら、レイシアの内側に挿れた指をゆっくりと動かしていった。強張っていたそこが柔らかくなり、奥から蜜が溢れてくる。

「レイシア……んっ、こんなになって、本当にかわいい……」

　充血した秘芽はわざと音を立てて吸われたり、舌先で押しつぶされたり、はては軽く歯を立てられた。翻弄されているうちに、指が増やされる。

「あっ、エルヴァンダー様……んうっ、あ……」

　どんどん身体が彼に侵食されていく。レイシアの知らない部分をエルヴァンダーが暴いていった。やがて、彼の指先がある一点を掠める。

「ひあっ！」

　びくんとレイシアの腰が浮いた。痛いだけだった内側に、新たな感覚が生じてくる。

「ん？　ここか？」

　エルヴァンダーは先ほどレイシアが反応した場所を指先で押してくる。彼の指で作られた快楽がレイシアの身体を蝕んできた。

「あっ、あぁ……っ、そこは……っ」

「気持ちいいんだろう？」

　指の腹で媚肉を押しながら、エルヴァンダーが陰核を強く吸い上げる。とんとんとそこを小突かれると、快楽の波がレイシアをさらった。

「あ…………」

　びくびくと身体が震え、四肢がぴんと伸びる。頭が真っ白になり、快楽が全身を支配した。

　熱に溺れていると指が抜かれる。栓を失った秘裂から愛液が溢れ、シーツに流れ落ちていった。

「はぁ……レイシア……」

　エルヴァンダーは自らの手についた蜜を怒張に塗りつけていく。ぼんやりとした頭で彼の下肢に視線を向ければ、彼の美しい顔にはそぐわないものが視界に入ってきた。

（お、大きい……？）

　彼のものは大きかった。平均的な大きさなんて知らないけれど、レイシアが購入した「男性器を大きく見せるための樹脂」よりも一回り大きい。彼の身長に対してあの大きさは、いささか不釣り合いな気もする。

　レイシアの蜜をたっぷりとつけたエルヴァンダーは根元を握ると、レイシアの秘裂にそれをあてがった。くちゅっと、小さな音がする。

「レイシア、いいか？」

　腰を進めることなく、彼は訊ねてきた。

　切羽詰まった表情をしているものの、否と言えばやめてくれそうな雰囲気もある。優しい彼のことだ、ここでレイシアが首を振っても責めたりはしないだろう。

（怖いけど、でも……）

　彼のものの大きさにおののいたものの、レイシアは小さく頷く。

「はい……」

　自分だけ気持ちよくしてもらって、彼だけお預けにするわけにもいかない。未知への恐怖はあれど、痛いのは最初のうちだけだと聞く。

　それに、エルヴァンダーなら乱暴にしないだろうという信頼があった。

　どうせ、いつかは知る痛みである。ならば、今我慢してしまおうとレイシアは思う。

「レイシア……」

　ゆっくりと、大きくて熱い塊が埋められていく。奥に進むにつれ、痛みが増していった。

「は……っ、あぁ……」

　苦しそうな声がもれる。こういう時こそ、先ほどの乙女のような声を出したかったが、色気のない地声しか出てこない。痛みと情けなさでレイシアは眉根を寄せる。

「痛いかい……？」

「……っ」

　こくこくと頷けば、エルヴァンダーの顔が近づいてくる。

「ん……っ」

　優しく唇をついばまれた。柔らかなキスの感触に、身体の力が抜ける。

　やはり、キスは気持ちがいい。

「んん……っ」

　痛みを忘れようと、レイシアは積極的に彼の唇を貪る。エルヴァンダーもゆっくりと腰を進めながら、レイシアの口づけに応えてくれた。

　やがて、彼の腰がレイシアの腰と密着する。

「……全部、入ったよ」

　大きく息を吐きながら、エルヴァンダーは呟いた。彼を受け入れている部分はじんじんと痛むけれど、我慢できない痛みではない。

　とはいえ、気持ちいいわけでもなかった。

「いっぱいキスしてください」

　レイシアがねだれば、彼は応えてくれた。レイシアが痛まないよう、腰を動かさずにキスをしてくれる。それでも時折、身体の中で彼のものがぴくりと動いた。

「はぁ、ん、う……。エルヴァンダー様……っ」

　夢中になって唇を貪り合う。

　すると、彼の手がレイシアの胸に触れてきた。小さな胸を揉んだ後、ぷっくりと硬くなった先端をきゅっと摘まんでくる。

「ひあっ！」

　ぎゅっと、無意識に彼のものをしめつけてしまった。

「胸も気持ちいいのだろう？　キスをしながら、胸をかわいがって……、……腰を動かしてもいいか？」

「……ぅ、は、はい……」

　腰を動かさねば、彼だって終われない。

　レイシアが頷けば、彼はキスをしながら胸に触れてくる。乳嘴はじんじんと熱を持ち、腰が疼いた。熱杭が隘路を行き来するけれど、キスと胸に与えられる感覚に囚われて、痛みはそこまで感じない。

　それどころか、彼のものが自分の大切な部分を擦っていると思うと、なんだか恥ずかしいような、嬉しいような、不思議な感覚に陥る。

　嫌だという気持ちはなかった。

「エルヴァンダー様……っ」

　レイシアは彼の背中に手を回す。しっかりと筋肉のついた男らしい背中だ。

　ふと指先が肩甲骨に触れると、身体の中の彼のものが大きくなる。

「あ……！」

「ま、待て、レイシア。そこは……ッ、あ」

　レイシアの指先が肩甲骨をなぞれば、彼が艶めかしい声を上げる。もしかしたら、ここが気持ちいいのかもしれない。

（気持ちよくしてもらうばっかりで、自分からはなにもしていなかったわ）

　レイシアはそう思うと、肩甲骨を優しくなぞる。エルヴァンダーの身体が震え、唇から嬌声がこぼれ落ちた。瞳が潤み、その色気のある表情にどきりとしてしまう。

「気持ちいいですか……？」

「……ああ、とても。……だが、こちらで気持ちよくなりたい。もっと動くぞ」

　そう言うと、彼の腰の動きが早まる。

「ああっ？」

　先ほどのゆっくりだった動きとは対照的に、がつがつと奥を穿たれた。しかし、痛みはない。興奮した面持ちで腰を揺らす彼の姿に、レイシアの胸が騒ぐ。

（エルヴァンダー様のこういう姿が見られるのは、わたしだけ……）

　うっすらと汗が滲み、額に前髪が張り付く。その姿さえも綺麗だ。

「エルヴァンダー様……、好きです……」

　肩甲骨を撫でながら、レイシアは唇をうっすらと開く。

「キスして欲しいです」

「……ッ、もちろん」

　エルヴァンダーはキスをしながら抽挿する。速度は増していき、最奥を容赦なく穿たれた。レイシアもその感覚に快楽を覚えていく。

「あっ、はぁ……っ、んむっ、ん……」

　キスに酔いしれ、身体を包む熱に身を任せる。

「レイシア……！」

　かすれた声で名前を呼ばれた後、彼の熱杭が大きく打ち震えた。雄液が最奥に叩きつけられる。

「あ……」

　白濁が身体の中を満たしていく。

（これ、気持ちがいい……）

　精が注がれる感触にふけっていると、エルヴァンダーがレイシアの頭を撫でた。眉を下げながら呟く。

「最後は少し乱暴にしてしまった。申し訳ない」

「え？　……いいえ、大丈夫でしたよ」

　腰の動きは速くなったけれど、乱暴にされた覚えはない。レイシアが平気だと微笑むと、彼は頬にキスしてくる。

「痛みは？」

「最初は痛かったですけど、今は大丈夫です」

「そうか」

　エルヴァンダーは硬いままのものを引き抜く。

「夜はまだ長いし、少し休憩しよう。お腹は空いてないか？　簡単につまめそうなものを、ここに運ばせる」

「……休憩？」

　休憩とは、なにかの合間にとる休みのことであり、この後も続くことを示している。それは、つまり──

「すまないが、朝まで手放せないと言っただろう？　辛そうなら挿れないから、触れるのだけは許して欲しい」

　エルヴァンダーはレイシアの手を取ると、甲に唇を落とす。どきりと胸が騒いだ。

「エルヴァンダー様……」

「レイシア……」

　視線が絡み、どちらともなく口づけを交わす。触れた唇から幸せが満ちて、レイシアの胸がいっぱいになった。



	
			間章「エルヴァンダーの運命の人」

　すやすやと穏やかな寝息を立てる恋人の顔を見て、エルヴァンダーは微笑んだ。

　時刻は深夜三時。彼女を手に入れた幸せで、ついつい彼女を執拗なまでに愛してしまった。拒絶されればやめたというのに彼女が受け入れてくれるものだから、その優しさにつけこんでしまったのである。

　港町に来るまでは、こんな展開を予想もしていなかった。

　レイシアは違う男との子を孕み、残念ながらその命が育たなかったのだと思いこんでいたのである。

　半年前に婚姻を申しこんだあの時、断られるとは微塵も思っていなかった。引きこもりのレイシアに恋人などいるはずないし、レイのことを頻繁に公爵邸に呼び出していたのだから、見合いをする時間もなかっただろう。

　それに、王弟公爵である自分からの婚姻を男爵家が断れるはずがないと高をくくっていた。婚姻の申し出というが、ほぼ命令みたいなものである。

　しかし、オデーロ男爵の口からもたらされたのは驚くべき内容だった。

　彼女が妊娠しているなどにわかには信じられなかったが、港町でレイシアが吐いたことを思い出す。酸っぱいものを欲しがったし、あれはつわりの症状だったのではないだろうか？

　断られた衝撃よりも、望まない相手との子を身籠もってしまったレイシアが心配になった。妊娠と出産は命がけだ。つわりで身体が弱り、その拍子に悪い病をもらえば命を落とすこともあるだろう。

　まずは、レイシアの身体を気遣うべきである。

　だからエルヴァンダーは断られたことに憤慨することもなく、大人しく受け入れた。

　レイシアが誰かの子供を身籠もっていたとしても、彼女への思いは変わることがない。エルヴァンダーにとって、レイシアはたった一人の運命の相手だ。

　彼女を娶るという選択以外は存在しないので、エルヴァンダーはこれからどうすべきか瞬時に考えを巡らせる。

　レイシアのことは心配だけれど、オデーロ男爵はレイシアを溺愛し大切にしていることはわかっていた。そして、別荘にいた時に彼女のお腹は出ていなかったから、おそらく妊娠初期の不安定な時期だろう。今すぐ自分が介入するより、落ち着くまでは彼らに任せていたほうがいいはずだ。

　レイシアの様子が気がかりであるものの、妊娠中はなにかと気落ちし、神経質になるというから、密偵は使わないことにした。ただちに密偵を放てば気付かれるかもしれない。自分が心配する気持ちよりも、まずはレイシアが健やかに過ごせるように優先すべきだ。

　それに、エルヴァンダーにはやることがある。

　結婚相手は自分で選べるはずだが、相手が未婚の子持ちでは話が違ってくるだろう。いざとなったらどういう手を打てるか調べ、抱えていた密偵は身内へと向かわせる。弱みを握り、最後は脅すつもりだった。

　同じ王族の弱みを握るのは大変だったが、それでも王から、王妃から、兄やら義姉やら両親やら──半年弱でかなりの情報を集めることができた。

　もともと、「第四王子は死んでもいいし、死んでもそれはそれで交渉材料になる」と隣国に留学させるような国である。王族の腹の底は真っ黒だ。

　これで準備は整ったと、オデーロ男爵家の別荘の隣を買い上げ、ついでにレイシアが元気そうかどうか密偵を放つ。

　──しかし、密偵からもたらされた情報は、妊婦に見えないほどレイシアのお腹が平らだったということだ。最悪の想像が脳裏をよぎる。たとえ望まぬ子だったとしても、彼女の心と身体はどれほど傷ついたのだろうか？

　いてもたってもいられず、すぐに港町に移った。

　しばらく港町で仕事をすると伝えれば、なにを勝手なことをと責められたが、こちらは弱みを握っている。それをちらつかせれば、王都の外で仕事をすることを快く許してくれた。

　そして、いざ港町に来てみると──まさか、馬車を降りてすぐに彼女を見つけられるとは思ってもいなかった。ドレス姿でも、後ろ姿でも、すぐに彼女がレイシアだとわかったのだ。会えない間もずっと恋い焦がれて、何度も頭に思い描いていた人を見間違うはずがない。気がつけば、彼女の背中を夢中で追いかける。

　彼女を捕まえてからは、あっという間の出来事だった。

　まさかレイシアとこうして抱き合えるだなんて、夢みたいである。

（だが、私は十年以上隣国で我慢した。このくらいの褒美はあってもいいだろう）

　エルヴァンダーはこの幸運は神様からの贈り物なのだと結論づけた。

　妊娠したことが嘘だったなんて、どうでもいい。そもそも、自分がレイの正体に気付いていると前もって伝えていればこんなことにはならなかったわけで、オデーロ男爵家側が悪いわけでもなかった。

　半年も遠回りをしてしまったけれど、結果、レイシアを手に入れるために躍起になったエルヴァンダーは他の王族の弱みを握れたし、最終的に愛しい人と結ばれた。これで十分である。

「レイ……、……レイシア」

　名前を呼んで、彼女の頬をそっと撫でる。

　明日から彼女と共に人生を歩めると思うと輝かしく思えて、エルヴァンダーは微かに微笑んだ。



	
			終章「王弟公爵の婚約者」

　王弟であるパストレーア公爵と、オデーロ男爵家の令嬢レイシアの婚約が発表された。王族と男爵令嬢の婚約に世間は大騒ぎである。

　もっとも、一番驚いたのはレイシアの家族だ。エルヴァンダーから、実はレイの正体を把握していたことを知らされたが、それで安心できるわけではない。なにせ、レイシアが妊娠していると嘘を吐いて、婚姻の申し出を断ったのだ。爵位どころか首が飛んでもおかしくはない。

　しかし、エルヴァンダーは簡単に許した。しかも、男装の件を知っていると最初から告げていれば大事にはならなかったと、逆に詫びてきたのである。

　結局一連のことは公にされず内々に収められ、父親は結婚に賛成してくれた。公爵の妻は大変だろうが、レイシアなら大丈夫だろう、と。

　婚約にあたり、エルヴァンダーはレイシアを王族や上流貴族に紹介した。

　エルヴァンダーなら家柄も性格も申し分のない女性などよりどりみどりなのに、わざわざ男爵階級から相手を選ぶなんてと、皆レイシアに興味津々のようだ。

　どうせ顔がいいだけだろう、胸が大きいだけだろう、あっちが上手なのだろうと、レイシアに会う前は色々と下世話な噂をしていたらしい。

　王族も出席するような場所に男爵令嬢がくるなんて、恐れ多くて震えてしまうのではないかと勝手に予想していたようだ。

　──しかし、エルヴァンダーの隣に立つレイシアは凜としていた。

　レイシアは容姿に絶大な自信がある。

　それに、知性は顔に表れるものだ。容姿だけよくても、頭が悪ければみっともないと、引きこもっていた期間も絶えず勉強していた。父親からは他国の言語を習っていたし、話せる言葉は片手の指では足りないほど。実家が貿易商なので、他国の文化についても知識がある。

　堂々と「外交ではお役に立てると思います」と言い放てば、王はレイシアを認めるように頷いた。

　結局、レイシアを紹介された者は、その場で誰もが彼女を認めたのである。

　顔が美しいだけではない。エルヴァンダーが王族独特の輝きを放つなら、レイシアには他者を惹きつける力がある。

　もともと、男装して社交会に出るくらい肝が据わっているのだ。レイシアは王族を前に敬意を払い、礼節を保てど、臆さずに凜としていた。その佇まいはどこかの国の姫にも見えるほどである。

　自分が大好きで、自信があるからこその在りかた。出自が男爵階級とはいえ、レイシア個人は王族に迎えるには十分ふさわしい人物であった。

　それに、エルヴァンダーは男色家ではないかという疑惑があった。彼が執心していたレイがレイシアであることは他の王族は知る由もなく、「結婚相手を自由に選べるエルヴァンダーが男を連れてきたらどうしよう」と懸念していたらしい。だから、女性を連れてきたことに安堵したようだ。

　そういう事情もあり、レイシアはすんなりと王族や上流貴族たちに受け入れられたのである。

　そして、連日の王族や上流貴族との社交会への顔出しも落ち着いた頃、せっかくだからとオデーロ男爵家が主催の社交会に参加することにした。

　男爵階級の社交会からレイが姿を消し、半年以上経っている。周囲の記憶に残るレイの顔もおぼろげになっているし、いい頃合いだ。

　今なら女性として化粧をしたレイシアが姿を現しても、「親族だから似ている」程度にしか思われない。

　レイシアのドレス姿は久々のお披露目である。これでようやく長身の醜女という噂を打ち消せると、兄のレイモンドはとても張り切っていた。

　会場はレイシアとエルヴァンダーが初めて会ったあの場所だ。パストレーア公爵家の後援もあり、結婚式かと思うくらい豪華に飾り立てられる。

　そして、レイシアはとびきりのドレスに身を包んでいた。流行りの形はもちろん、近づいてみればふんだんにあしらわれているレースの模様が細やかで芸術的なことに気付くだろう。背が高いぶんドレスの丈も長くなるので、美しいフリルが余計に目立つ。

「この空気、久しぶりだわ。……レイシアとして、またここに来られるなんて」

　懐かしそうにレイシアが呟く。

「今宵は君の美しさをみせびらかしてやろう。二度と、君の悪口を言えぬように」

　自分よりもエルヴァンダーのほうが、レイシアが悪く言われていたことを根に持っているようだ。思わず苦笑してしまう。

　会場に入れば、皆の視線が一斉に注がれた。

　長身の醜女のはずの男爵令嬢はそこにはいない。エルヴァンダーの隣に立っているのは絶世の美女である。

　誰もがレイシアを見て言葉を失った。その様子に、エルヴァンダーとレイモンドは至極満足そうである。

「さあ、踊ろうか」

　広いホールなのに、誰も踊っていない。いや、レイシアたちが登場するまではダンスを楽しんでいたようだが、驚きのあまり動けなくなってしまったようだ。

　エルヴァンダーとレイシアがホールに進み出ると、皆が場所を空ける。

（本当に懐かしいわ……）

　レイとして何度もここで踊った。楽しかった思い出が脳裏を駆け巡る。

　だからだろうか──レイシアはつい、男性側のステップを踏んでしまった。

「あ……っ」

　会場がざわつく。

（しまった。つい、気が抜けて……）

　ここは懐かしき男爵階級の社交会だ。レイとして踊っていた時のことを考えていたから、つい男性のように動いてしまったのである。

　足を止めて仕切り直そうと思った次の瞬間、エルヴァンダーが女性のステップを踏んだ。

「……！」

　エルヴァンダーは片目をぱちりと閉じて、大丈夫だと合図してくれる。

（エルヴァンダー様……！）

　こうなったらと、レイシアはそのまま男性のステップを踏み続けた。エルヴァンダーが女性側の動きをするが、体捌きは完璧である。

　見た目は美男美女。しかし、踵の高い靴を穿いているからレイシアのほうがぐんと背が高く、性別が逆になったダンスもぴたりとはまる。

　そこにいる誰もが驚きながらも、レイシアたちから目を離せずにいた。男女逆のダンスは不思議な魅力を放ち、皆を惹きつける。

　一曲踊り終わると、盛大な拍手が送られた。そこで、エルヴァンダーが言い放つ。

「男女逆に踊るのは他国の流行りだが、いかがだったかな？」

　それに対し、「斬新で素敵でした」と賞賛の声が上げられた。王族の振る舞いを悪く言う者はいないだろうし、それ以前にレイシアと彼とのダンスはとても美しかったのである。

（でも、まさか他国で流行っていたなんて）

　エルヴァンダーのステップは完璧だったし、そんなことがあるのかと、レイシアは驚きながらエルヴァンダーを横目で見る。すると、彼の口角が微かに上がっていた。その微妙な表情にレイシアは察する。

（もしかして、嘘なの……？）

　エルヴァンダーはレイシアが恥をかかないように、嘘を吐いてくれたのだ。

　世界には沢山の国があるので、その文化が嘘か誠かなんて誰も調べられないだろう。それに、誰かが傷つくような嘘でもない。

（さすがエルヴァンダー様だわ）

　彼の機転、度胸、そして完璧だった女性のステップ。顔がいいだけではない。彼を構成するすべてが魅力的だ。

　そして、そんな彼の隣に立てることをレイシアは誇りに思う。

「エルヴァンダー様」

　レイシアは、彼の耳元に唇を寄せてそっと囁く。

「ありがとうございます。……もっと、好きになりました。こんな素敵な人が旦那様になるなんて、幸せです」

「……！」

　エルヴァンダーの耳が微かに赤くなる。あんなに堂々としていた彼が見せたかわいい様子に、レイシアは思わず微笑んだ。



	
			後日談「男装姿で……」

　エルヴァンダーとレイシアが結婚して、ひと月が経とうとしていた。

　二人の結婚式はそれはもう盛大なものだったし、なにせ美男美女である。二人を描いた絵は飛ぶように売れたようだ。

　公爵の妻として、やるべき仕事は少なくはない。しかし、もともと家の仕事を手伝っていたレイシアには難しくはなく、むしろ興味深いものばかりで楽しい。

　それに、外交関係の仕事も流れてくるようになった。レイシアならわざわざ翻訳をつけなくても文面を理解することができるので、かなり早く処理ができる。王族の一員として役に立てることが嬉しかった。

　レイシアは王弟公爵の妻として極めて優秀であり、エルヴァンダーも仕事ができる。彼も顔だけの男ではない。

　結局、二人はかなりの速さで仕事をさばくことができた。ティータイムの時間には、もうなにもすることがなくなっている。処理する書類が届かなければ仕事もできず、ほぼ毎日、レイシアはエルヴァンダーと二人でゆっくりとお茶を飲んでいる。

　レイシアの希望で茶菓子はつけていない。余計な間食は肥満の元。来客がいるなら話は別だが、エルヴァンダーとなら気を遣う必要はなかった。もちろん彼も体型維持には気をつけているから、レイシアの方針に賛成している。

「そういえば、宮廷晩餐会の招待状が届いた」

「またですか？」

「ああ。最近、多すぎる」

　うんざりしたようにエルヴァンダーが呟く。

　付き合いも仕事のうちだが、結婚してからというもの、パストレーア公爵家に招待状が届く回数が増えた。独身の時の倍以上らしい。しかも、必ずレイシアを連れてきて欲しいとのことだ。

　思いのほか、レイシアは気に入られていた。エルヴァンダーとしては嬉しさと嫉妬が混じり複雑な心境らしい。

　確かに、エルヴァンダーとレイシアが揃って顔を出せば場は華やかになる。空気が一転して明るくなるので、呼びたくなるのもわかった。

　しかし、二人きりで過ごせる時間が減るのは由々しき問題だ。エルヴァンダーは溜め息を吐く。

「独身だった頃が懐かしい」

「ええ。わたしも、男装していた頃が懐かしいです」

　レイシアはすっと瞳を細めた。

　女性として堂々と社交会に出られるのだから、もう男装する必要はない。しかし、たまにあの頃が懐かしくなる。男装は楽しかったのだ。

「もう、男装なんてしないでしょうから」

「……いや。してみたらどうだ？」

「え？」

「今日はこの後どうせ暇だ。久々にレイの姿を見せてくれ。どうせ、レイの服も持ってきているのだろう？」

　その通り、レイシアはレイの時に着ていた服を嫁入り道具として持参していた。どれもこれも一流の生地を使って特注した服で、捨てるのが忍びなかったし、大切な思い出なので捨てられなかったのである。

「確かに、久々にレイになってみたいです」

　結婚してまで男装はしないと思っていたが、夫であるエルヴァンダーがいいと言っているのなら話は別だ。レイシアはうきうきと自室に戻る。

　男装する必要性はないが、男装した自分の姿は好きだ。服を着替えて化粧をすると、美男子ができあがる。鏡に映った自分にほれぼれした。

　レイシアは先ほどまでお茶を飲んでいたエルヴァンダーの部屋に戻る。

「エルヴァンダー様、お久しぶりです」

　まるでレイのように話しかける。すると、彼も興が乗ったように微笑んで答えてくれた。

「やあ、レイ。久しぶりだね、会いたかったよ」

　エルヴァンダーは立ち上がり、レイシアと握手をした。茶番だが楽しくなってしまう。

　そして、あの頃のようにたわいもない会話が始まった。まるで時が戻ったみたいである。懐かしさに胸がくすぐられた。

（レイとして話すのも、とても楽しいわ……！）

　レイシアが上機嫌になると、ふとエルヴァンダーが意地の悪そうな笑みを浮かべる。

「そういえば、レイ。あれをつけるのはやめたのか？」

「……？　なんのことですか？」

「君が私の前からいなくなる前……あの港町の別荘でつけていたやつだ。男の見栄えをよくする、あの樹脂状の」

「……っ！」

　あの恥ずかしい思い出を蒸し返されて、レイシアは真っ赤になる。

「つけません！　そもそも持っていませんし、エルヴァンダー様が取り上げましたよね？」

「そういえばそうだったな」

　顔を赤くしたレイシアを見て、エルヴァンダーはにやにやしていた。からかって楽しんでいるのだろう。

　男装しているレイシアに気を遣っていたのだろうか、以前の彼はこうした下世話な話題を出すことはなかった。しかし、今なら言える仲である。

「小さくても気にすることはないと、あの時の私は言った」

　薄い笑いを浮かべながら、向かいにいたエルヴァンダーは立ち上がると、レイシアの隣に腰を下ろす。肩に手を置かれ、レイシアは抱き寄せられた。

「……っ！　エルヴァンダー様？」

「しかし、あんなものを使うほど小さいとは……。どれだけ小さいのか私が確かめてやろう」

「ちょ、ちょっと待ってください。なにを……！」

　悪い予感がして逃げようとするが、彼の膝の上に座らされてお腹に手を回される。あっという間にベルトを外され、彼の指が服の中に浸入してきた。

「エ、エルヴァンダー様……っ、あ……！」

　薄い下腹をなぞり、彼の指先が足の付け根に届く。彼の指はぷっくりとした陰核を捕らえた。

「これか？　……これは確かに小さいな」

「……っ、ん……っ、あぁ……」

　まるで男性器を扱くかのように、彼の指先が秘芽を上下に擦り上げる。それだけでびくびくと腰が揺れ、身体が熱くなった。

「やっ、あぁ……」

「レイ……」

　エルヴァンダーの唇が、レイシアの耳朶を食む。そうしながらも彼の指の動きは止まらない。

「あっ、あぁ……っ、んっ、はぁ……っ」

　もぞもぞと、服の内側で彼の手が動くのが見える。直接見えないのがいやらしいし、なにより、今着ている服が男装の時のものだと思うと、余計に羞恥に駆られた。なんだかいけないことをしている気分である。

「ああ、少し大きくなった」

「はぅん！」

　刺激されて硬くなった花芯を指先ではじかれると、甘い痺れが身体を突き抜けていく。じわりと、秘裂から蜜が滲んできた。

「はぁ……っ、あ……んうっ、ああ……」

　気がつけば、防刃ベストの金具もシャツのボタンも外されている。服の内側で勃ち上がった胸の頂きを彼の指先がつまみ上げた。

「ひぁっ」

　大きく腰が揺れてしまう。その弾みで臀部を彼の下腹部に押しつけてしまうと、彼のそこが硬くなっていることに気付いた。

「あん……っ、エルヴァンダー様……っ、あぁ……」

　乳嘴を引っ張られて、陰茎に見立てた花芯を扱かれて、耳朶を嬲られて。しかし彼は一番熱くなっている部分に触れてくることはなかった。

　レイシアを男に見立てた「遊び」なのはわかるが、弄ばれるレイシアはたまったものではない。

「エルヴァンダー様……っ、いじわる、しないでください……」

「意地悪？　これが？　私には君が気持ちよさそうに見えるが？」

「それだけでは足りなくしたのが、エルヴァンダー様ですよね？」

　レイシアはお尻を動かし、彼の硬くなっている部分をぐりぐりと刺激する。すると、エルヴァンダーの唇から小さな嬌声が零れた。

「……ッ、わかった、レイ。……ほら、服を下ろして、そこに手をついて」

　エルヴァンダーはレイシアから手を離し、膝から下ろしてくれる。レイシアはソファに手をつくように促され、彼に向かって尻を突き出すような体勢になった。

　形のいい臀部と、てらてらと濡れてひくついた蜜口が彼の目前にさらけ出される。

　背後からベルトを外す金属音が聞こえて、レイシアはどきりとした。その次の瞬間、熱いものが秘裂にあてがわれる。

「あ……っ！」

「レイ……っ」

　ぐっと、熱杭が浸入してくる。毎晩のように愛されているそこは、彼の大きなものをゆっくりと受け入れていった。

「あぁ、あ……」

　ソファに手を突きながら、レイシアは微かに首を後ろに向け、エルヴァンダーを見る。

　彼の着衣はほとんど乱れておらず、下腹部だけはだけている状態だ。レイシアも服は乱れているものの、男物の服を身に纏っている。

　端から見たら男同士なので、ひどく倒錯的な気分に陥った。まさかレイの姿でこんなことをするなんてと、いつもよりどきどきしてしまう。

「はぁ……っ、レイ……レイシア……っ！」

　とうとうレイシアと呼びながら、エルヴァンダーは腰を掴んで己を打ち付けてくる。後ろから挿入されたことにより、いつもより深い部分を穿たれた。

「あうっ、あっ、あぁ……！」

「あの日……あんなものを、つけた君に……ッ、よく耐えたと、自分でも思う……。私には君が女性にしか見えなかったから……ッ、ン……！　あの時、本当はこうしたかった……！」

　腰を穿たれるたび、飛沫が跳ねる。彼の声が上擦っていて、興奮しているのだとわかった。そんな彼につられて、レイシアも気分が高まってしまう。

「あっ、あ……っ、エルヴァンダー様……っ」

　何度か突かれただけで、レイシアは絶頂を迎えてしまう。びくびくと震えながら彼をしめつければ膝が笑った。この体勢が途端に辛くなる。

「レイシア……」

　エルヴァンダーはレイシアの背後から脇の下に腕を通す。そして、あろうことか立ったままレイシアの身体を持ち上げた。……そう、繋がったままで。

「あうっ！」

　ぐっと背筋が曲がり、背中を彼の逞しい胸板へ預けるかたちになり、レイシアの足が宙に浮いた。挿入されたまま身体を持ち上げられているのだ。ぐりぐりと、怒張がいつもと違った動きで刺激してくる。

「ま、待って……っ、あっ、ああぁ……」

　身じろぐと、つま先だけがかろうじて床を掠める。自分の体重を支えることは叶わず、自重で彼のものを奥深くまで咥えこんでしまった。これほど深い部分まで彼が入ってくるなんてと動揺してしまう。

（こ、こんな体勢で繋がるなんて……っ）

　後ろから抱きかかえられたままの交わりに、羞恥と快楽が交錯する。蜜口が目一杯に拡がり、目の前がちかちかしてレイシアは再び達してしまった。

「あっ、あ──」

　結合部からは止めどなく蜜が溢れ、彼の下腹部を濡らす。

「……っ、あ、はぁ……っ、あ……」

　エルヴァンダーはレイシアを持ち上げたまま、腰を動かしていない。それでもこみ上げてきた快楽は留まることなく、レイシアの秘処から歓喜の潮が放たれる。

「やっ、あぁぁ……」

　まるで粗相したかのように溢れた液体は前方に飛び、床を塗らした。

「いやらしすぎる。……最高だ」

　エルヴァンダーは興奮した様子で呟くと己を引き抜き、レイシアを一度ソファに下ろす。ソファは寝転んでも余りある大きさで、彼はレイシアを仰向けにすると覆い被さってきた。

　再び、熱杭が中に突き挿れられる。

「ひあっ！　あっ、んあぁ……！」

　普通に挿入されただけなのに、絶頂を迎えたばかりの身体は快楽を余剰に受け取る。腰を打ち付けられ、粘膜が擦れ合うと悦びが満ち、飛沫が上がった。

「あっ、待っ、待って……っ、あっ、ん！」

　穿たれるたびに水しぶきが上がり、彼の綺麗な衣装をどんどん濡らしていく。恥ずかしいけれど止められない。

「き、気持ち、よすぎて……っ、止まらないから、あうっ、待ってくださ……っ、ああっ」

　絶え間なく快楽を与え続けられて、レイシアはいやいやと首を振る。

「わたしの身体が……、んうっ、おかしい……っ」

「おかしくなんてない。もっと気持ちよくなるといい」

　エルヴァンダーは腰を揺らしながら唇を重ねてくる。

「んうっ……！」

　激しい抽挿とは対照的に優しく唇を食まれると、頭がぼんやりとしてくる。舌を絡める情熱的な口づけもいいけれど、唇をついばむだけのキスも大好きだった。

　気付けば、レイシアも夢中になって彼の唇を食む。

「はぁっ、ん……っ、あぁ……」

　繋がっている部分がずっと熱い。どろどろに溶けてしまいそうだ。

「……っ、レイシア……！」

　エルヴァンダーが先端を一番奥の部分にぐりっと押しつけてくる。反射的に彼をしめつけると、肉杭が大きく跳ねて彼の欲望が放たれた。熱い雄液がレイシアの中を満たしていく。

「あ……」

　彼のものが何度も震えながら注がれる。いつもより吐精が長い気がした。

　肩で息をしているエルヴァンダーは、レイシアの頬を撫でながら心配そうに顔を覗きこんでくる。

「昂ぶりすぎてしまった。……無理はさせてないか？」

「はい、大丈夫です。立ったまましたのは驚きましたけど、全部気持ちよかったです」

「そうか」

　ちゅっと、彼は額にキスを落とす。

「たまにはレイの姿でするのもいいな。今度は私の服も着てくれ」

「え？　……エルヴァンダー様、男色の噂が立っていたようですが、もしかしたらそちらの趣味も……？」

　レイシアが恐る恐る聞くと、彼は即座に否定した。

「違う。いくら男装をしようが、私の目に君は女性にしか見えない。男性が好きなわけではなく、君が男性の姿をしているというところがいいのだ。……私がこんな性癖に目覚めたのは君のせいだ。もちろん、君限定でしか興奮しないが」

　レイシアは完璧な男装をしているつもりだし、彼以外にばれたことがなかった。しかし、エルヴァンダーにはあくまでも「男装している女性」にしか見えないのだろう。よくわからないけれど、そこに彼が興奮する要素があるらしい。

「さて……」

　繋がったまま上体を起こし、彼はシャツを脱ごうとする。

「あっ……、待ってください。わたしも脱ぎたいです」

「……あと一回だけ、そのままでいてもらっては駄目か？」

「え」

「お願いだ、レイ」

　今度は「レイ」と呼びながら服を脱ぎ捨て、彼が顔を近づけてくる。ぬるりと、舌を差しこまれた。

「んむっ……！」

　口内を優しく嬲られると同時に、エルヴァンダーの腰が再び抽挿を始める。ぐちゅぐちゅと粘着質な音が響いて、泡立った体液が結合部から押し出されていった。

　レイシアはあっという間に快楽の海に引きずりこまれる。

「エルヴァンダー様……っ」

　レイシアは彼の逞しい背にしがみつく。

「好きです、エルヴァンダー様」

　思いを告げれば、返事の代わりに熱烈な口づけを与えられた。


　──結婚後、レイシアが男装をして人前に出ることはない。しかし、最愛の夫を喜ばせるために男物の服を買うことはなくならず、社交会から姿を消したレイの姿を見られるのは、エルヴァンダーだけの特権となった。
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